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　　第一章




「俺は一番になる！」

　巨きよ大だいな校門の前で、軽かる野の健たけ流るはそう誓ちかった。

　国立新しん武ぶ高校はド田舎いなかにある。ド田舎という言い方が悪ければ僻へき地ちにある。敷しき地ちの片側が山でもう片側が海だというから結構なところだ。街へ行くには徒歩とバスと電車を乗り継つがなければならない。それも半日がかりで。

　健流がこんな田舎の高校にやってきたのは理由があった。一つは両親の離り婚こんにともない、金銭負担の少ない国立の学校に転校する必要があったこと。もう一つは新武高校の校長自ら「君のような生徒が欲ほしい」とスカウトに来たことだ。

　スカウト。なんとも甘かん美びな響ひびきだ。わざわざ転校前の高校までやってきて引き抜ぬこうとするなんて、まるで優ゆう秀しゆうな高校球児のようではないか。

　彼の担任教師もそう思ったらしく、健流も交えた三者の面談で疑問をぶつけていた。

「軽野を欲しがっているんですか？　この軽野を？　いまどき高校野球だってこんなスカウトはしないでしょう」

「いいんですな、彼で」

　新武高校の校長は、太った身体からだを揺ゆすりながら答えた。

「軽野君のような優秀な生徒こそが、我が高校にはぜひとも必要なのです」

「はあ。おい軽野、お前なんかスポーツやってたっけ」

「やってますよ」

　健流は即そく答とうした。

「マンガの早読み」

「そういうのじゃなくて」

「消しゴムのかすで家を作るというのも」

「それはスポーツじゃないだろう」

「アートですね。どっちかというと」

　なるべく重々しく彼は言う。だが担任教師は、家庭菜園で虫食いだらけのトマトを発見したときのような顔をしていた。

「こういう生徒なのですが、そちらの高校に必要なのですか？」

「必要です」

　校長はまた身体を左右に揺する。先ほどよりも揺れが大きかった。

「我が校は力を入れていることがありましてな。そこに軽野君のような生徒が必要なのです」

「やはりスポーツですか」

「スポーツ。ふむ、まあ、確かに近いと言えば近いですが、遠いと言えば遠いです。季節によって月に手が届くように感じるにも拘かかわらず、実際は遥はるか彼方かなたに存在すると言いましょうか」

　なにを言いたいのかまるで不明だと健流も担任教師も思っていたが、校長は自分の譬たとえに満足しているらしく、はっはと笑っていた。

「つまり彼の才能は新武高校で大きく開花することでしょう」

「はあ。おい軽野。お前自分でどんな才能があると思う？」

「そうですね」

　健流は間かん髪はつを入れずに答えた。

「一番になること」

「それは目標だろう」

「一番になる才能ってのもあると思うんですよ」

「お前あるのか」

「マンガの早読み」

「確かに一番になれそうだな」

「二番でした。クラスにもっと速いやつがいて」

　担任教師は健流の台詞せりふを最後まで聞かず、校長に向き直った。

「こういう生徒なので、私としては、本当に優秀な生徒を推すい薦せんしたいと考えているんですが」

　校長は突とつ然ぜん立ち上がった。

「いえいえいえ！　軽野君でいいのです！　他ほかの生徒は眼中にありません。必要なのは軽野君のみなのです！」

　担任教師と健流はぎょっとする。校長は額から汗あせを流しながら訴うつたえていた。しかもよく見ると、目が血走っている。全身から「必死」の文字が浮うき上がっていた。

「我が校は軽野君に目星を……あー、才覚に期待してスカウトにきたのです。彼が必要なのですよ。この場で連れて帰りたいくらいです」

　担任教師は驚おどろきを顔に張りつかせたまま健流を見た。彼はうなずく。

「いいですよ。転校しても」

「軽野がいいならいいんだ。しかし私としてはなんでスカウトされるのか、どう考えても分からないんだが」

「マンガの早読みじゃないですかね」

「そこまで神経が太いなら、転校先で孤こ立りつすることもないだろう。ま、しっかりやってこい」

　というわけで、健流は翌週から新武高校へ転校することとなったのである。

　彼が一番を目指しているのは他意はない。いや、ある。

　実は彼は、「二番病」とでもいうべき癖くせがあった。なんでも二番になるのである。小学生の頃を例に取ると、勉強も二番、スポーツも二番、身長も二番（しかも下から）であった。二番より下になることはあっても、一番にはなれなかった。

　このことは彼の学校生活にまで影えい響きようしている。小学生のころ「男女二人組を作って」と言われたとき、頼たのんだ女の子に「軽野君は二番だから嫌いや」とすさまじい拒きよ絶ぜつをされた。よくよく聞くと他に好きな男がいたので断る口実を探していただけのようだが、とにかく健流の心には「二番じゃ駄だ目めだ」との文字が刻み込まれたのである。

　しかし二番病は小学校を卒業し中学に進学し、さらに高校になるまで続いた。さすがの彼も「俺は一生日ひ陰かげ者ものか」と嘆なげいたものの、そのたびに自らを叱しつ咤た激げき励れいして奮い立たせた。

　そして心機一転、転校先で一番になろうと決意したのであった。才能を見み込こんでスカウトしたという話だから、きっと最適な環かん境きようが整っているのだろう。自分の実力が遺い憾かんなく発揮されるに違ちがいない。これで二番病ともおさらばだ。

　そのような目標を心に秘ひめ、健流は意気揚よう々ようと、校門をくぐった。

（にしても、でかい校門だな……）

　頭上を見上げながら呟つぶやいた。鉄門は頑がん丈じような上、二重になっている。そこからはコンクリート製の壁かべが、敷地を取り囲むように延びていた。

　門を抜けるとすぐ校舎……ではなく、詰つめ所しよみたいな小屋に通された。そこの中も、鉄の格こう子しで区切られていた。

「なんだこりゃ……」

「そこに立って」

　ぽかんとしていると、フランケンシュタインみたいな顔をした警備員が指図をする。健流は慌あわてて足あし跡あとマークの上に立った。

「両手を上に」

　フランケンシュタインが平べったい金属探知装置を服の上からかざす。その間に別の警備員がバッグの中身を確かく認にんしていた。

「なにか特別に申告するものは持ってるか？」

「それの中は着き替がえと筆記用具くらいだけど」

「禁制品は持ってるか？　武器、爆ばく薬やく、武器や爆薬の材料になるもの。あるいはアッパー系の覚かく醒せい剤ざいか興奮剤」

「あるわけないだろ！」

　警備員はバッグを健流に返した。そしてフランケンシュタインにうなずく。

「いいぞ」

　ビー。フランケンシュタインの合図でブザーが鳴り、鉄てつ柵さくが開く。健流は歩いて通過した。

　ようやく敷地内に入ることができた。正面にだだっ広い校庭があり、向こう側には真新しい校舎がある。壁かべ際ぎわが舗ほ装そうされているのは物資搬はん入にゆう用のトラックを通すためだろう。校舎の向こうは林となっており、そのかなり奥に、寮りようがあるはずであった。

　校舎の隣となりには塔とうがそびえ立っている。ちょっと独特で、あたりを支配しているようなデザインだった。外がい壁へきに時計がついているわけでもないので、どういう役割か不明。

（しっかし、今のありゃなんだ。なんでボディーチェックなんか）

　全ぜん寮りよう制せいなので警備が厳重なのだろうか。それにしては極きよく端たんだ。システムにたっぷり金がかかっている。

　校庭を横切りながら、ぼんやりと考えた。

「ここは学校だよなあ……」

　壁に目をやる。やたらと高さがあった。しかも一番上に張り巡めぐらされているのは、ひょっとしたら有ゆう刺し鉄線ではないか。

　嫌な予感がする。それも、かなり。

　彼は回れ右をした。これはまずい。なんだか知らないがまずい。もしかしたら、ゲームでいう選せん択たく肢しを誤ったのではないか。しかもセーブをし損そこなったときのような。

　ここから逃にげた方がよさそうだ。

　しかし彼の決心は、半時間ほど遅おそかった。

　健流はすでに、二人の女子の真ん中に立っていたのである。

「……女の子？」

　そう、女子生徒であった。焦っていたせいか、正対している二人の間に入り込んでしまったらしい。

　二人はしばらく睨にらみ合っていたが、右手側の女の子がやおら指を突きつけた。

「今日こそ決着をつけてやるんだから。あたしが勝つ！」

　この少女は背が低く、身体もたいして凹おう凸とつがなかった。ただ大きくてよく動く目と、元気そうな声は印象的だった。

　対して左手側はというと。

「おほほ！　相変わらずお馬ば鹿かな頭では自分の立ち位置が見えていないようですわね！　また負けにきたのですか！」

　こちらは背も高く、非常に肉付きのよい少女であった。と言っても太っているのではない。出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいる。そして制服が乱れないようにきちんとボタンを留めていた。

「無む駄だな抵てい抗こう無駄なあがき。叩たたきのめして差し上げますわ！」

「黙だまれ黙れ、今度こそ勝つ！　あたしに不可能はない！」

「あなたには不可能しかありませんことよ！」

　右側の少女は、突とつ然ぜん腕うでを伸ばして手のひらを天空に向けた。

「フォースコール！」

　突然、少女の前の地面から光が噴ふき出した。

　噴き出すという表現がぴったりで、割れていないはずの地面から光が立ちのぼる。光が噴き出したあとには線が描えがかれており、それは見る見るうちに二重円となった。内側は複雑な模様となっていた。

　彼はぎょっとした。それはファンタジーの本やゲームに出てくる魔ま方ほう陣じんだったからだ。

　魔方陣は一いつ瞬しゆんだけ光ると、かき消えた。

　健流は目を疑う。

「……は？」

　彼の右側、正確には少女の前に軍勢が整列していたのである。

　青い服を着た軍隊で、鉄てつ砲ぽうを肩かたにかけて整列している。人間というよりは人形であり、顔がのっぺりとしていて特とく徴ちようがない。高さも健流の半分以下だ。

　目を丸くしている健流をよそに、左側の少女も同じく手を上に向けていた。

「すぐに打ち破ってあげますわ！　フォースコール！」

　また魔方陣。今度出現したのは馬に乗った軍隊。アジアっぽい鎧よろいに身を包み、槍やりを所持している。

　二つの軍勢は互たがいに向き合っいる。それぞれの後ろに、少女たちはいた。

　このとき少女たちの頭上にはデジタル数字のようなものと、カラーバーが浮かんでいた。それらは目に映ったものの、健流は認識していない。

　軍勢は今にも戦せん端たんを開きそうだった。

　そして彼は、その睨み合いの真ん中にいる。



    

  
    
      「やば……」

　背筋を一筋の汗が流れる。

　走ろう。だが彼がそう思うよりも早く、一方は銃じゆうを構え、もう片方は馬上で槍を構える。

　そして少女二人が号令を発した。

「行け、打ち砕くだけ！」

「突とつ撃げき！　蹴け散ちらしなさい！」

　ごおおおお。双そう方ほうの軍勢が喚かん声せいと共に突進してくる。

「うぎゃー！」

　これは健流のものだ。彼は真っ正面からぶつかった二つの軍勢に押され、あっという間に踏ふみつけられた。

「痛い痛い、どいて！」

　身体からだのサイズが小さいとはいえ、大勢になれば結構な重量だ。しかもお構いなしに踏んづけていくのである。押し合いへし合いしているのか、たくさんの足が行ったり来たりしている。

　手で顔を防ぎつつ、指の間から上方を見た。片方の軍勢には銃の先に剣けんがついており、刺ささると相手は文字通り消失した。馬に乗っている兵が槍で薙なぎ払はらうと、やはりやられた側は消失する。

　まるでゲーム世界での戦せん闘とうシーンを見ているようであった。

「戦闘はいいけど、俺の上からどいてくれ！」

　これが聞こえたわけではないだろうが、片方──青服で銃を持っている側──の勢いが減じていく。かさにかかった騎き兵へいがさらに押していった。

　青服の兵はどんどん減っていき、ほとんどゼロに近くなる。健流はようやく身体を起こすことができた。

「おほほほ！」

　彼の左側から、甲かん高だかい声がした。

「ほっほっほ！　また負け、また負け、今日も負け！」

　背の高い少女が高笑いをしていた。どうやら片方の軍勢が消しよう滅めつしたので、残った側が「勝った」らしい。

　彼女はいかにも楽しそうであった。

「まったく、レオンの実力ときたら、飢うえた賊ぞく徒とにも劣おとりますわね！」

「う……うう」

「クラスどころか校内最下位なのも納なつ得とくですわ！」

「だだだだ黙れ！」

　低身長の少女が言い返す。

「黙れ黙れ！　ちょっと油断しただけよ！」

「油断とはすなわち敗北のこと。そうやって言い訳してるから、わたくしとの戦いに負けるのですわ！」

「う……うう……」

「悔くやしかったら、せめてわたくしと互ご角かくに戦えるだけの実力を身につけることですね！」

「う……」

　右側の少女が沈ちん黙もくする。顔を真っ赤にしているが、言い返す台詞せりふが思いつけないようだ。

「負け犬は、そうやって大人しくしているのがお似合いですわよ、おほほほほ！」

　うつむいてしまった少女に最後の台詞を浴びせ、左側の少女は意気揚々と引き上げていった。その後ろに、小さな騎兵たちが続いていく。

　敗北した少女が取り残されていた。もちろん、健流も。

　やりとりを見ていた彼は、しばらくぽかんとしていた。どうも少女二人が、先ほどの戦いをおこなっていたらしい。実際に矛ほこを交えていたのはゲームの駒こまみたいな兵たちだから、いわば指揮官なのだろう。

　そしてうつむいている女の子は、敗北してしまったのだ。

　健流は動かないままでいる少女に近づいた。

　慰なぐさめようと考えた。敗北の悔しさは彼も知っている。なにせいつだって二番手以下に甘んじていたのだから。こんな戦争もどきはしたことがないとしてもだ。

　少女の肩に手をかける。

　だが彼がなにかを言う前に、少女がばっと顔を上げた。

「疫やく病びよう神がみ！」

　健流はきょとんとする。

「……は？」

「負け犬！　黒死病！　敗北の天使！　穴の空いた戦列艦かん！　あんたがいなけりゃ勝てたんだから！」

「え、え、え？」

「どうして戦闘地帯の真ん中に出てくんのよ！　おかげで気合いもなにも。全部パーじゃない！　びっくりして慌あわてちゃったのは全部あんたのせいなんだから！」

　彼女は健流の鼻はな面づらに、びしっと指を突きつけた。

「分かった？　あたしが負けたのはあんたの責任よ、あんたの！」

「お、おう……」

　訳も分からず、健流はうなずいた。

　それまで怒いかり狂くるっていた少女は、はじめて満足そうになる。

「分かればいいのよ。あんたは……」

　そこまで口にしてから、はじめて彼女は訊きいた。

「名前なんての？」

「なに？」

「名前よ名前。見たことない顔だわ」

「軽野健流ってんだ。今日転校してきた」

「なんだ。見たことないのも当たり前ね。でも変な名前ねえ」

「大きなお世話だ」

「で、あんたはフォースコールできんの？」

「えーと、フォ……なんだって？」

　今まで生きてきて聞いたこともない単語が出てくる。そういえば少女二人が、そんな台詞を叫さけんでいたような。

　しかし彼女にはそれでも十分だったようで、納なつ得とく顔がおでうなずいていた。

「あー、あんたスタッフなのね。間ま抜ぬけ面なのもなんか納得だわ」

「スタッフってなんだよ。あと、誰だれが間抜けだ」

「戦闘の真ん中に入って踏んづけられるのは間抜けって言うのよ」

　背の低い少女はそう断言した。

「一応言っとく。あたしの名前はレオン」

「レオン……。レオン、なんだって？」

　だが彼女は、健流の疑問には返事をせず、背を向けてさっさと歩いて行く。

「おい、ちょっと待てって！」

　待ってくれなかった。レオンは「責任取りなさいよ！」とだけ言い残すと、校舎に向かって歩き去って行った。



「お前、なんで傷だらけなんだ？」

　頼らいさつきが胡う散さん臭くさげに健流を見た。

　場所は職員室。そして彼女は新武高校二年四組の担任教師。つまり、健流がこれから属することになるクラスの担任である。長身で綺き麗れいだが、態度も目つきもあまりよくない。そのせいでせっかくの美び貌ぼうが台無しとしか思えなかった。今は昔の花魁おいらんが使うようなキセルをくわえている。

「踏んづけられまして」

「転校早々ケンカか？」

「いえ。なんか戦闘地帯の真ん中にいたから踏まれる方が悪いんだそうです」

　健流としては皮肉を効かせたつもりだったが、さつきは普ふ通つうに納得していた。

「ああ、そりゃ確かにお前が悪いな」

「なんですかそりゃ」

「まあ知らねーのも無理はねーやな」

　さつきはキセルをくわえたままぴこぴこ動かした。

「ここはちっとばっか特別な高校なんだ。軽野はそこに転校してきた。頑がん張ばれ。以上」

「待ってくださいよ」

　健流は、立ち上がって去ろうとするさつきの腕を掴つかんだ。

「もっと教えてください。なんで俺はミニチュアの軍隊に踏まれたんですか。ここはなにするところなんですか」

「面めん倒どうくさいやつだな。人間なんて空気吸って飯食ってりゃあとは知らなくていいんだよ」

「困るんですよ。俺は一番になるんです。一番になりに来たんですから」



    

  
    
      　力を込こめた彼の言葉に、さつきはキセルを左右に振ふりながら答える。

「ホームルームがあんだよ。軽野だって出なきゃ駄だ目めだぞ」

「じゃあ教室行くまでに教えてください」

「面倒なことは嫌きらいだ」

「ちょっと喋しやべるだけでしょう」

　彼はできる限り、予備知識を仕入れるつもりであった。そうしないとまた踏みつけられるかもしれないし、なにより一番になるためには日ひ頃ごろからの蓄ちく積せきが大事なのである。

　さつきはかなり面倒くさそうにしていた。

「分かったよ、心構えを教えておく」

　女教師はずいと顔を近づける。

「相手が生まれ変わりだからって、驚おどろくなよ」

「は？」

　健流は首をかしげる。

「どういうことですか」

「どうせ逃のがれられん。適当に学べ」

　そして歩いて行く。

　健流は急いで後に続いた。まだ校舎の構造を知らないので、下手をしたらあっという間に道に迷う。

　角を幾いく度ども曲がり、階段を上り下りして目的の場所へ。二年四組と書かれたプレートが目に入った。

　彼は、心の準備をと思っていたが、さつきはまったく頓とん着ちやくせずに扉とびらを開けた。

　男女混成のクラスだった。ざっと見た限り、女子の方が多い。

　さつきは教きよう卓たくの前まで移動する。

「よーし、お前ら静かにしろ」

　ざわざわがすぐに収まる。

「今日は転校生を紹しよう介かいする。国立って冠かんむりにダマされて新武高校までやってきた気の毒なやつだ。はい、名前」

「だ、ダマされ……？　あ、えと、自己紹介か。名前は軽野健流。どうぞ」

　よろしく、と言おうとした声は、一番先頭に座っていた女子生徒の声でかき消された。

　その少女は、立ち上がるなり叫んだのである。

「ついに会えたわね、さあ、責任取りなさいよ！」

　ついにというにはあまりにも短い、レオンとの出会いであった。



　甲かん高だかい声で叫ばれたことよりも、校庭で遭そう遇ぐうした少女がいかにも当然の顔をしていることに、健流は唖あ然ぜんとしていた。

「…………」

「驚いてなにも言えないようね。さあ責任とんなさい」

「…………」

「責任ってのはあたしのために働くってことだからね」

「…………」

「席は……あたしの隣となりが空いてるわ。先生、彼をここに座らせます」

「別にいいぞ」

　さつきがそう答えたところで、健流はぼんやりしながらやりとりを聞いていた。

　自分の知らないところで全すべてが決まっていく。しかもクラス内から特に異論が出ることもないらしい。

　唯ゆい一いつ、教室の廊ろう下か側最さい後こう尾びの女子生徒だけは、なにか言いたそうにこちらを見ていた。実はつい先ほど校庭でレオンと争っていた女子だったのだが、健流は気がついていない。

　彼はふらふらと指示された席に座った。さつきの「よーし、ホームルームやるぞー」との声がする。茫ぼう然ぜんとしたままだったので、その後の説明をほとんど聞いていなかった。続く授業も全て頭が真っ白なまま受ける。

　あっという間に昼休み。

　健流はここで、ようやく正気に返った。脳が現実を受け入れたというより、空腹に耐たえられなくなった理由が大きい。

　彼は弁当を手に、教室を出た。校舎の裏手に芝しば生ふを敷しき詰つめた広場があり、ベンチもある。廊下を歩いているときに見かけたのだ。噴ふん水すいもあったから、憩いこいの場として機能しているのだろう。そこで食べるつもりだった。

　空いてるベンチを見つけて腰こしを下ろす。弁当といっても出がけに買ったパンだ。袋ふくろを開けてさっさと食べようとする。

「いたわね！」

　背後から大きな声。彼は危あやうく喉のどに詰まらせそうになった。

「なんだよ、おい！」

　振り返るまでもない。声の主は正面に回ってきたのだ。それに確かく認にんしなくても顔は分かった。

　レオンが腰に手を当て、不敵な笑えみを浮うかべていた。

「責任取るのよ！」

「いやいや待て待て」

「なにを待つのよ。パンなら食べながら聞けば。どのみち手て遅おくれだから」

　レオンが言い放つが、彼は繰くり返した。

「待てって。だからなにをどう責任取るんだ？　ここでなにすりゃいいんだ？」

「なにってホームルームで先生が色々言ってたでしょうが」

「……聞いてなかったんだ。ショックで」

　午前中の出来事を思い起こしつつ、彼は言う。

「それにあの先生、あんまり説明してくれなかった」

「まー、頼先生だからね」

　レオンがうんうんとうなずく。それから言った。

「知らないからって、あんたの罪が消えたわけじゃないから」

「罪なのかよ!?」

「罪みたいなもんよ」

　レオンは彼の右側に座る。

「しょうがないわね。あんた、そもそもこの学校をなんだと思って転校してきたの？」

「なんか……スポーツに力を入れている学校？」

「なにそれ」

「俺はスポーツ特待生だと思ってんだけど」

「違ちがうわよ。国立新武高校はね、あたしたちのようなリバーサーのために作られたのよ」

　健流は眼前の少女をしみじみと眺ながめた。そして首を傾かしげる。

「リ……リバーサー？」

「そう」

「そのリバーサーってのは……新種のバクテリアかなんかか？」

「失礼しちゃうわね。こんな可愛かわいいバクテリアがいるわけないじゃない」

　自分のことを可愛いと言う態度もどうかと思ったが、彼女は我関せずで話を続けていた。

「転生者リバーサーよ転生者リバーサー。リバースは生まれ変わりのこと。つまりあたしたちは、過去の世界から来た人間。それも有名人なのよ！」

　どうだ、と言わんばかりの顔をしていた。

　健流は何度か目をしばたたかせた。そして芝生に座っている生徒たちに声をかける。

「おーい誰だれか。この娘むすめを保健室に連れて行ってくれ」

「あたしを病人扱あつかいすんの!?」

「訂てい正せいする。心しん療りよう内科の名医を紹介した方が」

「どこも病やんでないわよ！　あたしの言ったことは全部本当！　あたしは生まれ変わりなの！」

　彼はもう一度レオンのことを見る。生意気そうな顔と起き伏ふくに乏とぼしい体形。

「どこが生まれ変わりなんだ？　ちょっと発育不良だけどただの高校生だろ」

「誰が発育不良よ！」

「生まれ変わりって、元は誰なんだよ。山奥でイノシシに踏ふまれて命を落としたかわいそうな子供かなんかか？」

「違う！　リバーサーは、全員武人なの！　武人、武将、軍人！」

　健流は彼女の姿をじっくりと見た。

　高くない身長に大きくない胸。どこからどう見ても、童顔の女子高生だ。武人と言われても、そうそう信じられない。

　レオンはそんな彼の頬ほおを、両手でぴしゃりと叩たたいた。

「いてっ」

　と言ったものの、別に痛くはない。レオンは両手で彼の顔を挟はさんでいた。

「あたしの戦せん闘とう見たでしょ」

「見たよ」

「あたし軍隊呼んだわよね」

「負けたやつか」

「負けたのはあんたのせい！　あたしたちはああやって軍を呼び出せるのよ。フォースコールってやつ。生まれ変わる前が武人だった、あたしたちだからこそできることなの」

　校庭での戦いを思い返す。魔ま方ほう陣じんから出現したフィギュアみたいな兵隊。そして踏みつけられたこと。

「あー……」

「これで信じたでしょ」

　信じられない、とは言えなかった。

　健流が校庭で、軍勢の下した敷じきになって踏まれたのは事実であった。まだ身体からだがずきずきするのがその証しよう拠こだ。だからレオンの言ってることは得体の知れない妄もう想そうではない。

　しかし、過去の武人がこんな騒さわがしい女の子になんで化けるんだろうか。

「あたしに言わせりゃ、こっちは元々女の子だったのよ。ある日突とつ然ぜん、自分は生まれ変わりなんだって自覚したわけ」

「リバーサーってのは、お前以外にもいるのか？」

「お前とかちょっと馴なれ馴れしくない？」

「お前だって俺のことあんたって呼ぶだろ」

「だってあんたって顔してるから」

「呼び方はいいや。フォースコールができるのはお前……レオンだけなのか？」

「他ほかにもいるわよ。なんか知らないけど、リバーサーが日本にばかりぽこぽこ現われたの。しかも元が武将だから、あたしたち意欲が有り余ってんのね。世界とか征せい服ふくしたくなるから」

「物ぶつ騒そうだな」

「だけど今の事なかれ政府が、暴れてほしくないからってお金出して学校造ったの。ここならいくら戦ったって迷めい惑わくかかんないからね」

「あー……」

　ようやく健流は理解できた。転生者リバーサーが街中で軍隊を呼び出し、暴れられては確かに困る。だったら特定の場所に放ほうり込んで、存分に戦ってもらおうということなのだ。

「でもレオンたちはそれでいいのか」

「別にいいわよ。ストレス発散になるし」

「結局は卒業しちゃうだろ」

「精せい一いつ杯ぱい戦って全校トップになった生徒は、一流大学無試験入学アンド学費無料の特典があんの。それだけじゃなくて就職だろうと海外留学だろうと自由自在」

　そしてにやりとする。

「なによりもね、使い減りしない軍を呼べて、いくらでも戦えるのよ。腕うでが鳴るに決まってるじゃない」

　なるほど、と思った。人の原始的な欲求である闘争本能を、ここでは思いっきり解放できるのだ。武人が一いつ般ぱん人よりも野や蛮ばんだとは思わないが、制約なしで戦いたいという気持ちもあるだろう。

　新武高校は、そのあたりの感情を刺し激げきしているのである。

「……でも俺はリバーサーじゃなくて普ふ通つうの人間なんですけど？」

「参謀スタツフね」

　健流は怪け訝げんな顔をする。

「スタッフ？」

「通常、一人のリバーサーには一人の人間が、スタッフとしてつくの。リバーサーはどうしたって戦いに目が向きがちになるから、なるべく私生活の話し相手や遊び相手になれってことなんだって」

「ははあ。俺はつまり、そのスタッフ枠わくで転校してきたってわけですか」

「そういうこと」

「他人のサポートを期待されていると」

「多分ね」

「サポートって、一番になれると思うか」

「サポートした人間が一番になるんじゃないかしら」

　その言葉に、健流は納なつ得とくがいって大きく頷うなずき、叫さけんだ。

「帰らせてくれ！」

「もう転校手続きは終わったんでしょ。じたばたしても無む駄だよ」

「一番になりに来たのに！」

「この学校の塀へいがなんであんなに高いか知ってる？　人間を外に出さないためなんだって」

「刑けい務む所しよじゃないか！」

「中に何でもあるから、暮らしやすいわよ」

　頭を抱かかえる健流。校門で誓ちかった目標が、全速で飛び去っていくのが分かった。

「こ、校長にスカウトされたから期待したのに……！」

「校長なら三日前に辞やめたって聞いたけど」

　レオンが言う。

「置きみやげに適当な人間を引っ張ってきたらしいけど、あんたのことだったのね」

「ぎゃー!!」

　思わず彼は、その場にうずくまった。転校前に抱いだいていた甘い期待が、炎えん天てん下かのアイスクリームのように溶とけていくのが感じられた。

　レオンはそんな健流を一いち瞥べつして言った。

「じゃ、あんたはあたしのスタッフね」

「……は？」

　健流は顔を上げる。

「なんで」

「もう決めたから。感謝しなさいよ」

「どうして今決めるんだよ！」

「今日中にあんたが誰のスタッフになるか決めるって、ホームルームで言ってたじゃない」

「聞いてなかった……。いやだけど、もっと相あい性しよう診しん断だんのテストとかお試し期間があるってもんだろ」

「通つう販はんで買った掃そう除じ機きじゃあるまいし、リバーサーとスタッフのコンビは、一年の時にあらかた決まったのよ。空いてる人間はほとんどいないわ」

　レオンが満足げに言う。

「つまりあんたはあたしに拾われたってこと。これでさっきの失態をチャラにしてあげるわ」

「失態なんかしてねえだろ！」

「あたしが負けたんだからあんたの失態よ。決定」

「強ごう引いんな女だな」

「即そく断だん即そつ決けつが心情よ。これからいくらでも失態を回復するチャンスをあげるわ」

「まあそういうなら……」

　すると突然、そこに別の声がかぶさった。

「お待ちなさい！」

　芝しば生ふの中央から別の声がする。女子生徒がこっちを見ている。制止は彼女のものであった。

「勝手に決めないでくださる？　そちらの男性をスタッフにするのはこのわたくしが許しません」

　そう言い放つと、つかつかと健流のところに歩み寄ってくる。

「この方はレオンにふさわしい人ではありません！」

　指を突つきつけられた。

　今日はよく指を突きつけられる日だなと彼は思い、次の瞬しゆん間かん、眼前の女子生徒に思い当たった。

「あ。君はひょっとしたら……」

「そう、校庭でレオンと戦闘を繰くり広げていたのがこのわたくし、董とう多た久く美みですわ！」

　そして彼女は、もう一度指を突きつけた。

「軽野さんにふさわしいリバーサーはむしろわたくし。よってわたくしのスタッフとなるのです！」

「こら待て多久美！」

　健流がなにか言う前に、レオンが口を出す。

「この男はあたしのスタッフよ！　もう決まったんだから！」

「あら。今朝もわたくしに負けた女が、どの口でほざくのです？」

「次戦えば勝てるわよ！」

「そう言って勝ったためしがありませんわ」

　多久美はふふんと鼻で笑った。

「もっともレオンときたら、入学してこの方誰だれにも勝てたことありませんでしたわね。誰と何回やっても負け続け。おかげで対戦成績は校内最下位。まったく立派な成績ですこと。今の今までスタッフが決まっていなかったのは、最下位の女と組むのを嫌いやがったからでしょう？」

「ぐ……」

　レオンが悔くやしげに歯を鳴らす。図星だったらしい。

「大人しくしていればよろしいのです。それよりも軽野さんは、わたくしのような真のエリート、対戦成績上位十指にランクインしている董多久美のスタッフとなるとよろしいのですわ」

　多久美は余よ裕ゆうの態度の印か、長い髪かみをかき上げた。

　レオンはそんな彼女を、じっと見つめている。

「……ぼっち」

　ぼそりと呟つぶやいたレオンの言葉だったが、多久美はあからさまにたじろいだ。

「なっ、なにを言うのですか!?」

「ぼっち。孤こ独どく。ノーフレンド。あんた成績いいかもしんないけど、友達ゼロじゃん。いっつもそうやって偉えらそうにしてるから、スタッフが決まらないんでしょうが」

「おっ、お黙だまりなさい！」

「教室で軽野が挨あい拶さつしたときの、あんたの今度こそって顔、あたしはっきり見たから」

「わたくしのスタッフは軽野さんがいいのです」

　彼女はつかつかと寄ると、ベンチを指さした。

「隣となり、よろしくて？」

「あ……ああ。どうぞ」

　多久美は健流の返事を待ってから座った。彼はレオンと多久美に挟はさまれる恰かつ好こうになった。

「軽野さん」

　彼女は健流を見つめると、小声で「わりといい男ですわね」と呟いて目をそらした。

　それから元に戻もどって訊きく。

「あなたもわたくしのスタッフになりたいと思ってますわね」

「え？」

「わたくしこと優ゆう秀しゆうなリバーサーである董多久美のスタッフになりたいという心の声が聞こえましたわ」

「そうか……？」

「というわけでさっそく手続きをおこないましょう」

　そこで反対側からレオンの制止する声。

「待ちなさいよ。もうあたしのスタッフに決まったんだから！」

「いつ決まりましたの。聞いてませんわ」

「ついさっきよさっき。あたしがスタッフになりなさいって言ったら、承しよう諾だくしたんだから」

　いかにも自信ありげに、レオンが言った。多久美は少しだけだが焦あせった表情。

「本当に承諾しましたの？」

「してたな」

　と答えたのは健流ではない。ベンチの後ろにいる人物だ。

　彼は振ふり返る。いつの間にか、担任教師のさつきがそこにいた。

「ぼんやりとしたものだったが、確かにレオンのスタッフになると返事をしていた」

「えっ、あれでいいんですか」

　健流が驚おどろいて聞き返す。さつきはうなずいた。

「仮登録になるけど、十分だな」

「なんでそんないい加減な……」

「だからスタッフになるならないはちゃんと考えろって、ホームルームで言っただろ」

「…………」

　健流は黙る。一方の多久美は納得していなかった。

「そんなの不公平ですわ！　わたくしにもスタッフを得るチャンスは与あたえられるべきです！」

「軽野が決めちまったもんは仕方ねえだろ」

「承服しかねます！」

　焦る多久美に、レオンは勝ち誇ったように言った。

「大人しく次の機会を待ちなさいよ。当分転校生なんて来ないと思うけど」

「あなたがわたくしに軽野さんを譲ゆずるのがいいのですわ」

「なんで譲んのよ！」

　二人はまた大声で言い合った。

　健流はここから逃にげ出したくなってきたが、さつきは元より、芝生にいる生徒たちも立ち去ろうとしていない。それどころか「またはじまった」と面おも白しろそうにしていた。

　さつきが健流に言う。

「この二人は一年の時から仲が悪くてな。寄ると触さわるとケンカするんだ。こんなのを二日にいっぺん見せられてみろ。そよ風くらいにしか感じなくなる」

「二人になにかあったんですか」

「いいや。単に虫が好かないんだろ」

　虫の好かなさもここまでくると、肝かん心じんの虫から抗こう議ぎがきそうであった。

　多久美が身体からだを乗り出して、レオンに顔を近づける。

「フォースコールしてもろくに扱あつかえない人に、スタッフは無意味ですわよ」

「あんたにだって無意味でしょ！　性格の悪い女に誰がついてくるのよ！」

「天使のようなわたくしにむかってなんてことを!?」

「ちゃんと先頭に堕だをつけなさいよ！」

　二人は目から火花を散らしながら「ぐぬぬぬ」とうなっている。

　多久美がぱっとさつきを見た。

「先生、決けつ闘とう対戦はいつでも可能ですか」

「ああ。お前ら今朝もやってたろ」

「校内ランクの上下以外に、賭かけごとはできますの？」

「奨しよう励れいはしてないが、昼飯賭けるくらいなら誰でもやってるからなあ」

「スタッフを賭けることは？」

「……一回だけあった気がするな」

　多久美はその言葉を聞くと、顔を明るくして振り返る。

「ならレオン、今度はわたくしの方から決闘対戦を申し込みますわ！」

　指を突きつける。

「新武高校校則第三条修正第四項こう。決闘対戦を申し込まれたリバーサーはなんぴとたりとも拒きよ絶ぜつしてはならない。分かってますわね」

「それがどうしたのよ」

「今度は軽野さんを賭けてもらいます。つまり、わたくしが勝ったら軽野さんはわたくしのスタッフとなるのです！」

　彼女は高らかに言い放った。

　驚いたのは健流。自分を差し置いて賭けの対象になったからだ。さつきは驚いておらず、どうやらこのことを予測していたらしい。

　そしてレオンは激げつ昂こうしていた。

「なにを言い出すのよ！　そんなの認められないんだから！」

「あなた校則を破るつもりですの？　さっさと時間と場所を指定しなさいな。念のために言っておきますけど、修正第五項によれば特に理由のない限り、対戦決闘の日時を申し込まれたときから四十八時間より先に延ばしてはならないことになってますわ」

「う……」

「それと、今まで散々あなたの申し込みを受けてきたのですから、賭けも認めてもらいますわよ」

「……分かったわよ！」

　レオンは大声を出した。

「受けて立とうじゃない。今日の放課後でいいわ。次こそはあたしが勝つんだから！」

「無む駄だなあがきですわ」

「不可能はないの！」

　そこでさつきが、ぱんぱんと手を叩たたいた。

「おらー、お前ら届けは教務課だぞ。忘れたら成績にカウントされねえからな」

「あの、対戦決闘ってなんです？　だいたい見当はつきますけど」

　これは健流の疑問だ。担任教師が返事をした。

「リバーサーはそれぞれ戦闘成績によって序列が決まるんだ。特定の相手と戦闘することも認められていて、その場合は教務課に届け出することになってる」

「確かに決闘みたいだ……」

「そういうこと」

　戦う二人は互たがいに「ふんっ」と鼻を鳴らすと、捨て台詞ぜりふを吐はいていた。

「見てなさいなレオン。わたくしの軍勢の前に戦わずして敗北するだけですわ」

「はん、今度こそあたしの勝利よ。あたしの軍隊に不可能はないのよ」

　多久美は健流に近づくと、言った。

「制服の皺しわを伸のばして、髪もちゃんと整えておいてください。わたくしのスタッフとなるには、身だしなみからきちんとしておくのです」

「そういや君は、ずいぶんしっかりしてるな」

　レオンが呟く。

「胸だけはスイカみたいだけどね」

「うるさいですわね。新武高校の生徒たるもの、礼れい儀ぎ正しく清潔にしておくのは当然です」

　健流はそんな多久美に訊いた。

「君もリバーサーってことは、元は昔の武人なんだよな」

「そうですわ」

　彼女はただでさえボリュームのある胸を張った。

「わたくしの転生前は姓せいを董とう、名は卓たく、字あざなは仲ちゆう穎えいでした」

「董……卓」

　彼は一いつ瞬しゆん首をかしげそうになったが、すぐに思い当たった。

「ひょっとしたら三国志の董卓!?」

「その通りですわよ」

　多久美は自じ慢まんげに言った。

　三国志演義において、暴ぼう虐ぎやく非道と称しようされている武将であった。眼前の女子生徒は話に聞く董卓とはかなり違ちがうが、確かに胸のサイズは暴虐で、尻しりも非道という気はする。

「と……董卓」

「あら、わたくしがこんなに美しい女になったことが驚きですの？」

「絵で見るのと全然違うぞ!?」

「転生前と転生後で違うのは当然ですわ」

　多久美は彼に言う。

「今日中にわたくしのスタッフとなる栄えい誉よを授さずけますわ。そのときまでに心身を整えておくのです。そうすれば左将軍にいたしますわ」

　彼女は「ほほほ」と笑いながら、去って行った。

　その背中に、レオンが舌を出してあっかんべをしていた。

「デカ乳牛女はどうせ負けるだけよ」

「お前、そんなに俺をスタッフにしたいのか」

「当たり前じゃない」

　レオンは腕うで組ぐみをする。

「あんたみたいなスタッフがいればいいなって思っていたんだから」

「どんな理由でだよ」

「責任取ってもらうためよ」

「それだけ？」

　健流としては何気なく訊きいたつもりだったが、レオンは何な故ぜか頬ほおを染めて横を向く。

「……あんた、一番になりたいんでしょ。そんなこと言ってたじゃない」

「まあな」

「あたしだってそうよ。転生したからって遠えん慮りよする必要はどこにもない。今は成績が悪いけど、絶対一番になってやるんだから」

　その顔には、ふざけたものでもなくいい加減なものでもない、確固たる決意がみなぎっていた。

「それがあたしの前世からの目標よ」

「……いいな」

　思わず彼は漏もらしていた。レオンが目を向ける。

「なにがよ」

「一番になろうって気があって。俺は立場的に、一番なんて無理なんだぜ」

　彼の台詞せりふを聞き、不思議そうにするレオン。

「なに言ってんのよ。あんたはスタッフで一番目指せばいいじゃない」

「……あ」

「別にフォースコールしなくても役割があるんだから、一番になれるわよ。こういうのは意思の問題なの。できると思えば、いつかはできるの」

「……なるほどね」

　彼は小さくうなずいた。確かにその通りだ。スタッフならスタッフなりに、目指すべき道はある。もしかしたら分かりやすい道よりも暗く、曲がりくねっているかもしれない。だがそこを進み、一番を目指すのは悪くなかった。

　目の前のもやもやが晴れた気がした。

「ありがとう。よく俺を選んでくれたな」

　健流は感謝を表わしたつもりだったが、レオンはそっぽを向いた。

「な……なんとなくよ、なんとなく。あんたをはじめて見たときから、ピンときたの」

「なあ、フルネームはなんて言うんだ？」

「あたしは名な波ば斗と・Ｎ・レオン。レオンって呼んでくれていいわ……って、もう呼んでるわね」

「俺のことは健流でいいよ」

　彼はそう答えつつも、その名が気になっていた。Ｎ・レオン？　なんだか引っかかる。それに確か、先ほど多久美に「不可能はない」と言っていたような。聞いたようなフレーズだ。どこかで聞いた……。

「あー!!」

　健流は跳とび上がった。

「お前……ナポレオンか!!」

　レオンは笑えみを浮うかべてうなずいた。

「そう、前世はナポレオン・ボナパルト。あたしの辞書に不可能はないのよ！」

　背の低い少女は、誇ほこらしげにそう宣言していた。



    

  
    
      　　第二章




　基本的に、転生者リバーサーと参謀スタツフは同じクラスに入れられる。生徒は転生者リバーサーか参謀スタツフのどちらかで、三年間繰くり上がりで学校生活を営んでいく。

　そのわりには、健たけ流るのような転入生は、それほど珍めずらしい部類ではない。転生者リバーサーも参謀スタツフも、見つかり次し第だいここに送られるからだ。人権的にはどうかと思われる行こう為いだが、一度決めたことを遂すい行こうすることで、日本政府はなかなかの実力を持っている。

　健流は図書館に籠こもっていた。

　決けつ闘とう対戦までまだ少しの時間があった。その間を利用して、知識を集めているのである。なにしろ白紙のままで転校してきたのだ。少しでも学校のことを知っておきたい。

　新しん武ぶ高校の図書館は大きい。壁かべ一面が全すべてガラス張りで、幾き何か学がく的な曲線が組み合わさっているのでどこかのコンサートホールのようだ。これで利用するのは教職員と生徒だけなのだから贅ぜい沢たくな話。

　健流は書しよ棚だなから学校関係と歴史関係のものをできる限り引っ張り出し、両腕で抱かかえた。前が見えなくなるくらいの量だったので、持ち運ぶときふらふらした。

　気配がしたので、歩くのを止めた。

　とん、とぶつかった。

「おっと」

「あ」

　前者が健流。後者は、ロングヘアーの女子生徒。本は崩くずれなかった。

　健流は本を抱えながら謝った。

「ごめん」

「…………」

　その女子生徒は返事をせずに彼を見ていた。細く整った眉まゆに透すき通っているような肌はだ。ただどういうわけか、瞳ひとみは皮肉っぽい色で満ちていた。

　健流は彼女の身体からだをざっとチェックした。

「怪け我がはないか？」

「怪我したと言えば、なにか言うこと聞いてくれるか？」

　妙みような返事をされたので、絶句する。

　女子生徒はくすくす笑っていた。

「気にするな。気き遣づかってくれたのは礼を言う。でも」

　彼女は、口の端はしを少し曲げた。

「私なら今のは謝らないなあ。自分が悪くないんだから」

　その言葉だけを残すと、歩いて出て行く。彼は本を抱えたまま立ち尽つくした。

「なんだありゃ」

　美人だと思うがなんとも皮肉っぽい。口調も他人をからかう感じだった。一瞬だけ徽き章しようをチェックしたが確か二年生。

　首を振ふる。なにしろ過去から転生した人間が集まる高校だ。変わった性格の生徒もいるだろう。

　気を取り直して本を運んだ。

　閲えつ覧らん用の大きなテーブルに置いて、自分も座った。

「……ちょっと」

　さて読むかと思っていたら、反対側から声がする。

「これじゃあたしがなにも見えないじゃない。喧けん嘩か売ってるの？」

「ああ、悪い悪い」

　彼は本の山をどかす。向こう側からレオンが現われた。彼女もここの利用者だった。

　レオンは一冊の本を手にしていた。中ほどを開いたまま、健流が持ってきた本の山を見上げる。



    

  
    
      「なによこの本の量。もうすぐ決闘対戦だってのに読み切れるの」

「なんとかなるんじゃないか」

「なるわけないでしょ。大人しく昼ひる寝ねでもしていた方が……」

　彼女はそこまで喋しやべってから、目を見張った。

　健流はもの凄すごい勢いで本を読んでいた。絶え間なくページを繰り、止まることがない。そのスピードも尋じん常じようではない速さだ。あっという間に一冊読み終わると、すぐに次の本に手を伸のばす。

　見る見るうちに未読の山が低くなっていった。

「……あんた、速読術でも習ったの？」

「そういうわけじゃないけど、マンガの早読みは得意なんだ」

「マンガじゃないじゃん」

「やってみりゃできるもんだな」

　話をしながらも、読むスピードを緩ゆるめたりはしなかった。

「レオンも本は読むのか」

「馬ば鹿かにしないでよ。あたしは読書家よ」

「そういや今読んだ本に、若い頃ころのナポレオンは本が好きだったって書いてあった」

「勝利のためには日々の勉強が欠かせないんだから」

　生意気そうなのに、押さえるところは押さえているんだなと彼は感心した。

　が、しかし。

「……ｚｚｚｚ」

「おいこら！」

　健流はレオンの持っていた本を引っぺがした。テーブルにうつぶせになっている彼女を揺ゆさぶる。

「偉えらそうなこと言っておいて、なに寝ねてんだ」

　レオンは目を擦こすりながら身体を起こす。

「なによお。本読むと眠ねむくなるんだからしょうがないでしょ」

「日々の勉強はどうした」

「一日最低八時間は寝ないと調子が悪いの」

「三時間しか寝なかったんだろ」

「そんなの伝説よ」

　彼女は文句を言いながら、また寝ようとする。

「寝るな。肝かん心じんの決闘対戦に遅おくれるだろ」

「じゃあなんか喋って。起きてるから」

「子供か」

　彼はぶつぶつ言ったものの、本に目を通すのを止めずに喋った。

「質問させてくれ。知りたいことが多いんだ」

「いいわよ」

「さっき読んだのに、対戦には色々種類があるってあったけど、どうなんだ」

「自由に申し込んでよくて、一対一でやんのが決闘対戦。複数でやんのが集団対戦。授業中にやるのが普ふ通つう対戦。あとは試験対戦とかあるわよ」

「全部、リバーサーとスタッフなのか」

「リバーサーだけもいるから」

「お前とかな」

「今はあんたがいんの！」

　レオンは大きな声を出してから、また眠そうな目をした。うとうとしはじめる。

「寝るな。リバーサーって、有名人ばかりなのかな」

「なにをもって有名かってのもあるけど、まあ一定の功績を残した人が多いわね。それこそ石につまずいて亡なくなりましたなんて人まで転生してたら、学校がいくつあっても足りないわよ」

「そりゃそうだ。どんな人がリバーサーになってるか分かるか」

「無茶言わないで。あたしだって全員分覚えてないわよ」

「ナポレオンの伝記には、ドーバー海かい峡きよう沿いに配備した砲ほうの数まで記き憶おくしてたってあったぞ」

「覚えてないもんはしょうがないでしょ！」

　彼女は文句を言いながらも、指を折って数えた。

「知ってる人だと多た久く美みの他ほかには、藤ふじ乃のとかユージェニーとジョアンとか安あん梨りとか茶ちや子ことか」

「考えてみりゃ学校全部がそんな感じか」

「そうよ。誰だれが誰のリバーサーなんて、いちいち覚えている人いるのかしら」

　それでも把は握あくしていた方がいいなと、健流は心の中で思っていた。

「で、スタッフは具体的になにすりゃいい」

「なんか積極的ね」

「一番目指すんだから当たり前だ」

　これだけの本を読んでいるのも、全てはそのためである。

「本には数値が見えるってあったぞ」

「フォースコールすると、あたしの頭の上に数字が出んの。スタッフには見えるはずだけど、見てない？」

　健流は朝に見た出来事を思い返していた。

「見た気がする」

「フォース・Ｆオブ・ＯアームスＡって言うの。軍の力。あの数字は軍勢の数なのよ」

「なんで見えたんだ」

「スタッフの資質ってやつよ。だからスカウトされたんじゃない？」

　そう考えると納なつ得とくがいった。少なくとも前校長は、適当に健流を選んだわけではなかった。

「兵隊の数だけ、フォースコールで出現してんのか」

「そういうわけじゃないわね。全部出たら校庭なんてすぐに埋うまるわよ。兵数百が一つにまとめられてるはず」

「なるほどね」

「あの兵力数が減ってゼロになった方が負け。そうなんないようにするのがスタッフの仕事」

「右行けとか左行けとか采さい配はいすんのか。それってリバーサーがやりゃいいんじゃねえの」

「フォースコールは精神力を使うのよ。対戦中も維い持じするのに神経遣つかうわけ。他のことはほとんどできないから、指示出してくれる人がいるといないじゃ大きく違ちがうのよ」

　眠ねむ気けが飛んだのか、レオンはしっかりと説明してくれた。

　彼女の成績が悪いのが、なんとなく理解できた。参謀スタツフがいないため、効果的な戦せん闘とうができないのだろう。健流を欲ほしがるわけだった。

「それにしたって、レオンは真っ正面から行き過ぎじゃねえか？　朝のあれ、ただぶつかっただけだぞ」

「うるさいわね。今度はうまくいくのよ」

　レオンは頭かぶりを振る。

「あんたがしっかりしてりゃね」

「どうしっかりするんだよ……。そうだ、数字の下にも、カラーバーが見えたけど、ありゃなんだ？」

　何気ない質問のつもりだったが、レオンはきょとんとしていた。

「……見えたの？」

「スタッフだから見えるの当たり前なんだろ」

「軍勢の強さって、兵数以外にも兵個々の攻こう撃げき力とか、防ぼう御ぎよ力もあんのよ。普通はスタッフにもなかなか見えないものよ。ここの学校でも数人しかいないはず」

「いや見えたんだよ」

「あんたやるわね」

「なにもしてねえぞ」

「かなり特とく殊しゆな力よ。ＦＯＡでステータスまで分かれば、采配もしやすくなんのよ。そんなスタッフ滅めつ多たにいないわ。あんたを見み抜ぬいたあたしの目に狂くるいはないってことね。さすがあたし」

　さりげなく自身も持ち上げ、レオンはうんうんとうなずいていた。

　健流は本をテーブルに置き、立ち上がろうとした。

「返してくるか」

「もう読み終わったの!?」

　驚おどろくレオン。健流は首しゆ肯こうした。

「そうだよ」

「どんだけ読むの速いのよ。気持ち悪い」

「気持ち悪いはねえだろ！」

「速すぎて引くレベルよ！　ちょっと寄らないでもらえる？」

「寄ってねえよ！」

　彼は座り直した。訊きくことを思いだしたのだ。

「さっきの続きだけど」

「まだ本を読むつもり？」

「そっちじゃなくて、ＦＯＡの方。強くする方法あんのか」

「……あるわよ」

　レオンがどこか口ごもりがちになっていたが、健流は気づかなかった。

「ＦＯＡの数値を増やすのもスタッフの役割なんだから」

「どんな？」

　彼としてはごく当然の疑問だった。が、突とつ然ぜんレオンは口を大きく開けた。

「黙だまれ！」

「……は？」

「黙んなさい！　なんだっていいじゃない！　あんたは黙って決けつ闘とう対戦で役に立てばいいのよ！」

「おいちょっと待て。俺はどうやったら兵力が増えるか訊いただけだぞ」

「黙れ黙れ！　びっくりしたじゃない！」

「なんで驚くんだよ」

「もう行くから！　質問禁止！」

　レオンは両手を振ふり回して騒さわぎ立てると、そのままどこかへ図書館から外へ出てしまった。

　健流はしばらくぽかんとすると、気を取り直して本の山を整理した。持ってきたときと同じように、両りよう腕うでで抱かかえる。

　書しよ棚だなまで歩きながら考えた。なんであの少女は突とつ然ぜん激げつ昂こうしたのだろう。別にプライドを傷つけるようなことを言った覚えはない。ただ質問しただけである。

　そういえば、レオンが腹を立てているというのも違う気がする。怒おこっているよりはごまかしている方が近い。あえて言うなら、照れているような。

「軽かる野のさん」

「わっ」

　彼は足をもつれさせ、本を何冊か落としてしまった。

　書棚と書棚の間は人一人が歩けるだけの隙すき間まになっている。そこに多久美がいた。

　彼女は「すみません」と言って、本を拾ってくれた。

「驚かせてしまったようですわね」

「いや、いいよ……君って自信満々な態度取るわりには、礼れい儀ぎも正しいんだな」

「癖くせです」

　健流はさきほど読んだ本の一節を思い起こした。

「確か三国志に、民各在其社下、悉就斷其男子頭とか書いてあったんだけど、これって男子の頭を切断したんだろ」

「どうしてわたくしが村祭りに参加した農民を殺さつ戮りくしなければなりませんの？」

「キャラクターとしてさ」

「この方が落ち着くのです」

「そのわりには、レオンにはきつい」

「あの娘このことは……色々ありまして」

　ほんの少しだけ顔を曇くもらせると、多久美は息を吐ついた。

「で、俺になんか用？」

「端たん的てきに申しますわね」

　彼女は顔つきを改めた。

「決闘対戦を辞退していただけません？」

「……え？」

　健流は目をぱちくりさせて聞き返した。多久美は真ま面じ目めな表情。美人学級委員長みたいな顔が、引き締しまっていた。

「ですから、辞退していただきたいのです」

「それって……戦闘しないで俺をスタッフにしたいから？」

「ええ。わたくしがまた勝ってしまいます。対戦するだけ時間の無む駄だなのです。辞退した方がお互たがいにとってよろしいのですわ」

「こっちが負けることが前提なのか」

「もちろんそうです。結局なにをしようと、軽野さんはわたくしのスタッフになってしまうのですから」

　彼女は長い髪かみをかき上げると、胸の下で腕うで組ぐみをした。

　絵に描かいたような偉えらそうな態度を、健流は半ば感心しながら観察した。

　表情、細かい仕草などをじっと見つめる。せわしなく動く眼球。早くなりがちな呼吸。

「……それ、君が強いからってことだよな」

「はい。辞退した方がよろしいのですわ。ぜひ軽野さんからレオンを説得してくださいな」

　彼は少し考えた。

「あー……ま、君がそういうことを言いたくなるのも分かる」

　と健流は言う。

「君はレオンと同じようにスタッフがいない。なのに校内で十指に入る成績を残している。よっぽど実力がなきゃできないよな。そんな人間とあたるなんて、時間の無駄かもしれない」

「よく理解していらっしゃいますわね」

「でも、辞退はしない」

「なんでですの！」

　飛び上がりこそしなかったものの、多久美はかなり驚いていた。

「わたくしの言ったこと、聞いていました!?」

「辞退させたけりゃ、自分でレオンに言えば？」

「わたくしの説得に応じる娘こではありませんわ」

「うん。俺もそう思う。だから俺が言ったって無駄なはずなんだ。だけど、君は説得させようっていうんだろ」

　本の山を避さけながら、健流は多久美に近づいた。

「理由は？」

　多久美からは直前までの傲ごう慢まんな態度が消え、たじろいでいた。

「り、理由はさっき言ったとおりですわ……」

「他にありそうだ。レオンに関係すること」

「そ、そんなことは……ありません」

　彼女は目を左右に動かす。それから腕を組み直した。再び尊大な態度を取ろうとした。

　とはいえ焦あせっているのか、落ち着きがないのが分かる。尊大というよりは虚きよ勢せいにしか見えなかった。

「ま、まあ。あえて言えば……レオンのことが不安だからと申しましょうか」

「なんで」

「あの娘はなにかにつけてわたくしと戦いたがります。もちろん受けて立ちますが、あまりにも続くものですから気になりまして」

「君、いつも勝ってるんだろ。なにが不安になるんだ」

「わたくしのことはいいのです。レオンはあそこまで負けが込んでいますから意地になるのです。軽野さんをスタッフにしたと宣言したときのあの娘の顔、ご覧になりました？　今度こそ勝つと言いたげでした」

「まあねえ」

　昼休みの出来事を思い出した。

「なにがなんでも勝ちたがる娘です。もし今度も負けてしまっては大変なショックを受けるかもしれませんわ……」

　多久美はどこか不安そうな顔をしていた。

　健流はしばらく無言で彼女の前にいた。聞いた言葉を、頭の中で何度か反はん芻すうする。

　声を小さくしつつ言った。

「……心配してるのか？」

　多久美は「ひょっ！」という変わった声を上げる。腕をバタバタさせた。

「そっ、そんなことはありませんわ！　どどどどどうしてレオンのようなできの悪い三流リバーサーのことを、わたくしが心配しなければならないのです!?」

「心配してないんだったら、なんで俺に辞退を勧すすめさせるんだ」

「そっ、それは負け犬にも一いつ片ぺんの慈じ悲ひが必要だからだと思ったからです！　決して精神的ショックから病気になったらどうしようなんて思ったことも……」

「いやそこまで訊いてないよ」

　彼女は口をぱくぱくさせる。それから胸に手を当て、何度も深呼吸をした。

　気を取り直したか、キッと健流を睨にらみつける。

「ですからわたくしのことはいいのです！　辞退はどうなさるのですか!?」

「だからしないって」

「本当にわたくしは容よう赦しやしませんわよ!?　自信はおありなのですか!?」

「まあね」

　健流ははっきりうなずいた。

「負けるつもりはない」

　それを見て、多久美は憤ふん激げきする。

「でしたら、レオンを決闘対戦でこてんぱんに負かせます。軽野さんはわたくしのスタッフになってもらいますわ。覚かく悟ごなさって！」

　彼女は怒おこりながらも、「では失礼します」と言って去ろうとする。

「ああ待って。君に訊くのもなんだけど」

　健流は、先ほどレオンにした質問を繰くり返した。

「ＦＯＡを上じよう昇しようさせるのって、どうやるか知ってる？」

「……ご存じありませんの？」

「うん」

　多久美はなにか言おうとして口を開けたが、すぐに閉じた。

「……いずれ分かりますわ」

「教えてくれよ」

「あまり追つい及きゆうなさらないでください」

　多久美はほんのり顔を赤くすると、図書館から去って行く。

　彼はその後ろ姿をじっと眺ながめていた。頭の中では彼女に言われた言葉がぐるぐると回転していた。

　自信はあるのかだって？　決まっている。あるわけなかった。



　決けつ闘とう対戦は、決闘を申し込まれた側が対戦場所と時間を指定できる。今回はレオンの指定により、校庭でやることになった。

　時間になるとわざわざ校内放送で呼び出しがある。至いたれり尽つくせりだと健流は感心したが、これに応じないとペナルティがあるらしい。忘れたふりをして逃ちよう散さんするのを防ぐためもあるのだろう。

　健流はレオンと一いつ緒しよに校庭に出た。

「なあレオン。お前、多久美と友達だったっけ？」

「いきなりなんてこと訊くのよ」

「教えてくれ」

「多久美はぼっちよ。努力家で毛並みがいいから、ちょっと近寄りがたいのよね」

　彼女はそこまで言ってから、

「でも、そうねえ、一番話をするのは案外あたしかもね」

「なんでだ」

「さあ」

　そこで話は終わり、対戦場所に到とう着ちやくする。

　多久美はすでにいて、腕組みをしながら待っている。

　周囲にあまり人はいない。決闘対戦自体はよくあることなので、野や次じ馬うまが鈴すずなりにはならなかった。ただ、多久美が校内十指にあげられる生徒なので、何人かの見物客はいた。

「逃にげずによく来ました。褒ほめて差し上げますわ」

　多久美が言い放つ。健流は「俺に言ってるんじゃないだろうな……」と呟つぶやく。

「逃げるわけないわよ。あんたこそ、今から泣く準備でもしておくことね！」

　レオンが応じた。

「ふん。そうやっていつも悔くやし涙なみだに暮れるのは、レオンの方じゃありませんこと」

「黙だまれ！　あたしには歓かん喜きの歌が聞こえるわ！　ここで歌ってもいいくらいよ！」

「たわごとを紡つむぎ出すのはいつだって得意のようですわね。それもここまでですわ」

　多久美はゆっくりと手を上げる。

「フォースコール！　涼りよう州しゆう兵！」

　地面がきらめき、魔ま方ほう陣じんが現われる。くるくる回転しながら消える。すると、騎き馬ばの軍勢が出現した。

　多久美の頭上に出現した数字は八千。カラーバーも長かった。

「今のうちに降こう伏ふくするなら、寛かん大だいなわたくしが許してあげますわよ！」

「はっ、あたしに不可能はない！」

　言い切ると、レオンも右手を上げた。

「フォース……きゃんっ！」

　言い終わらないうちに、健流が襟えり首くびを引っ張る。レオンは首を押さえながら振ふり返った。

「なにすんのよ！　窒ちつ息そくするかと思ったじゃない！」

「ちょっと聞け。対戦の本に書いてあったんだけど、フォースコールはある程度配置をいじれるんだな」

「できるわよ。あんまりやらないけど」

「じゃあ俺の言うとおりに召しよう喚かんしてくれ」

　彼はレオンの耳元に囁ささやいた。

「……こんな感じで」

「くすぐったい。なんで息まで吹ふきかけんのよ」

「我が慢まんしろって」

　健流は離はなれる。レオンは改めて、手のひらを天空に向けた。

「フォースコール！　大陸軍グランド・アルメー！」

　光が乱らん舞ぶし、魔方陣が回転する。出現したのは青い制服に身を包む軍勢。

　横一列に並んでいた。ただよく見ると、両りよう翼よくが薄うすくて中央が厚い。

　頭上に輝かがやく数字は七千。数にそれほどの違ちがいはないが、カラーバーが短かった。これでは確かに、正面からぶつかると敗北する。

　だがレオンは気にせず、上げたままの手を、そのまま下ろした。

「攻こう撃げき！　やっつけなさい！」

「それはこちらの台詞せりふですわ！」

　どちらの軍も、一いつ斉せいに前進をはじめた。

　正面から激げき突とつする。レオンの大陸軍グランド・アルメーは小しよう銃じゆうを持っているが、これは識別のための飾かざりと同じで、戦闘距きよ離りに違いはない。

　多久美の涼州兵も騎馬兵だが極きよく端たんな突進力は持っていない。双そう方ほうぶつかっては消えていく。

　一進一退。まだ戦いの潮はよどんでいた。

「ぐぬぬ……」

　レオンは汗あせを流しながら、大陸軍グランド・アルメーを見つめている。軍勢を維い持じするのに精神力を消しよう耗もうするのだ。

　健流はそのすぐ後ろで、じっと戦せん況きようを見つめていた。

「ぐぬ……あっ！」

　レオンが声を上げる。彼女から見て右翼の軍勢が、明らかに押され出したのだ。

　元より手薄な配置となっているので、数で劣れつ勢せいとなっている。当初はじりじりと後退するだけだったが、騎馬兵が突進を繰り返し、青い服の兵たちが奔ほん流りゆうに飲まれるようにして消えていく。

　レオンの頭上の数値が減っていく。七千から六千五百、六千、五千。減り方も速い。このままだと右翼の崩ほう壊かいに連動し、中央部と左翼も崩くずれてしまうだろう。

「おほほほ！」

　多久美が高笑いをした。彼女の軍勢はまだ、七千ほど保持していた。

「ほらほら、わたくしの軍に押されてますわよ！　もうすぐ決着がつきそうですわね！」

「ぐ……」

　レオンが歯を噛かみ鳴らす。後ろを向いた。

「あんた、どうすんのよ！　負けそうじゃない！」

「そうだな」

「あんたの言うとおり配置したのに、意味ないじゃない！」

「俺に怒ど鳴なるくらいだから、まだ元気あるな」

「はあ!?」

「十五分待て……いや、五分くらいでいいか」

　冷静に言った。

　彼とて、焦あせっていないわけではない。だがここで狼ろう狽ばいするわけにはいかなかった。少なくともそんな姿を見せてはいけない。参謀スタツフまでそうなるわけにはいかないと、本能的に理解しているのだ。

　反対側では多久美が、勝利を確信したかのように笑っていた。確かに大陸軍グランド・アルメーは彼女の涼州兵によって、壊かい滅めつさせられそうになっていた。

「おほほ！　そろそろですわね！」

　多久美は右みぎ腕うでを動かす。

「全軍、左翼へ突撃なさい！」

　参謀スタツフがいないにも拘かかわらず、彼女はある程度まで軍を機動させることができた。それが新武高校上位十番以内に入る所以ゆえんでもある。そして今、全軍を上げてレオンを叩たたき潰つぶそうとしていた。

　だがそれは同時に、健流が狙ねらっていた好機でもあった。

「ほら、真ん中！」

　彼はレオンの背を叩く。

「え!?」

「中央に軍を突入させるんだ！　早く！」

　レオンは汗を拭ぬぐうと、訳が分からないまま腕を動かした。

「えいっ、大陸軍グランド・アルメー、進めー！」

　それまでろくに戦っていなかった部隊が前進した。がら空きとなったスペースに青い服が突つっ込んでいく。

　大陸軍グランド・アルメーはあっという間に中央に足場を確保した。

「あと一息だレオン、方向を変えて右に向かうんだ！」

「分かったわよ！」

　その場で方向を変えると、青い服の一団は右翼に向かう。

　それは涼州兵の背後を突く手段でもあった。

「なっ、なんですの!?」

　多久美の声に動どう揺ようが混じる。

　大陸軍グランド・アルメー左翼と中央は、涼州兵の約三分の一を包囲しつつあった。がら空きになった涼州の中央に食い込んだため、左翼とあわせて前後から挟はさんだのである。

　多久美の軍勢は、突き崩されつつあった。

「下がりなさい。後退！」

「遅おそい」

　健流は呟き、レオンにもっと圧力をかけるように言う。

「全力で攻撃だ！」

「分かった！」

　今やレオンにも理解できた。戦闘の流れが、自分の方に傾かたむいていることを。大陸軍グランド・アルメーは涼州兵を罠わなにかけ、粉ふん砕さいしていった。

　七千、六千、五千、四千。涼州兵が減少していく。なんとか窮きゆう地ちから脱だつしようとしているが、健流はレオンに左翼の軍も振り向けるよう告げる。

「まだですわ！」

　多久美が最後の力を振り絞しぼるのが見えた。涼州兵が雄お叫たけびを上げ、勢いを盛り返す。

　だが青い服の包囲から抜ぬけることができない。三千、二千。レオンの数字も減っていくが、四千あたりから現象のスピードが緩ゆるやかになっていく。

　千。五百。そしてゼロ。多久美ががっくりと膝ひざをつく。

「……やったー！」

　レオンは飛び上がった。

「やった、やったわよ！」

　飛び上がったまま健流とハイタッチ。

「勝ったのはじめてよ！」

「はじめてかよ」

「だから超ちよう嬉うれしい！」

　今にもワルツのステップを踏ふみそうなくらいであった。

「あんたすごいわね！」

「すごいっていうか、さっき読んだ本のおかげかな。付け焼き刃ばだけどなんとかなってほっとした」

　健流は言った。

「敵に右翼を攻せめさせて、逆にがら空きになった中央部を占せん領りようして、二方面から攻撃する。大ざっぱだったけど、上う手まくいってよかったよ。相手にスタッフがいたら危なかった」

「元ネタがあるの？」

「アウステルリッツの戦い」

「……なにそれ」

　レオンが首を傾かしげる。

　健流は両手で拳こぶしを作ると、彼女のこめかみにゆっくり押し当てて力を込こめた。

「いたたたたたた！　なにすんのよ！」

「元々転生前のお前が立てた作戦だ！　戦争芸術の傑けつ作さくだぞ！　それくらい知ってろ！」

「本読むと眠ねむくなるの！」

　ぎゃーぎゃーわめくレオンの下もとに、多久美がやってくる。すでに二人の軍勢は消しよう滅めつしていた。

　彼女は頭を下げる。がっかりするというより、さばさばした雰ふん囲い気きであった。



    

  
    
      「認めますわ。敗北です」

「どう!?　これがあたしの実力よ！」

「わたくしはレオンではなく、軽野さんに言ったのです」

　ぐっと詰つまるレオンを放置し、多久美は健流に近寄った。彼女はさりげなく誘ゆう導どうし、レオンと距きよ離りを置く。

「お見事です」

「ありがとう」

「あんなに素す早ばやく軍が動くなんて、意外でした」

「でも君もたいしたもんだよ。精神集中と軍の機動を同時にやるなんて。対処されたらどうなるか分からなかった」

「わたくしにスタッフがいれば、それも叶かなったと思いますわ」

　思わせぶりなことを言っている。ちらっとレオンに目を向けていた。

「これであの娘こも当分、ショックを受けることにはならないでしょう」

「……ひょっとして、わざと負けたなんて言わないよな」

「誓ちかって申しますが、軽野さんたちが勝利したのは実力によるものです。誇ほこるべきですわ」

「……対戦前に聞いたんだけど、レオンと一番話をするのは君なんだって？」

「そうですわ。実はあの娘は、一年の途と中ちゆうで転校してきたのです。それであの性格で成績は低いものですから、どうしても孤こ立りつしがちで……。なるべく話しかけるようにしていたのです」

　そう言ってから、情けなさそうに笑った。

「もっともわたくしも友達が作れませんでしたから、大きなお世話だったのかもしれませんわ。救われているのは、きっとわたくしの方なのです」

　健流は幾いく度ども瞬まばたきをしながら、多久美を眺ながめていた。どこか悲しそうな表情と陽ひの光がマッチして、一枚の絵画のように見えた。

「……だったら俺が友達になろうか？」

「はい？」

「俺だって転校したばっかりだ。友達は多ければ多いほどいい」

「あの……わたくしのお友達になってくれると？」

「うん。俺にできることがあるなら、なんでも言ってくれ」

「あ……ありがとうございます」

　彼女の顔がぱっと明るくなった。

「わたくしにクラスメートのお友達、それも同級生なんて本当に……」

「そんなに大げさにとらえなくてもいいよ」

「大げさついでに、実はわたくし希望がございますの。お言葉に甘えさせてください」

　多久美は身体からだが触ふれ合いそうな距離まで近づいた。

「どうでしょう。軽野さんがわたくしのスタッフになってくださいません？」

「え!?　……いやでも」

「できることならなんでもとおっしゃいました」

「しかし……」

「こらー!!」

　レオンが騒さわぎながら走ってきた。

「聞こえたわよ！　賭かけはあたしが勝ったの！」

　レオンが騒ぐ。多久美はそれまでの乙女おとめのような仕草を消して、ふっと笑う。

「確か仮登録でしょう。まだ正式ではありませんわ」

「賭けは賭けよ！」

「レオンはご存じないようですわね。スタッフとリバーサーは、必ずしも一対一でなくてもよいのですのよ」

「へ？」

　思わず言ったのは健流だった。確か一人につき一人のはずでは。

「基本はそうですけれど、なにごとにも例外はあるのです。そうですわね、先生？」

「まーな」

　いつの間にか、そこにはさつきがいた。健流は気づいていなかったが、戦せん闘とうを見物していた少数の野や次じ馬うまに、彼女もいたのである。

「相あい性しようが悪くなったとか病気で退校したとかで、スタッフの数が変動するんだよ。だから複数のリバーサーに対応することも、例外的に認められている」

「ましてやあなたたちは仮登録。ですから、軽野さんがわたくしのスタッフとなることに障害はないのです」

　彼女は目をとろんとさせると、健流にしなだれかかった。

「わたくしは優ゆう秀しゆうな殿との方がたに憧あこがれてしまうのです。あの采さい配はいは見事でした。ぜひわたくしの下もとでも、力を振ふるっていただけません？」

「あー……」

「本来ならわたくしが独り占じめしたいところですが、負けは負けですからそうもいきません。レオンと一いつ緒しよでも構いませんわ」

　多久美は彼を見つめた。その目には明らかに、興味以上の感情が芽生えている。

　彼女が胸むな元もとのボタンを外す。下から見上げる感じで、健流の首に両手を回していた。

「それはそれとして、わたくしの方にもきちんと目を向けてもらえると嬉うれしいのですけれど。あんなお子様体型よりも、わたくしの方が魅み力りよく的だと思いません？　こう見えても、胸には自信があるのですわよ」

「あの、董さん？」

「多久美とお呼びくださいな。……顔を背そむけなくても構いませんわ。わたくしのスタッフになれば、いつまでも見ていられるのですから」

「こら、止やめなさいよ！」

　レオンが多久美を引きはがした。

「多久美はあたしに負けたの！　健流はあげない！」

　彼女は健流にしがみつく。

「ほ、ほら、あたしだって胸は一応あんだから、あんなスイカから生まれたような女に頼たよらなくてもいいわよね」

「あー、うん……」

　なかなかの平らっぷりに彼が口ごもっているのを見て、レオンが激げき怒どする。

「なによそれは！」



    

  
    
      　そのすきに、多久美がさつきに一枚の書類を提出していた。

「ではこれで」

「ん」

「今なにしたの!?」

　レオンが慌あわてて言う。

「スタッフの届け出ですわ。たった今受理されたところです」

「勝手なことをしないでよ！」

「ご安心ください。レオンの分もちゃんと記入しておきました」

　そしてまた健流にしなだれかかる。

「これでわたくしとは夫婦も同然。軽野さん、わたくしのＦＯＡも上げてくださいますわね」

「それ、どうやるんだっけ」

　健流の質問に、多久美は顔を赤らめる。

「それは、もう……わたくしと軽野さんの仲を……」

「？」

　頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる健流。代わりにさつきが答えた。

「前にスタッフはリバーサーの能力を高めるって言ったが、ＦＯＡももちろん含ふくまれる」

　健流は彼女に改めて訊きいた。

「上じよう昇しようさせるにはどうするんです？」

「精神的な距離を近づければいい」

「というと？」

「感情を昂たかぶらせて、お互たがいをシンクロさせるのが一番いい」

「関係を深めるんですか。手っ取り早い方法はないんですか」

「あるぞ。惚ほれればいい」

　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのか分からなかった。

「……はい？」

「惚れて惚れさせる。恋れん愛あい感情を持たせるんだ。そうすれば精神的な距離もぐんと近づいて、ＦＯＡは上がり放題。簡単だろ」

「簡単って……！」

　図書館でレオンと多久美が口ごもった理由が分かった。このことだったのである。

　転生者リバーサーに惚れさせる。

　一番になるには、これしかないのだ。

　ぽかんとする健流に、多久美が言う。

「戸と惑まどわれるのはよく分かりますわ。わたくしも同じです。ですが軽野さんはわたくしの大事なスタッフ。ぜひわたくしと……」

「こら！　抜ぬけ駆がけするつもり!?」

　レオンが両手を振り回して抗こう議ぎをした。

「あたしのスタッフなの！　距離を近づけるなら、あ、あたしの方がずっといいわよ！」

「お子様体型がなにか言っていますが、ぜひわたくしと共に一番を目指しましょう」

「こらー！　あたしと一番を目指すんだ！　そうよね、健流!?」

　二人の顔が接近する。

　彼は目をしばたたかせ、状じよう況きよう把は握あくに努めた。自分は一番になる。そのためには転生者リバーサーと一緒に戦わなければならず、兵力増大のために親密な仲にならなければいけない。

　ならばすべきことは、一つだ。

　健流はゆっくりと言った。

「二人とも、俺と一緒に一番を目指そう」

「……どっちかに決めなさいよ！」

　レオンが力の限り、健流に怒ど鳴なっていた。



    

  
    
      　　第三章




　決闘対戦の直後。

　健たけ流るはさつきに「ちょっと来い」と呼ばれた。と言っても、校庭の隅すみにだが。

「いいか軽かる野の」

　彼女は噛かんで含めるように言った。

「お前、安易に二人のスタッフになるなんて言ったが」

「勝手に決められたんです」

「似たようなもんだ。例外事じ項こうだが認められているから承しよう認にんする。ただし、どちらの成績も上げないと駄だ目めだぞ」

「そうですか。じゃあレオンが問題ですね」

「そうでもない」

　さつきは口からキセルを離はなすと、健流に突つきつける。

「お前のリバーサーは複数だ。うまくバランスを取って、どちらの成績も安定させ、ちゃんと上げろ。片方ばかり贔屓ひいきも嫌きらうのもなしだ。二人ともちゃんと関係を深めろ」

「それってハーレム状態ってことじゃないですか」

　健流は目を輝かがやかせるが、さつきは冷や水をガロン単位で頭から浴びせた。

「二人のスタッフになった以上、どちらも落ちることは許されないんだ。レオンは最下位だからいいが、董とう多た久く美みはそうもいかないぞ。あいつは校内で上位十位以内だからな」

「え。じゃあ彼女の成績が落ちたらそれは……」

「お前の責任だ」

　脅きよう迫はくめいた台詞せりふであった。確かに優秀な生徒が、参謀スタツフを得た途と端たん成績が急降下したら、いくらストレス発散が主目的の戦せん闘とうとはいえ、大問題になるであろう。

「難しそうな気がしてきた……」

「だからリバーサーとスタッフは、一対一が多いんだ」

　ほんの少しだけ頭に後こう悔かいの念がよぎったが、時すでに遅おそし。

　彼は担任教師に「がんばります」とだけ言った。実際にどれだけがんばれるかは、これからの課題。

　健流は二人の下もとへ戻もどった。太陽は傾かたむき、空はかなり赤くなっていた。

「さて、帰るか」

　彼はそう呟つぶやく。レオンが言った。

「ちょっと健流」

「なんだ……あれ、お前、俺を名前で呼んだ？」

　レオン本人は何気ないことだったらしいが、自分のしたことに気づくと顔を赤くした。

「べっ、別にいいじゃない！　スタッフになったんだから、名前で呼ぶのは当然でしょ！」

「理り屈くつに合ってるようで合ってないぞ」

「黙だまれ黙れ！」

　わめくレオン。多久美がそれを聞きながら「わたくしも健流さんとお呼びするべきかしら」と呟いている。

「レオン、用はなんだよ」

「そ、そうだった。た、健流……どこに住むか知ってるの？」

　そう問われ、彼ははじめて寝ね場ば所しよを知らないことに気がついた。

　早朝家を出てから戦闘に巻き込まれ、流れで授業を受けて放課後にまた戦闘。簡単な私物は持ってきたものの、あとは段ボール箱に詰つめて送り出した。どこに届けられたかも不明なのだ。

　レオンは彼の表情を見て、どういう事情か悟さとったらしい。

「しょうがないわね。あたしたちの寝場所は寮りようだから」

「そういやそんなこと聞いたな」

「この学校は無む駄だに敷しき地ちが広いから、学校内に寮を設置できたのよ。そこで寝ね泊とまりするわけ」

「どこらへんにあるんだ」

「あっち。ずーっと向こうの方」

　レオンが背せ伸のびして、校舎の向こう側を指さした。

　彼は手をかざしながら確認しようとする。が、見えない。

「レオンたちもそっちか」

「そうよ」

　三人はぞろぞろ歩いた。

　校舎の裏側の芝しば生ふを抜けると、舗ほ装そうされた道が延びている。その先に大きな池。

　池といっても岸に四阿あずまやがあり、ボートまで係留されていた。道は池を中心にして二手に分かれており、右に建物が一棟とう、左に二棟あった。

　健流が呟く。

「どっちだ？」

「男子の寮は右です。河かわ越ごえ寮と言います」

　多久美が説明してくれた。

「わたくしたちの女子寮は桶おけ狭はざ間ま寮と厳いつく島しま寮です」

「女子のは二つあるんだな」

「女子生徒の方が数が多いですから。でも河越寮の方が大きいですわよ」

「でもどっちも女子寮は工事中なのよね」

　これはレオン。

「改装中だからうるさい」

「うるさいからって、わたくしの部屋にまで来るのは止やめてくださいね。そちらの趣しゆ味みは持ち合わせておりません」

「行ったことないわよ！」

　また口くち喧げん嘩かが始まりそうだったので、彼は手早く、「ありがとう」と言った。

「じゃあまた」

　ここからは一人で行くとの意思表示のつもりだった。分かれ道を右に曲がる。が、二人ともついてきた。

　健流が口を開く前に、二人が言い合う。

「ちょっと多久美、男子寮になんの用があんのよ」

「レオンこそどのようなご用なのです？」

「あ、あたしは……健流を寮まで送るからよ。迷ったら困るじゃない」

「目に見えるところにありますわよ」

「あんたこそなんで一いつ緒しよに行こうとすんのよ！」

「わ……わたくしは、軽野さんが危ない目に遭あうといけませんから、お送りするのです」

「ここは学校の中！　出るのは野の良ら猫ねこくらいよ！」

　レオンと多久美は正面から睨にらみ合い、口から火を噴ふきそうな勢いだった。どちらもまったく目線を外していない。

　健流は校庭でのさつきとの会話を思い出した。どちらか一方を贔屓するわけにはいかない。とするとだ。

「なあ二人とも、嬉うれしいけど俺は子供じゃないんだから、寮くらい一人で……」

「なによ」

「なんですの」

　同時に火矢のような目線を浴びせられ、健流は口をつぐんだ。両方から距きよ離りを置こうとする計画はあえなく頓とん挫ざする。

「多久美はここで待ってなさいよ。あたしが健流を送って、ここであんたと合流して帰る」

「なんの意味があるのですか！　わたくしが軽野さんと一緒に行きますから、レオンは池で泳ぐといいですわ。身体からだが鍛きたえられますわよ」

「なんで水泳すんの！」

　レオンが激げつ昂こうする。頭から湯気が出ていた。

　すったもんだの末、二人は「一緒に健流を送る」ことで解決した。実はこれを言い出したのは健流自身である。

「このままここにいたら、陽ひが暮れちまう」

「あたしはいくらでも多久美とやりあうけど」

「受けて立ちますわ」

「俺がもたない。寮に行かせてくれ。あと腹が減った」

　ほとんど懇こん願がんする感じになり、ようやく河越寮に行くことができた。

　寮はコンクリート製の洋風建築で、ぱっと見マンションのようだ。日本の古戦場の名が付いているのが、やや不自然に感じるほど。

　健流はガラス製の扉とびらを開ける。レオンと多久美は当然のようについてきた。

「多久美はもう帰んなさいよ」

「自室までお送りするのが女としての務めですわ」

「あたしがやるから！」

　肝かん心じんの健流は、玄げん関かん入ってすぐのところにある掲けい示じ板ばんをじっと眺ながめていた。

　そこに新入居者として「軽野健流」の名があり、部屋番号は一〇二となっていた。その隣となりの紙に、別のことが書いてある。

「……一時的な転居者？　女子寮から？」

　言い争っていた二人の声が、ぴたりと止んだ。そしてまた、同時に喋しやべる。

「……そうよ、寮が改装中で部屋がいくつか使えなくなっちゃうのよ」

「男子寮に移る人が出てくるって聞きましたわ」

「移る部屋は一〇一号室だってさ。俺の隣か」

　何気ないひとことだったが、二人は敏びん感かんに反応した。

「し、仕方ありませんわね。わたくしが移ることにしましょう」

　多久美が顔を赤らめた。

「男性のいる寮に移るなんて、わたくしにはとても勇気のいることです。ですが、改装中なら仕方ありません。泣く泣く他ほかの方のために犠ぎ牲せいとなりますわ」

　目め頭がしらに手を当てる仕草までしていた。もちろん、レオンは同情したりしない。

「健流の隣にいたいだけでしょうが！」

「なっ、なにをおっしゃるのです!?　わたくしを不ふ埒らちな女だと決めつけるのですか!?」

「健流はあたしのスタッフ、あたしが引っ越こすからあんたは引っ込んでんの！」

「看過できると思いまして!?　こんな肉食系どころか欧おう州しゆう制せい覇は系女子を男子寮に解き放っては、軽野さんだけではなく全男子の身に危険が及およびます！」

「誰だれが欧州制覇系女子よ！　ちょっと喜んじゃったけど！　あんたは男子寮じゃなくて長ちよう安あんに引きこもってれば!?」

「言いましたわね！」

　再び角を突つき合わせる。例によって引く気はまったく見せず、軍勢召喚フオースコールをしてもおかしくなかった。

　そして健流はというと、掲示板から目を離はなしていなかった。

「もう名前は載のってるぞ」

「あたしね！」

「わたくしですわ！」

　彼は首を振ふる。

「……厳島寮の二に瀬せ・フリーダ・凍とう紀きだってさ」

「二瀬!?」

　レオンと多久美は同時に驚きよう愕がくの声を上げる。健流は掲示板に集中していて、その台詞せりふのニュアンスを感じ取れていなかった。



　二人はそれからすぐに帰っていった。

　どっちが河越寮に来るかという話は、もう消え去っていた。口げんかが終わって健流はほっとしたが、「二瀬ならまあいいや」というレオンの台詞が、若じやつ干かん気になってはいた。

　簡単な案内板があったので一〇二号室に向かう。案内板によると、一階に居室は一〇一号室と一〇二号室しかない。

　河越寮の一階の大半は寮生が全員集まれるだけの広間となっていた。中には雑誌類や卓たつ球きゆう台まで置いてあった。

　他には自じ炊すい派のための調理室。食堂自体は別の建物内にあり、男女合同でとる。

　廊ろう下かの奥に扉が二つ。その前に段ボール箱が積み上がっている。健流の荷物だった。彼は自室の扉を開ける。

　中はベッドに机に収納。手洗い場所とシャワールーム、トイレがあった。浴室はないが、これは各寮に一つ大浴場があるため。

　健流は廊下の段ボール箱を一つ室内に入れる。とりあえず服だけを出してベッドに並べた。

　残りの段ボール箱はしまうだけにしようと、また廊下に出る。

　最後の一つを押し込み、扉を閉めようとしたところで、目が合った。

　相手はロングヘアーの女子生徒。非常に足が長くてすらっとしている。顔立ちもスタイルも完かん璧ぺき。そしてどこか皮肉っぽい瞳ひとみの色。

　名前は聞かなくても分かる。掲示板に書いてあった二瀬・フリーダ・凍紀だ。隣りん室しつにいるんだからそうに決まっていた。

　そして健流は彼女に会ったことがあった。図書館でぶつかったときの女子生徒だったのである。

　彼が口を開く前に、凍紀が言った。

「君が軽野健流か」

「……俺の名前を知ってるのか？」

「君だって私の名前を知っているだろう」

　そう喋りながら段ボール箱を室内に入れている。彼女もまた、引っ越してきたばかりなのだ。

　彼はなんの気なしに言う。

「手伝おうか？」

「下心ありか？」

「えっ？」

「下心があっても一向に構わないぞ。手伝ってくれるなら助かる」

「そういうわけじゃないんだ。下心なんて」

「それ、中に入れてくれ」

　健流は慌あわてて段ボール箱を抱かかえた。

　中は健流の部屋と同じ広さだった。ただし壁かべを中央にして線せん対たい称しようの構造になっている。シャワールームとトイレは背中合わせになっていた。

　数箱室内に運ぶだけで終わった。彼は「じゃあ」と出ようとしたが、呼び止められる。

「飲み物をごちそうしようと思うが、いらないか？」

「いや別に」

「下心があるなら受けるものだ」

「ないぞ」

「なくても受けるものだ」

　そうまで言われれば断るわけにはいかない。廊下から室内に方向を変え、扉を閉める。

　凍紀が「そこに腰こしかけてくれ」と言ったので、ベッドに座る。

　ベッドの左手にサイドボードがある。フォトスタンドらしきものが伏ふせられており、隣に頑がん丈じようそうなケースが置いてあった。

「それはフルートだ」

　凍紀が教えてくれた。

「吹くのか？」

「趣しゆ味み程度だな」

　彼女はペットボトルの麦茶を渡わたしてきた。

「あいにくコップが段ボール箱の中だ。それで我が慢まんしてくれ」

「ああ、どうも」

「本音を言うと自分のコップを他人に使われるのは好きじゃない」

「…………」

　彼は黙だまって麦茶に口をつける。凍紀が親切なのかどうか、よく分からなかった。

　凍紀はクッションに座って健流のことを眺めていた。

「君がレオンと董のスタッフになったのは驚おどろいた」

「知ってるのか？」

「あれだけ大おお騒さわぎをしていればなあ」

「図書館でも俺のことを知ってるみたいだったけど……」

「教室で自己紹しよう介かいを聞いた」

「え。じゃあ俺と同じクラス」

　彼女はにやりと笑った。

　言われてみれば窓まど際ぎわの席に凍紀みたいな生徒が座っていた気がする。だが喋ったところを見ていないし、目立つこともしていなかった。

「だったら、図書館でそう言ってくれりゃいいのに」

「君がぶつかってきたから立場を明らかにしたくなかった。悪意ある当たり屋かもしれないだろう」

「悪意なんかねえよ」

「当たり屋はみんなそう言うんだ」

　変わった会話だった。彼女の頭の回転が速いのは分かるが、妙みように皮肉っぽい。

「君は……」

「呼び捨てで呼んでもいいぞ。ただし上の方」

「……二瀬はリバーサーだよな」

「まあな」

「どういう人がスタッフなんだ」

「いない」

「いない？」

「ああ。みんな私の知性と美び貌ぼうに気き後おくれするんだ。誰も名乗り出ようとしない。優すぐれた人間というものは嫌きらわれてしまうものだな」

　さらりと凍紀は語っていた。

　これはあとで聞いたことだが、彼女は本当に皮肉っぽかった。己おのれの頭と身体からだに自信を持っているせいか、他者を揶や揄ゆする癖くせがある。罵ば声せいを浴びせたりはしないが、からかうのだ。そのため誰しも認める能力がありながら慕したわれることがない。

　多久美の場合は優ゆう秀しゆうなのとプライドが高いため、周囲が気後れしていた。だが凍紀の場合、はっきりと嫌われているのである。

「別にスタッフが欲ほしいわけじゃないんだ。暇ひまつぶしの戦せん闘とうは一人でもできる」

「対戦が暇つぶしなのかよ」

「リバーサー相手の戦闘なんてその程度だろう」

　そうでもないと思うのだが、彼女にとっては事実なのだ。

　知らず知らずのうちに健流は凍紀と会話を続けていた。彼女と言葉のキャッチボールを続けられる人間はほとんどいない。

「なんで河越寮りように来たんだ？」

「厳島寮が総出で私を推すい薦せんした。どうしても追い出したかったらしい。人権侵しん害がいとして当局に訴うつたえようか検討してるところだ」

「仲よくすればいいじゃねえか」

「駄だ目めだな。その気がない」

「もっと話をたくさんするとか」

「私にその気がないんだ」

　相変わらず瞳に皮肉っぽい色をたたえている。人によっては凍紀に見られるだけで「馬ば鹿かにされた」と怒おこり出すのだそうだ。

　彼はペットボトルの麦茶を飲みながら、「あとで代金請せい求きゆうされるんじゃないだろうな」と考えていた。

「安心していい。それはタダだ」

「優やさしいところもあるんだよなあ」

「いずれはあげたことを持ち出してネチネチ責めるつもりでいる」

「……そういや二瀬は誰だれが転生してるんだ」

「誰だと思う？」

「分かんねえよ」

「君は勉強家だろう」

　勉強しているなんて喋しやべったことがなかったが、恐おそらく図書館で本を抱えていたことから推察されたのだろう。

「えーと、俺はそれほど推理力があるわけじゃないけど、二瀬の喋り方とか部屋の中を見る限り」

「前置きが長い男は、話もつまらないと聞くなあ」

「……織お田だ信のぶ長ながとか」

「第六天てん魔ま王おうはまだどこにも転生していない」

「ヴァレンシュタインとか」

「傭よう兵へいじゃあない」

「アレクサンドロス」

「こんなか弱い女を捉つかまえて？」

　どこがか弱いんだと思った。当人も自らの台詞に責任を持つつもりはないらしく、にやにやしている。

　彼はあっさり根を上げた。

「降参だ。教えて欲しい」

「教えない」

「なんで!?」

「すぐに分かったらつまらないだろう。私が」

「だったらなんで俺と話なんかしてるんだ」

「校内最下位の女のスタッフになるなんて、どんな物好きかと思ってなあ」

「いいだろ。レオンはまあ……多分実力はある。勘かんだけど」

「君は勘を当てるタイプには見えない」

「大きなお世話だ。じゃあ物好きついでに二瀬のスタッフになってもいいか」

　健流としてはもちろん本気ではなく、いい加減な気持ちで発した言葉だった。が、意外なことに凍紀は指を顎あごに当てて考えていた。

「さて、どうしよう」

　あれ、と健流は思った。いかにも凍紀らしくない返答だ。

「悩なやんでんのか？」

「少しはクラスメートにいい印象を与あたえたいじゃないか」

「こんな殊しゆ勝しようなキャラかよ」

「嫌われても影えい響きようのない人間を選んでいる」

「…………」

「ああもちろん、君のことだ」

　余計な一言を付け加えるから嫌われるのである。

　健流はしばらく待った。廊ろう下かで物音がしたが、とりあえず無視する。

　だが物音は、話し声に変わる。そして健流の部屋から聞こえてくるようになり、また廊下に戻もどった。

　不意に凍紀は立ち上がった。健流の隣となりに座る。

「嬉うれしいぞ軽野。私のスタッフになってくれるなんて。今朝からずっと、私のことを見ていてくれたんだな」

「へ？」

「ああ、あまりの緊きん張ちようでまともな返事ができないのだな。よく分かる。私も君のようなスタッフを得られるなんて、感謝の気持ちしかない」

「なんで……」

　突とつ然ぜんのことに健流は混乱する。凍紀の声はそれまでよりも大きくて、誰かに聞かせているようだった。

「なにが」

　あったんだ、と言おうとしたら、抱だきしめられた。

　背中に両手が回され、ぎゅっと締しめられる。凍紀は健流とほとんど身長が変わらない。そのため頬ほおと頬がぴったりくっついた。

「私を選んでくれるとは幸せだ」

「え、なに？」

「やはり分かる人間には分かるのだな。どこかの最下位やプライドばかり高いリバーサーではなく、私を選んでくれるなんて。どこかの誰かではなく」

　その台詞せりふが合図になったかのように、扉とびらが開いた。

　女子生徒が二人、室内に転がり込んでくる。レオンと多久美であった。

　二人とも、顔を真っ赤にして驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬがごっちゃになっていた。

「ちょっと健流！　なに考えてんのよ！　よりによって二瀬の部屋!?」

「そうですわ！　わたくしならともかく」

「どさくさ紛まぎれになに言ってんの！」



    

  
    
      　レオンは多久美に怒ど鳴なると、健流を見た。

　もちろん彼は、凍紀に抱きつかれている。

「なっ、なっ、なっ、なにしてんの!!」

「待て、誤解だ！」

「どんな誤解よ。あんた女に抱きつかれてないって言う気!?」

「俺の意思じゃない！」

　健流の弁解が功を奏したかは不明だが、レオンは鬼おにのような顔をしたまま凍紀に顔を向ける。

「二瀬！」

「ああ軽野。ずっとこのままでいたい。人生で上から何番目かに入る幸せだ。邪じや魔まが入ったとしても、見せつけられればもっといい」

「……なにしてんのよ！　こんなところで抱き合うなんて！」

　レオンが叫さけぶ。

「おやレオンじゃないか。それに董も。まったく気づかなかった」

　凍紀はわざとらしく言う。

「せっかくの逢おう瀬せを邪魔するとは、なんとも無ぶ粋すいな女たちだ」

「なにが逢瀬ですか。とぼけないでもらえます？」

　多久美が腕うで組ぐみをしながら言う。

「どうして軽野さんを自室に引っ張り込んだりなさったのですか!?」

「なにしろクラスメートや寮生たちがいじわるだから友達になってくれないんだ。だから軽野と仲よくなろうと思った」

「ご自分から他人を遠ざけているでしょう！　他人のせいにするのですか？」

「ああ、そうかもな。なにもしないのに友達ができない女とは違ちがうかもなあ」

　にやにやしながら言っている。多久美は再び顔面を上気させた。

「……わたくしを馬鹿にするのがそんなに楽しいですか」

「こんな純じゆん粋すいで弱気な私がクラスメートを馬鹿にするわけないだろう。いつだって君たちのことを愛しているぞ」

「嘘うそおっしゃい」

「信じてもらえないなんてとても傷ついた。悲しくて泣きそうだ」

　凍紀は薄うすく笑うだけで、泣くふりすらしなかった。

　レオンが健流と凍紀を引きはがそうと近づく。凍紀はなにかされる前にさっさと離はなれた。

「その偉えらそうな足取り、さすがは前世がフランス皇こう帝ていだ」

「うるさいわね。なんか企たくらんで、健流を引っ張り込んだんでしょう」

「まあそうだな」

　彼女はあっさりと認めた。

「だが、わざわざ男子寮に忍しのび込む女よりは、最初からいる分だけよっぽど健全だ」

「だっ、誰が忍び込んだっていうのよ！」

「言わなきゃわからないか？」

　レオンは「ぐ」とひとことだけ言って、言葉を詰つまらせる。

「思うに、いったん女子の寮に行こうとしたものの、引き返して軽野の部屋に忍び込もうとしたはいいが、廊下あたりで互たがいに鉢はち合あわせしたんじゃないのか。そして私の部屋から声が聞こえるから、慌てて扉を開けた」

「ふ、ふん。つまんない推理ね」

「図星か」

「う……」

　押し黙だまったレオンを見て、凍紀は満足そうになる。

「軽野はどうなんだ」

「な、なにが」

「自室に忍び込むような女二人のスタッフになって、嬉しいのかと訊きいている」

「いや嬉しいとかそういうのじゃなくて、一番になるためには親しくなる必要があるだろ。だから……」

　突とつ然ぜん訊かれたので、たどたどしい物言いになった。その反応を見て、凍紀は軽く手を上げ、それ以上の台詞を制した。

「まあ、君らと軽野の関係はだいたい分かった」

「なによそれは」

　と、レオン。

「君らへの軽野の反応がどうも鈍にぶい。まだ信しん頼らい関係はそれほど築かれていないようだ。今日スタッフになったばかりだから、当たり前だな」

「ふん。これから関係を築いていくのよ。あたしの辞書に不可能はないんだから」

「うまくいくことを心から願っているよ」

　まったく願っていない口調で、凍紀は言った。

　そして彼女は、左手首を返して時計を見る。

「さてそろそろ引き上げてもらおうか。ひと休みしたいんでね」

　健流に視線を向ける。

「さっきの質問だが、少しだけ教えてあげよう。ヒントは私のミドルネームと、フルート」

「？」

　健流は頭の中に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。凍紀はパンパンと手を叩たたく。

「では、帰ってくれ」

　レオンが文句を口にする。

「あんたこんな騒さわぎを起こしておいて、追い出そうっての!?」

「もちろん。ここは私の部屋だ」

　有う無むを言わせずに廊下に出された。

　かちりと音がして、施せ錠じようされる。扉を叩こうが大声を上げようが、なにもしてくれそうになかった。

　レオンが怒いかりを持続させたまま健流に言う。

「あんたなに考えてんのよ！　よりによって二瀬の部屋に入るなんて！」

「しょうがないだろ、誘さそわれたんだ！」

「それが手なのです」

　と多久美。彼女はもう少し冷静だ。

「あの方が理由もなしにおこなうわけありません。とても優ゆう秀しゆうな方ですし、校内ベストスリーの実力者です」

「君よりも強いのか？」

「……多分」

　プライドの高い多久美が認めるのだから、事実だろう。あの態度は実力に裏付けられているのだ。

「じゃ理由ってなんだ」

「あんたの才能を測るためでしょ。それか動どう揺ようさせるか」

　憮ぶ然ぜんとしたままレオンが言う。

「こんなことまでするなんて思わなかった。ほんと、手段を選ばないんだから」

「才能を測るって、なんで」

「分かんないの？」

　健流はうなずく。レオンは声を高くした。

「次の普ふ通つう対戦、あたしと二瀬がぶつかるからよ！」

「げ！」

　健流はうめく。よりによって授業での対戦相手があの皮肉屋とは。

　恐おそらく最下位のレオンが相手でも手は抜ぬかないだろう。でなければわざわざ健流のことまで探さぐりを入れない。そして「だいたい分かった」から追い出したのだ。

　彼はくらっとした。一番の座が遠のいていくのを感じる。

「……二瀬の前世はなんなんだ」

「ミドルネームとフルートよ」

「フリーダだっけ」

「前世はフリードリヒね」

「えーと、フリードリヒでフルートが趣しゆ味みの人って……」

　図書館で読んだ歴史の本を、頭の中でひもといていく。

　一人、有名人に行き当たった。

「まさか……」

「そのまさかよ。あたしたちはプロイセン王フリードリヒ二世、フリードリヒ大王と対戦しなきゃなんないの！」

　レオンは、まさに苦にが虫むしを噛かみ潰つぶした表情をしていた。



    

  
    
      　　第四章




　ナポレオンは、フリードリヒ大王を大変尊敬していたと言われる。七年戦争で多くの国を敵に回し、軍を率いて転戦しつつ多大なインパクトを与あたえた王である。その名は後世まで広く伝わっていた。日本ではマニアックな部類に入るが、啓けい蒙もう専制君主の代表として参考書に載のっている。

　そして健たけ流るとレオンは、その転生者リバーサーである女性と対戦しなければならない。

「あー、どうして二に瀬せなんかと戦わなきゃなんないのよ！」

　翌日の朝食。レオンは文句を言った。

　新しん武ぶ高校の朝食は時間帯が決まっていて、生徒たちが一いつ斉せいにやってくる。そのため食堂内は非常に騒がしかった。

　健流はセットメニューをトレーに載せ、かろうじて確保した席に座った。そうしたら、向かいでレオンが愚ぐ痴ちをこぼしていたのである。

　彼は目玉焼きを箸はしで二つにしながら尋たずねた。

「対戦はいつだっけ」

「明日あした」

「すぐだな」

「基本的に週二回よ」

「二瀬の成績はどうなんだ」

「聞いたでしょ。校内ベストスリー。うちのクラスじゃ多た久く美みと競きそってるわよ」

「スタッフいないのに？」

「だから厄やつ介かいなんだってば」

　レオンはご飯で口の中をいっぱいにしながら言う。

「あの性格だから勝ち方も陰いん険けんなのよ。奇き襲しゆう不意打ち当たり前。フルート吹ふくやつにろくなのいないわ」

「全世界のフルート吹きに謝れよ」

　フリードリヒ大王はフルートをこよなく愛し、作曲までしている。転生者リバーサーで転生前と趣味性格が一いつ致ちしていることはほとんどないが、趣味は受け継ついだらしい。

「フルートも吹けない上に負けたら、とことんまで馬ば鹿かにされそうだな」

「最悪ね」

　レオンがうめく。

「どうやったら強くなるのかな」

「あんたが強くなったってしょうがないでしょ。強くなるのはあたし。正確にはあたしのＦＯＡ」

「そりゃそうだ。ええと、直接的に影えい響きようがあるのは……兵数かな」

　目玉焼きの半分を口に入れながら、健流は考えていた。レオンがうなずいている。

「兵数が多ければ多いほど長く戦っていられるし攻こう撃げき力も大きいから」

「他ほかのステータスは？」

「あたしには隠かくしステータスになってるんだけど、四本あるはずよ。兵士一人当たりの攻撃力と防ぼう御ぎよ力、士気と移動力じゃないかしら」

　彼は説明を聞きながら、レオンの頭上に現われた数字とカラーバーを思い出していた。

「確かレオンのは、どれもとてつもなく低かったぞ」

「うるさいわね。これから増えるのよ」

「それをやんないとな」

　なんの気なしに発した言葉だったが、レオンの顔が瞬しゆん時じに赤くなった。

「なっ、なによ。こんなところで」

「え？」

「あれでしょ、あたしのステータス上げるんでしょ。そんなこと分かってるけど、こんなとこで言わなくてもいいじゃない。ほ、他の人もいるんだから……」

「えーと」

「だっ、だから、あたしとの関係を深めなきゃってことなんだから……」

「ああ」

　健流は合点がいった。

「悪かった。確かにこんなとこで言う話じゃないよな」

「そ、そうよ」

「レオンも俺と関係深めるのはためらうよな。だけどさ、お互たがい一番を目指すんだから」

「あ……当たり前じゃない。あんたなんかと関係深めたってしょうがないんだから。だけど一番になるためには仕方ないんだから。仕方なくよ」

「まったくだ。仕方ないよな。でもま、我が慢まんしようぜお互い」

「え、ええ……」

　健流は急きゆう須すから湯飲みにお茶を注ついだ。おかげでレオンが頭を抱かかえてうずくまるのを見み逃のがしていた。

「関係深めるのはいいとして……どれだけのことをどうやりゃいいんだ」

「単に親しくなるだけでも、ステータス上がるけど」

「二人でゲームでもするか」

「それだけであの女を超こえられればいいけどね」

「お前、最下位だもんなあ」

「最下位最下位言わないで。いずれ一番になるわよ」

「とりあえず、次の対戦をどうにかしないとな」

「うー……」

　それからしばらく、二人は無言でぼそぼそ食事を続けた。

　健流の隣となりに誰だれかが座ってくる。

　多久美であった。彼女は健流とレオンを交こう互ごに見つめた。

「まるでお通夜みたいですわね」

「なにが通夜よ。告別式くらい言えば」

「より酷ひどそうですわ」

　多久美は背筋を伸のばすと、「いただきます」と言い、軽く日本茶を口にする。

　レオンは音を立てて味み噌そ汁しるをすすりながら言った。

「あんた、董とう卓たくなのにほんと礼れい儀ぎ正しいわねえ。宦かん官がん殺さつ戮りくして財産取り上げたときの迫はく力りよくはどこいったの」

「自分を律するものにこそ、おのずと勝利はやってくるものです」

「健流に手を出そうとするのって、律してないんじゃない？」

「最適なスタッフを得たいだけですわ」

　と彼女は隣を見てにこりと微笑ほほえむ。

「そうですわよね」

　どんな返事をしても揉もめそうなので、健流は黙だまってご飯を食べていた。

　その姿を、レオンがじっと見つめている。

「……あんた、なんでそれ食べないの？」

　彼女が示した先には、キュウリの漬つけ物ものとタクアンがあった。

「手がついてないじゃない」

「別にいいじゃねえか」

「よくないわよ」

　なんでよくないのか健流には見当も付かなかったが、とりあえず答えた。

「好きじゃないんだよ。苦手なんだ」

「食べなさいよ。身体からだにいいわよ」

「別に漬け物食わなくたって死なないだろ」

「保存食は食べるの。軍隊が食の確保と保存にどれだけ努力してるか知らないの？」

「ここは一応ただの学校だろ」

　彼はそう反論する。レオンがなにかを言う前に、多久美が口を挟はさんだ。

「そうですわよ軽かる野のさん。好すき嫌きらいを言っては、作ってくれた方に顔向けができません」

「工場の流れ作業で作ったように見えるんだけどなあ」

「食べ物を残すものではありません。口を開けてくださいます？」

「なんで」

「食べさせて差し上げますわ」

　多久美はタクアンを二きれ箸でつまむ。片方の手を下に添そえると、健流の口に近づけた。

「はい。あーん」

「こら！　なにしてんの！」

　これは当然レオンだ。

「どさくさ紛まぎれに変なことしないで！」

「紛れてなどおりません。軽野さんのためですわ」

「そ、そんなこと、ここでやることないじゃない！」

「食事の時にしかできないことですわ。それとも、レオンがやるつもりでしたの？」

「そんなことないわよ！　ま、まあ、ちょっとは……」

「早い者勝ちですから」

　再び彼女は「あーん」と言う。

　拒きよ絶ぜつはしづらい。多久美は純じゆん粋すい無む垢くな表情であり、にこにこしている。彼の気持ちがどうあれ、食べてくれることを確信していた。

　仕方なく健流が口を開けようとすると、対面から箸が突つき出される。

「これ食べて！」

　レオンの箸にはタクアンだけではなくキュウリやら柴しば漬づけやらが挟まっていた。かなり量が多い。

「こっちから食べるの！　早く！」

「レオンは余計なことなさらないで。軽野さんはわたくしの言うとおりになさってくださいな」

「こっち！　さっさと口開けて」

「あーんです。あーん」

　突き出される二組の箸。しかもそのどちらも、健流は食べたくなかった。

「……残念だけど、ご飯が食べたいんだ。できれば俺の茶ちや碗わんにあるやつ」

　しかも自分で、と言おうとしたが、手が二本伸びて眼前の茶碗を掴つかんだ。

「これ」

「どうぞ」

　健流は白米の盛られた茶碗を見つめた。

「……俺の目の錯さつ覚かくでなけりゃこれは俺の茶碗で、なのに君たちが掴んでいる」

「多久美はすぐに離はなすから」

「レオン、あなたが離したらいいんじゃありません？」

　二人は互いに口で微笑みながら目で睨にらみ合っていた。

「健流はご飯くらい一人で食べられるわよ。だから離して」

「ええそうですわね。レオンがいなければきっと食べやすくなりますわ」

「二人は多すぎるわよ」

「あなたがいなくなれば完かん璧ぺきですわ」

　ほほほほ。女子二人の乾かわいた笑い声が響ひびく。

　健流は首筋に視線を感じ、テーブルの周囲を眺ながめた。

　ほとんど全すべての生徒がこっちを見ている。上から七番目と最下位の転生者リバーサーの争いと、真ん中で途と方ほうに暮れている参謀スタツフに注目していた。

　どうしようかと考えていたら、奥から一人やってくる。

「すまんな。通してくれ」

　凍とう紀きだった。レオンの隣に朝食のトレーが置かれる。

　彼女は椅い子すを引きながら、周囲に告げた。

「散ってくれ。見世物としてはたいして面おも白しろくないし、これ以上見てるつもりなら軽野が見物料を取るそうだ」

　野や次じ馬うまがバツの悪そうな顔をしながら、ぞろぞろと去っていった。

　健流はきょとんとしつつも、凍紀に言う。

「ありがとう」

「もっと褒ほめてもいいぞ」

　彼女は手早く朝食を掻かき込んでいた。

　多久美がその姿に目線を向ける。

「なんの御ご用ようです？」

「おや董じゃないか。いたのか。見えなかった」

「あなた視力が一・二じゃありませんの？」

「よく知ってるな。前世は董卓じゃなくてジョゼフ・フーシェだな」

　フーシェはナポレオン時代のフランス秘密警察の長官である。あえてその名を出すあたり、レオンに対する当てつけにも聞こえた。

　肝かん心じんのレオンは、凍紀の姿を認めた瞬しゆん間かんからむすっとしていた。

「なにしに来たのよ」

「見てのとおり、食事だが」

「ただ食べるだけなら、来る必要ないでしょ」

「鋭するどいな」

「からかってんの？」

　にやりとする。

「軽野は私の部屋の隣だ。親しん睦ぼくを深めようと思って」

「昨日、健流を部屋に連れ込んだじゃない！」

「せっかく連れ込んだのに、無ぶ粋すいな女二人が邪じや魔まをした。残念だった」

　凍紀は箸はしを置く。彼女はあっというまに食べ終わっていた。

　健流はどうやったらあんなに速く食べられるんだと呆あきれた。

「俺にどんな用なんだ」

　凍紀は薄うす笑わらいを浮うかべつつ答える。

「愛の告白」

「…………」

「本気にしないのか？」

「どうしたら本気になれるんだよ」

「ふむ。私の演技もまだまだだな」

　と言ってから、彼女は静かにお茶をすする。

「君たちがいちゃいちゃしているようなので、ちょっと寄ったんだ。盛さかりのついた人間を見るのも、これはこれで楽しい」

　この言葉には、真っ先にレオンが反応した。

「はあ!?　べっ、べつに好きでいちゃいちゃしたわけじゃないわよ！」

「わたくしは好きでいちゃいちゃしておりました。やはり才能あるスタッフの方とは、できる限り親密になりませんと」

「多久美は余計なこと言わないで！」

　凍紀はレオンと多久美の言い争いを、まったく意に介かいしていなかった。

「実を言うとここに来たのは、いちゃいちゃすること自体が無む駄だだと教えてあげようと思ってね」

「なんだそりゃ」

　健流は胡う散さん臭くさい顔をした。

「私と戦うのだろう。勝てないからやるだけ無駄だ」

「どうして」

「私が勝つから」

　さらっとした物言いに、さすがに健流もむっとする。

「やってみなきゃ分からないだろう」

「負けるやつはみんなそう言うんだ。やらないと分からないと言ってかかってくる。そして負ける」

　彼女は横を向いた。

「まして戦うのはレオンだ。校内最下位だぞ」

「これから最下位じゃなくなるわよ！」

　レオンが箸を手に騒さわぐ。

「どうだろうな。今までも負けていただろう。どうやったら勝つ手段を考えつくのか、教えて欲しいものだ」

「だっ、だって。今はスタッフがいるもん！」

　彼女は健流に言った。

「そうよね、健流」

「……ああ」

　彼は悪い予感を覚えつつ、うなずく。

「今までのレオンとは違ちがうぞ。多分。俺たちは多久美にも勝ったんだ」

「多分は余計だけど、そうよ」

　レオンはどうだと言わんばかりに胸を張る。が、凍紀は平然としていた。

「どうだろうなあ。董は対戦の時に酔よっ払ぱらっていたんじゃないか」

「わたくし、お酒など飲みませんわ」

「なら董の力が落ちたんだな。スタッフなしで頑がん張ばったのも、ここらが限界か」

「…………」

　彼女の台詞せりふに、多久美は口には出さないものの、かなり気分を害していた。もちろん喋しやべった本人は気にもしていない。

「ま、どれだけ関係性を進展させようが、無駄な努力ということだ」

「努力すりゃ力は伸のびるよ」

　と健流。凍紀は鼻で笑う。

「伸びしろがある人間はな。それとも軽野は、レオンならできると？」

　挑ちよう発はつめいた言葉に、彼はつい反応した。

「レオンならできる。俺がついてる」

「たいした自信だ。その心意気だけは買うから、普ふ通つう対戦は辞退でもするといい」

「辞退なんかできるかよ。俺はレオンと一いつ緒しよに一番を目指すと決めたんだ」

「ほう。ならば、今度の普通対戦、やはり私と戦うと言うんだな」

「もちろん」

「なにがあってもレオンのスタッフになるのか」

「そうだよ。勝つためだ」

「なら、負けたらなにをしてくれる？」

「……え？」

　不意を衝つかれて戸と惑まどう健流。凍紀は彼に考える間を与あたえまいとするかのように、喋り続けた。

「そこまで自信があるんだから、軽野には負けたら私の言うことをなんでも聞いてもらうぞ」

「か……賭かけかよ。そんなの……」

「董との対戦でも賭けをしたそうじゃないか。私だけ仲間はずれにされては困る」

　彼女はにやにやしていた。

「いまさら断らないだろうな」

「わ……分かった……よ」

　はめられたとの感覚を持ちながら、健流はなんとか答えた。

「じゃあ俺たちが勝ったら」

「なにもない」

「はあ!?」

「私が勝ったら言うことを聞いてもらう。負けてもなにもない。いや、いい気分だ。こんな楽なギャンブルは久しぶりだ」

「き、汚きたないぞ！」

「賭けの条件を指定しなかった君が悪い」

　凍紀はいかにもおかしそうに言うと、立ち上がった。

「楽しみにしているぞ」

　彼女はトレーを持つと、返へん却きやく棚だなにおいてから立ち去っていく。

　健流はしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。なにが起こったのか、にわかに信じられなかった。ただ食事をしていただけだったのに、気がついたら一方的な賭けの約束をしていたのだ。

　レオンが彼に噛かみついた。

「こら健流！　なんてこと言うのよ！」

「……うう」

「ううじゃないわよ。あんな陰いん険けん女のやることなんて、ろくなもんじゃないんだから。負けたらなにされるか分からないわよ！　きっと奴隷どれい扱あつかいか、奴隷か、奴隷のどれかよ！」

「全部同じじゃねえか」

「それだけあんたがアホってことよ！」

　レオンは座りながら地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「あーもう！　なに口走ってんの！」

「レオンだって多久美と賭けをしただろ！」

「あれは勝ったからいいのよ！　あとなんで多久美のことを名前で呼んでんの!?」

「なんとなくだよ！」

「これからも呼んでくださると嬉うれしいですわ」

　と言いながら、多久美は二人を落ち着かせるためか、静かに言葉を紡つむいだ。

「二瀬さん、どうも狙ねらっていたみたいですわね」

「なにが」

　健流の疑問に彼女は返答する。

「わざわざここに座って、挑発的なことを言って、軽野さんから言葉を引き出しました。わざとでしょう」

「昨日もそんなことやったよな」

「昨日はわたくしたちと軽野さんの関係を探さぐるためです。今日は多分……」

　多久美が少し口ごもる。健流は先をうながした。

「多分？」

「わたくしと組ませないためです」

「なんで」

「わたくしは校内でベストテンに入っています。二瀬さんとも互ご角かくに戦うだけの実力はあるつもりです。対戦直前でレオンと入れ替かわることを防ぎたかったんでしょう」

「そんなことできるのか」

「スタッフが望めば、考こう慮りよしてくれます」

　多久美は言った。健流は、凍紀の薄笑いの裏にそんなことが隠かくされていたのかと、改めて驚おどろいていた。

　一方レオンはぶすっとしている。

「……あたし、そんなに舐なめられてんの」

「最下位ですから」

「言われなくたって知ってるわよ！　だからこそ勝って、鼻をあかしてやるんだから！」

　彼女はきっとして健流の方を向いた。

「ご飯食べたら、特訓よ特訓！」

　彼も答える。

「そうだな。一位になるためだ」

「分かってんじゃない」

「お二人とも、このあと授業ですわよ」

「知ってるわよ！　気合いの問題なの、気合い！」

　レオンは断言した。

「健流、完かん璧ぺきな勝利をするわよ。休み時間は特訓と調査！　あの女に見せつけてやるんだから！」

「よし、一位を目指そう！」

　二人は決意も新たに、朝食の残りを胃の中に収めていった。



　　　　○



　その日の昼休み。

　健流はレオンに屋上まで連れ出された。

「ご飯なんか食べてる場合じゃないわ。特訓よ特訓」

「賛成だが、なんだって屋上なんだ？」

「ここなら考えてたってちょっとくらい騒いだって、他人に見られることがないでしょ」

　と彼女は言った。新武高校は敷しき地ちが広く、池や丘おかまであるため、外で食べるときの場所に困らない。そのため校舎の屋上は人にん気きがなく、鍵かぎが開いていても使う生徒はほとんどいなかった。

「なるほどね」

「あんた、なにか二瀬のこと分かった？」

「一応、フリードリヒ大王のことは勉強したよ」

　健流は休み時間を使って図書館に入り浸びたり、急いで知識を詰つめ込んでいたのだ。早読みもこういうときは役に立つ。

「でも肝かん心じんの対戦でどうやって役に立てようか」

「フルートが下手って嘲ちよう笑しようするのはどうかしら」

「なんでフルートにこだわるんだ」

「あたし楽器苦手だもん。演奏すると眠ねむくなるから」

「ナポレオンのくせに、なにやっても眠くなるんだな」

「対戦は別。対戦は眠くならない」

　彼女は目をぎらぎらさせながら言っていた。

「今も眠くない」

「じゃあ特訓するか」

　と言ってから、彼はふと疑念を口にする。

「どうやってやるんだ？」

「それは……あれよ、作戦考えるとかそういうの」

　先ほどまでの口調から一転して、レオンはたどたどしい物言いになる。

「どんな？」

「どんなって、そ、そういうのこそスタッフの役割じゃない。考えなさいよ！」

「いや考えるけど、俺だけやってたってしょうがないだろ」

「そりゃそうだけど」

「レオン、ここでちょっとフォースコールやってみてくれないか」

「いいわよ」

　レオンは手を上に向け、「フォースコール！」と叫さけんだ。

　魔ま方ほう陣じんが出現し、同時に大陸軍グランド・アルメーが現われた。

　レオンの前方上に兵数とカラーバーが浮ういている。彼女はそのあたりを手で触さわろうとしていた。

「ここらへんにあんのよね。あたし見えないけど」

「兵数は七千。ステータスは数値化されてないんだよな。カラーバーの長さだけだ」

　健流は頭をひねる。レオンは軍勢を消した。

「兵数とステータスって、上じよう昇しようさせる要素が別だったりすんのかな」

「基本的に、あたしたちの努力でなんとかなんのは兵数の方。ステータスはスタッフの助けがないと駄だ目めだったと思うわ」

　彼は昨日の決けつ闘とうを思い出しながら言った。

「多久美はステータスも結構高かったぜ」

「だからあいつはすごいのよ。二瀬もその口」

　個人だけで、ステータスもある程度上げてしまっているのである。確かに生なま半はん可かな努力ではこうはいかないだろう。

「レオンはできるか？」

「あたしはさすがにそこまで……」

　そしてそのステータスを上げるには、関係性を深めるしかない。

　二人とも同時に思い至り、無言になる。

「愛情を深めるのか……」

　健流が漏もらした言葉に、レオンは敏びん感かんに反応した。

「あ、愛情ってなによ！　人間関係を強くするとかでいいじゃない！」

「愛情の方が早いって、頼らい先生が言ってたんだよ」

「あ、あ、あの先生は嘘うそばっかりつくから」

「これも嘘なのか？」

「……本当」

　レオンはほのかに顔を赤くしながら返答する。

　健流は彼女に近づいた。

「しょうがない。じゃあ、やろう」

　レオンは飛びすさった。

「なっ、なにをやるのよ!?」

「俺だって分かんねえよ！　世の中のカップルはどうやって楽しんでんだ？」

「なにあんた、経験ないの」

「悪かったな」

　むすっとしながら健流は答える。残念ながら今までの人生において、異性と親密な付き合いをしたことはない。

「で、お前は」

「……ないわよ」

「その年で？」

「人のこと言えるの？」

「せめて言わせてくれ」

「嫌いやよ！　惨みじめになるじゃない。言ってるあんたはもっと惨めだけど」

「もしかしたら今の俺は恰かつ好こういいかもしれないだろ！」

「今のあんたが恰好よかったら、今のあたしは絶世の美女よ！」

「お前がそんなことあるか！」

「あんただってないわよ！」

　二人はしばらく顔を見つめ合うと、深々とため息をついた。

「なんかすげー馬ば鹿か馬ば鹿かしいな」

「まったくね」

　健流は真しん剣けんな表情で、レオンに尋たずねた。

「こう、愛情を深めるのが手っ取り早いとして、どんな方法があるんだろうな」

「なんでそんなこと訊くのよ」

「藁わらにもすがりたい」

「そ、そうね……」

　レオンは戸と惑まどいつつ考えていた。健流は黙だまって待つ。

「その……あたしを褒ほめるのは？」

「なんだそりゃ」

「だからね、ええと……レオンちゃんは綺き麗れいだねとか、レオンちゃん可愛かわいいねとか」

　たどたどしく彼女は言う。健流は露ろ骨こつに嫌な顔になった。

「なんでそんなこと言うんだよ」

「うわ、酷ひどい!!」

「ちゃんづけとか気持ち悪いだろ」

「ぶん殴なぐるわよ!?」

「なんでレオンを綺麗とか可愛いとか言わなきゃならないんだよ」

「いいじゃない言ってくれても！」

「もっと別の言葉はないのか」

　レオンは口を尖とがらせていた。

「あたしだけじゃなくて、あんたも考えなさいよ」

「そうだな……レオンは背が低くて笑えるな」

「なにそれ!?」

「そのわりに態度が大きいから、小学生が威い張ばり散らしているみたいだ」

「あんた真顔であたしをディスる趣しゆ味みがあんの？」

「褒めたんだよ」

「頭おかしいんじゃない!?」

　レオンは恥はずかしさとは別の意味で顔を上気させていた。腕うでを振ふり回す。

「どうかしてるわね！　あんたも顔が地味で声がキモくてひょこひょこした歩き方が笑えるわよ！」

「それただの悪口じゃねえか！」

「あんたもあたしに同じようなこと言ったのよ！」

　どちらも唸うなり、相手を睨にらみつける。そしてまたため息をついた。

「いがみ合うのはやめよう、益がない」

「そうね。いいことないわ」

　健流は首の筋肉をほぐそうと、大きく回した。

　空は青く、所々雲があるだけの晴天だった。熱くはないが日差しが強いので、手でひさしを作る必要があった。

「なあレオン。対戦って外でやるんだよな」

「そうよ」

「雨降ったらどうするんだ」

「小雨は決行。本格的な降りは体育館ね。でも一気にたくさんできないから、その場合は延期」

「外でやるときも、校庭だけじゃないんだよな」

「そうよ。ここって広いでしょ。丘の上や池のほとりでやることもあるんだから」

「見物人もピクニック気分だな」

「時間によっては、ご飯食べながら見てる人もいるわよ」

　授業でおこなう普ふ通つう対戦は、クラスの半分が対戦して残り半分は観戦する。そして授業の後半で対戦と観戦を交こう換かんし、全員が戦えるようにしていた。長引くと休み時間に食い込み、ブーイングが出ることもある。

　健流はもう一度空を見上げた。

「……明日あした、雨は降りそうにねえよな」

「延期なんて虫のいいこと、そうそうないわよ」

「やっぱ関係を深めるかあ」

　そう呟つぶやくと、レオンに向き直った。彼女が口を開ける。

「で……あたしを褒めるのは？」

「まだやるのか？」

「関係深めるって言ったでしょう！」

「もうネタねえよ」

「全然あたしのこと褒めてないじゃん！　あんたも特訓同意したでしょう！」

　彼女の猛もう抗こう議ぎに、さすがの健流も思い直した。

「ごめん。確かにそうだ」

「分かればいいのよ」

「だけど俺一人で考えるのは難しい。こんな経験ゼロなんだから」

「寂さびしい開き直りね」

「うるせえな。だから、助けを求めようと思うんだ」

「は？　助け？」

　なにそれと言いたげなレオンの表情。健流は頭に思い浮かんだ人物の名を口に出した。

「多久美に助けてもらおうと思うんだが」

「はあ!?　多久美!?　駄目よ、駄目！」

　すぐ近くで反発したものだから、彼は面めん喰くらった。

「え、なんでだよ。彼女経験豊富そうじゃん」

「豊富とかそういうのじゃないのよ！　なんで多久美なの!?　あとまた多久美って呼んだし！」

「董ってなんか言いづらいんだ」

「それ聞いたら、あいつあんたのこと健流って呼ぶわよ！」

「それは仕方ないだろ」

「余計駄目！」

　彼は目を何度もしばたたかせた。眼前でレオンが、唾つばを飛ばす勢いで叫んでいるのである。理由を考える間もなくまくし立てられる。

「あんたはあたしのスタッフで、次の対戦をしなきゃならないんだから、多久美は関係ない！」

「だって俺は多久美のスタッフでもあるんだぞ」

「きっとなにかの間ま違ちがいよ！」

「お前さあ」

　彼は呆あきれたよと言おうとしたが、ふと思いついたことに言い直そうとした。

「ひょっとしたら……」

「違うわよ！」

　いきなり彼女が髪かみの毛を逆立てて叫さけんだ。

「あたしはあんたにそんな感情持ってないから！　持ってないからね！」

「まだなんにも言ってないぞ」

「心の動きが読めたわよ！　あ、あ、あ、あたしはそんな、あんたにやきもちとか……」

　言いかけてから、ぶんぶんと大きく頭かぶりを振る。

「とにかく、絶対ない！」

「分かったよ」

　迫はく力りよくに圧おされ、健流は意見を引っ込めた。そもそも、まだ口に出していなかったのだが。

「で、多久美じゃなかったら、誰だれにアドバイス求めるんだよ。頼先生か？」

「先生なんて……それは止やめた方がいいわよ、多分」

　レオンのテンションが落ちた。怒いかりというより無理だろうと言いたそうだ。

　さつきは止めておけという意見には、実は彼も同意だったりする。

「嘘うそ教えてきそうだからなあ。俺も訊きく気はねえや」

「お金渡わたすのが一番いいとか、変なこと言い出すわよ」

　いいことを一つも思いつかなかったので、二人は頭の中からさつきのことを追い出した。

　しばらく、無言になって考え込んだ。そろそろ昼休みは終わりになってしまう。

「……他ほかの人は、どうやって関係性を深めているんだ」

「そうねえ」

　レオンはそう言ってから、何度か口をぱくぱくさせた。

「……知らない」

「知らないのかよ！」

「だって、あたし今までスタッフいなかったから、気にしてなかったんだもん」

　やや不ふ機き嫌げんそうにしていた。

「クラスメートは、ほとんどスタッフいるんだよな」

「いないのは、あたしと多久美と二瀬だけだった」

「んー、じゃあ他の人たちに訊いてみるか」

　健流は腕組みをしながらレオンを見た。

「いいよな？」

「構わないわよ。なんであたしに許可を求めるの」

「多久美に訊くって言ったら怒おこっただろ」

「怒ってないわよ！」

「だからなんで怒るんだよ！」

「怒ってない！　訊きたいなら、さっさと行ってきなさいよ！」

「へいへい」

　またレオンの機嫌が斜ななめになってきたので、怒いかりの奔ほん流りゆうに巻き込まれないうちに健流は屋上から退散した。



　　　　○



　ちょうど教室に戻もどったときに昼休みは終わってしまい、健流はクラスメートに聞くことができないまま授業を受けることになった。

　そして放課後。彼は教室の外、廊ろう下かの端たん末まつ機前にいた。

　新武高校の校舎には、廊下にタッチパネル式の端末機が備えられている。授業の時間割や学校行事、個人成績を自由に参照できるためだ。同じものは寮りようにもあって、データは教務棟とうのサーバに格納されている。

　これはかなり便利なので生徒たちは多用していた。ただあまりに手軽なので、「その時に調べればいいや」とばかりに時間割を記き憶おくしなくなり、忘れ物が多発したというから難しい。

　彼は液えき晶しよう画面をタッチして転生者リバーサーの校内成績を呼び出していた。

「レオンは……と」

　成績をずっと下側にスライドさせる。四三八位。堂々の最下位。

「逆にすげえな……」

　また画面にタッチして、これまでの成績を折れ線グラフにする。最下位一直線のままピクリともしていない。心肺停止に陥おちいった老人みたいだった。

　多久美との決けつ闘とう対戦に一度勝ってはいる。成績上位者との対決に勝利すればランクの上じよう昇しようも早いのだが、まだ反映されていないようだ。そもそも決闘対戦自体、順位に反映するポイントが普通対戦よりも少ないときている。

「多久美は……七位か。さすがだよな。じゃあ凍紀は……」

　ぴっ。表示された順位は三位。

　健流は頭を抱かかえたくなった。ベストスリーの言葉に嘘はない。しかも参謀スタツフなしでこれ。どうやったら勝てるというのだろうか。

　同じく参謀スタツフがいなかった多久美には勝利したが、あの戦いの流れを凍紀は知っていた。同じ手に乗ってくれるようには思えない。

「三位って、なにかの間違いじゃねえかな……」

　何度確かく認にんしても名前の前にある数字は３。見間違いでも幻げん覚かくでもなかった。

「勝てんのかこれ……」

　ぶつぶつ呟く健流。と、背後から声がかかった。

「あー、軽野君だー。あははー」

「なになにー、軽野君？」

「まあ、軽野君ね」

　声が三つ。妙みようにふわふわしたものと、元気そうなのと、色っぽいものであった。

　彼は振ふり返る。同じクラスの女子が三人、そこにいた。

「あー、えーと」

　健流はまずふわふわした感じの女子に言う。

「確か鳥とり須すそなえさんだっけ」

「そうだよー。あははー」

　次に地味目だが元気そうな生徒に声をかける。

「班はん仲ちゆう翔しよう子こさん」

「うん」

　最後はその隣となりにいる、やたら胸の大きい女子だった。

「矢や野のジェシカさん」

「はい」

　健流は名前を間違えなくてほっとした。さすがにクラスメートの名を知らないのは失礼だろうと思い、授業中に顔を盗ぬすみ見して覚えたのである。

　そなえは緊きん張ちよう感の笑え顔がおを浮うかべながら言ってきた。どこを見てもふわふわしていた。

「ねー、なにしてるのー」

「調べもの」

「校内順位ー？　あははー」

「当たり」

　返答してから、彼女に言う。

「鳥須さんもリバーサーだよね」

「あははー、そなえでいーよー。わたしはトルステンソンのリバーサーだよー」

「……誰だそれ」

「三十年戦争後期の、スウェーデン軍の将軍」

「マニアックだな」

「あははー、それ言うなら、翔子だってそーだよー」

　話を振られた翔子は苦笑いをする。

「そうかなあ、班はん超ちようって後ご漢かんの将軍じゃメジャーだと思うけど？」

「わたし知らなかったー。あははー」

　俺も知らねえ、と健流は呟つぶやく。

　そなえはぴょんと飛んで、ジェシカにしがみついた。

「ジェシカはねー、ヤン・ジシュカのリバーサーなんだよー」

「……もっと聞いたことがない」

　ジェシカがにこりとする。

「フス戦争の指導者よ」

「そんな戦争があったことすら、ちょっと」

「あははー、もっと勉強した方がいいよー。うちのクラスには、ヴィンツェンティ・ゴシェフスキやグナエウス・ドミティウス・コルブロ、秦しん叔しゆく宝ほうのリバーサーもいるよー」

　そなえに言われ、彼は余計に面めん喰くらった。

「さっぱり分からない……」

「しょうがないなー」

「……最後の人はきっともう死んでる人だ」

「近いなー。唐とうの将軍だよ」

　あははー、とそなえは笑っていた。

　こうしてみると、三人は顔も体型も性格も違っていて、実に個性的だった。そなえは綿わた菓が子しみたいな雰ふん囲い気きを発していて、翔子は眼鏡めがね。ジェシカなどは左手薬指に指輪までしている。

「……指輪？」

　健流が首をかしげる。ジェシカが笑った。

「わたし、結けつ婚こんしてるの」

「なるほど……結婚!?」

　彼は思わず訊き返した。

「同じ高二だよな？」

「そうよ。高校二年生なら結婚できるから」

　ジェシカはうっとりとしながら、薬指の指輪を見つめていた。

「やっぱり人妻の色気っていうのかしら、どうしても滲にじんでしまうわね」

「よく結婚なんてしたなあ……」

「結婚しようって言われたから、いいわよって答えたの」

「相手はどっかの大だい富ふ豪ごうか？」

「お金はある人ね」

　ジェシカがとろんとした目で指輪をいじっているので、翔子が代わりに言う。

「旦だん那なさんはジェシカのスタッフだよ」

「スタッフなのか!?　ひょっとしたらクラスメート」

「そうだよ」

　彼にとってさらなる驚おどろきであった。結婚しているだけでも仰ぎよう天てんしたのに、相手は参謀スタツフでクラスメートである。考えてみれば参謀スタツフが同じクラスなのは当然なのだが、それにしてもびっくりである。

　そなえは、呆あきれている健流に「あははー」と言った。

「そりゃ驚くよねー。わたしたちも結婚のことを聞いたときは、みんなひっくり返ったもんねー。あははー」

「驚くっていうか呆れた」

「今は病気で、学校の外で静養してるんだよ。だから授業には出てないけど」

　翔子の言葉にそなえもうなずく。

「ラブラブだよねー」

　二人の女子は、同じように笑っていた。

　健流からはまだ驚おどろきが抜ぬけなかった。転生者リバーサーと参謀スタツフの繋つながりには色々あるとは思うが、結婚は思いもつかないことである。

　ふと、彼は訊きいた。

「矢野さん」

「なあに？」

「結婚して、君のＦＯＡは上昇したのかな」

「そうねえ、このところあの人が、ずっと授業に出てくれないから、わたし寂さびしくて、対戦の成績も下がっているの」

　いかにも悲しそうに、身体からだをくねらせている。

「ああん、早く治ってくれないかしら。滅めつ多たに外にはお見み舞まいに行けないから、とても悲しいの」

「……まあ、気の毒だね。で、俺が訊いたのはＦＯＡのことなんだけど」

　だがジェシカはしょんぼりとうつむき、やはり身体をくねらせている。大きな胸が腕うでに挟はさまれて、妙な変形をしていた。

「もしもし？」

「早くあの人に会いたい。学校を抜け出そうかしら。そしてあの人の部屋に忍しのび込んで、ゆっくりとまたがっちゃって、指をこう……ああん」

　赤面して頬ほおに手を当てている。完全に自分の世界に入り込んでしまい、返答は得られそうになかった。

　くねくねしている人妻に代わり、そなえが教えてくれた。

「結婚直後のジェシカは、ＦＯＡが上がったって言ってたよー」

「やっぱり、そういう関係性も効果的なんだな」

「女の子の憧あこがれだもんねー。あははー」

　そなえは面おも白しろそうに手をぱたぱたさせた。

「鳥須さんは、スタッフとうまくやってるの？」

「……実はわたし、喧けん嘩かしちゃってるんだよねー。あははー……」

　それまで元気だったのが、一転してどんよりした雰囲気となる。

「クラスでも顔合わせづらくって……。あははー……」

「それで……成績は？」

「訊かないでー……」

　どんどん雰囲気が暗くなり、そなえのところだけ雨雲が出現したかのようであった。

　翔子が会話を引き取った。

「と、まあ、リバーサーとスタッフの距きよ離りが近いとこういうことにもなるんだよねえ」

「君はどうなんだ？」

「私は授業の時にしか顔合わせないし、ご飯も滅多にご一いつ緒しよしないから、仲悪くなりようがないよ」

「それでもＦＯＡって上じよう昇しようするもんなのか」

「そこそこだけどね。上がるよ」

「ドライだなあ」

「気楽でいいよ」

　翔子は確かに気楽そうで、他ほかの二人に比べてさばさばしていた。

　転生者リバーサーと参謀スタツフの接し方も色々やり方があるらしい。学校側が接し方マニュアルみたいなのを配布してないから、各おの々おのに任せているのであろう。それにしても結婚は驚いたが。

「うーん……」

　健流は考え込んだ。

「どしたの？」

　翔子が訊く。

「いや……参考になるなあと」

「私たちが？　だったら嬉うれしいかな」

「うん。参考ついでに協力して欲しいんだ」

　彼はまだくねくねしているジェシカに声をかけた。

「矢野さん、自分の世界に没ぼつ頭とうしてるところ悪いんだけど、ちょっといいかな」

「あん。軽野君も一緒に没頭しない？」

「まだいい。プロポーズってどっちからした？　君？」

「彼。自分からなんて、はしたないじゃない。もう」

　きゃっ、などと言っている。

「どんなこと言われた？」

「プロポーズの言葉？　聞きたいの？　欲張りな人。そんなに知りたいなら教えてあげようかしら」

　健流がなにか言う前に、彼女はうっとりとした目で廊ろう下かの天てん井じようを見上げていた。

「そうねえ……あれは、前の日からの雨が止やんで、ちょっと蒸むす日の夕方だったわ。彼が二人でご飯でも食べようって言ってくれて、わたしたちは食事をしたの。たまたまあの人のお父様の会社がレストランも経営していて」

「悪いけど、それ長くなりそう？」

「食事のメニューを全部暗唱できるわよ」

「……そういうのは省いて、肝かん心じんなところの台詞せりふだけで」

　健流のお願いにジェシカはかなり残念そうにしていたが、教えてくれた。

「わたしの目をじっと見つめて……結婚しようって」

「単純だね」

「そういうのが一番心に響ひびくの。きゃっ、やだもう。その後のことまで思い出しちゃったじゃない」

　顔を赤らめながら、ミミズよりも極きよく端たんに身体をくねらせるジェシカ。その姿を翔子は呆れ顔で、そなえは「あははー」と眺ながめていた。

　彼は翔子に告げた。

「ありがとう。助かった」

「これで助かったの？」

「……うん、多分。矢野さん、ずっとこのままなのかな」

「別世界に行っちゃうと、しばらく放ほうっておくしかないから」

　翔子が肩かたをすくめている。そなえは相変わらず「あははー」と笑っていた。

「じゃ、俺はこれで」

「なんだか知らないけど、頑がん張ばってね」

「俺たちが勝つのを祈いのっててくれ」

　彼はそう言い残すと、足早に廊下から立ち去った。



　健流は校舎から外に出た。今日の放課後特訓は、校舎の裏手にある、人目がつかない場所でやろうと決めておいた。

　そこにはすでに、レオンが待っていた。

「遅おそい」

「悪い」

　健流は軽く謝罪する。

「クラスのリバーサーに、スタッフとどうやって付き合ってるか訊いてきたんだ」

「本当にやってきたのね。それで？」

「よさそうな方法が一つあったぞ」

「どんなのよ」

　彼は口をつぐむと、レオンの正面に立った。彼女は実に胡う散さん臭くさげな表情をしている。

「なに？」

「…………」

「なによ」

「レオン……俺と結けつ婚こんしてくれ」

「……はあ!?」

　小こ柄がらな身体が飛び上がった。

「なっ……なななななななに言ってんの!?」

　両手をばたばた振ふり回している。壊こわれた扇せん風ぷう機きみたいだった。

「けっ、けっ、けっ、結婚!?」

「そうだ。俺と結婚して欲しい」

「結婚なんて……あ、あ、あ、あんたと知り合ってまだそんなに……」

「時間は問題じゃない。大切なのは今だ。今、結婚して欲しいんだ」

　レオンの顔面は、完熟トマトよりも真っ赤だった。腕どころか、足の先も充じゆう血けつしている。

　健流は極力真ま面じ目めな表情を作ろうと苦心していた。

「結婚すれば、俺とお前の絆きずなは深まる。今までなんかとは比べものにならないくらい、強くなれるんだ」

「そ、そうかな……」

「一緒に一番を目指そう」

「……そうね……」

　彼女は荒あらい息を吐はきながら、見上げていた。

「本気……なの？」



    

  
    
      「そうだ」

「……それ、二瀬に勝つためよね？」

「ああ」

「結婚以外で勝てるなら、そっちを選んでなかった？」

「もちろん……あ」

　健流は慌あわてて口を塞ふさいだが、すでに遅かった。

　レオンは直前までの上気した顔とは正反対の、牙きばを剥むき出しにしたサーベルタイガーみたいな目つきになっていた。

「この最低男！　あんた、あたしを騙だますつもりだったの!?」

「騙すもんか。レオンのＦＯＡを上昇させるには、結婚が手っ取り早いって思ったんだ」

「なによそのコンビニ感覚！　あんた女の子の憧れをなんだと思ってんの!?　結婚ってのはそんな軽々しいものじゃないのよ！」

「いやそうでもないぞ。実は俺の父親は離り婚こん歴が四回もあって、おまけにいつも複数の愛人がいて全員と結婚の約束をしていたんだ。インスタントラーメンより手軽だったぞ。だけどついに訴うつたえられたから、思わず俺は逃にげ出して……」

「そんな重苦しい話をなんでもないことみたいに語るなー!!」

　噛かみつかれそうになり、健流は思わず遠ざかった。

　彼の話は本当である。しかも省略した部分があって、父親は思いつめた愛人に無理心中を仕し掛かけられたこともあるのだ。おかげで健流は結婚になんの幻げん想そうも抱いだいておらず、道路の落ち葉くらいにしか感じていない。

　恋れん愛あいも似たようなもので、歪ゆがんだ形で身近にあったため、真ま面じ目めに接する気になれないのである。ＦＯＡを高めるには恋愛感情が手っ取り早いと聞いたとき、驚おどろきや恥はずかしさよりうんざりしてしまったくらいだ。異性に縁えんがなかったのも、このことが関係している。

　だから結婚のことを罵ののしられても困るのだが、レオンはそんなことを考こう慮りよしてくれなかった。

「いきなり結婚してくれって言い出すなんて、許せない！」

「ナポレオンは二回結婚してるし愛人もいたんだぞ。慣れてるだろ」

「そんな前世嬉しくないから！　せめて、も……もっと本気っぽく言ってよ！」

「俺、そんなに演技下手だったかなあ」

「そういう問題じゃないの！」

　レオンはまだ噴ふき上がっていた。しかも当分収まりそうにない。

「じゃあどうすりゃいいんだよ。対戦は明日あしただろ。ＦＯＡを上げないと負けるじゃねえか」

「負けたくないに決まってるわよ」

「矛む盾じゆんしてるぞ」

「してない！　あんたが最低なスタッフだと知って、腹立ててんの！」

「どうして怒おこってばかりなんだよ！」

「普ふ通つうは怒るのよ!!」

　彼女は、はあはあと荒い息を吐いていた。肩が激しく上下している。

「もっと、別な方法を考えなさいよ」

「あとは……褒ほめるのがやっぱいいか」

「お昼の続きね。なんかまともな褒め言葉を考えてきた？」

「まあな。披ひ露ろうするから、レオンも俺を褒めてくれ」

「いいわよ」

　二人は改めて向き直る。この場は木こ陰かげなので、誰だれかに見られる心配はなかった。

　まず健流が喋しやべる。

「レオン……君と……」

「結婚してくれなんて言ったら殴なぐる」

「……あー、君は身体からだが平らで顔も子供っぽくて、そっち系の趣しゆ味みをしたおっさんに好かれそうだよな」

「はあ!?」

「声もやかましいし」

「こっ、この……」

　目を吊つり上げ、くわっと口を開けるが、彼女はそれ以上は自じ重ちようした。代わりに、にこりとする。

「じゃああたしの番ね。健流は……声が超ちよう気持ち悪くて挙動不ふ審しんだしおまけにデリカシーがないよね」

「おい、今考えた悪口だろ！」

「まだあるわよ！　女の子の気持ちも考えない最悪男！　なによ身体が平らって！　健流が一生モテませんように！」

「褒めたじゃねえか！　こっちは本当は巨きよ乳にゆうが好きなんだからな！」

「そこが最低だってのよ！　あたしだって、きょ……巨根が好きなんだから！」

　健流はその言葉に、血圧を上じよう昇しようさせた。

「みっ、見たことあんのかよ！」

「見なくたって分かるわよ！　多分……じゃなくて、絶対小さい！」

「名めい誉よ毀き損そんだ！　訴えてやる！」

「図星なのね！」

「女が巨根とか言ってんじゃねえよ！　はしたないだろ！」

「なんで男が巨乳って言うのは許されて、巨根は許されないのよ！　男女差別反対！　フェミニズム万ばん歳ざい！」

「セントヘレナに流されろ！」

　二人は喉のどが嗄かれるまで怒ど鳴なりあいをした。

　太陽は徐じよ々じよに傾かたむいていき、あたりはオレンジ色に染まっていく。そして徐々に暗くら闇やみへと変化していった。

　健流は肩で大きく息をしていた。

「む、空むなしい……」

　レオンも呼吸困難に陥おちいったかのように、ごほごほ言っている。

「あんたとはじめて意見が合ったわね……」

「どうしてこうなるんだ……」

「まったくよ。早くＦＯＡを上げなきゃ駄だ目めだってのに……」

「もしかしたら、これで上昇したかもしれねえぞ……」

「あんたへの憎にくしみはストップ高よ……」

「もう一度、フォースコールをしてみてくれないか」

　健流の望みを聞き入れ、彼女は軍勢を呼び出した。

　デジタル数字を確かく認にんする。まあこの程度だよなと彼は思って目を離はなしたが、慌てて見直した。

　八千。確か多久美と対戦したときは、七千だったはずである。

「増えてる……？」

　彼の呟つぶやきを聞き、レオンはぎょっとした。

「な……なんで？」

「俺が訊きたいよ。兵数も二人の関係が深まんなきゃ増えないはずだろ。もしかして……結婚を言い出したからか？」

　彼はレオンを見つめる。少女の顔は、瞬しゆん時じに赤く染まった。

「そっ、そんなことないわよ！　きっと日ひ頃ごろの特訓のせいよ！」

「お前俺と組む前も特訓してたのか？」

「そんなことどうだっていいの！　とっ、とにかく結婚は関係ない！　演技で結婚なんて言われても嬉うれしくない！　そのはず！」

「分かった。分かったよ」

　ぜいぜい言っているレオンをなだめるようにして、彼は話を収めた。

　疲つかれ切った瞳ひとみで、レオンが健流を見る。

「もう……どうすんのよ。時間ないわ」

「手助けが必要かもな。多久美とか」

「それも駄目って言ってるでしょう！」

「明日の授業までに、なんか考えねえと……」

　彼は身体を何度かひねる。同じ姿勢で罵りあっていたため、こわばった筋肉が悲鳴を上げていた。

　そろそろ帰れとばかりに、校舎から最後のチャイムが鳴り響ひびいた。



　　　　○



　そして翌日。

　普通対戦は授業の一コマ目にあった。二年生の中ではここが一番早くやるらしい。

　担任のさつきは、開始前に言った。

「今日の校庭は、三年の知らねークラスが使うから、お前らは丘おかの向こうだ。さっさと行くぞ」

　ぞろぞろと外に出るクラスの面々。健流は小声で多久美に質問した。

「丘の向こうってなんだ？」

「平らな場所がありますのよ。将来の施し設せつ拡張のために、確保してあるのだそうです」

「そっちって和風の建物が建ってなかったっけ」

「あれはアウデナルデの丘の向こうですわ。わたくしたちが行くのは人ひと取とり橋ばしの丘と呼ばれています」

「橋なのに丘かよ」

「古戦場から取った名前ですから。アウデナルデの丘の奥にある建物は、温泉施設になっています」

「そんなのあるのか」

「保養にはお金をかけているみたいですわ」

　言いながら、多久美は健流にしなだれかかった。

「どうですか軽野さん。ご一いつ緒しよに温泉でも」

　暇ひまができたら、と言おうとしたが、レオンが人を殺しそうな目つきで睨にらんでいたので、答えなかった。

　その後に多久美が教えてくれたが、学校内でずっと生活させるとストレスが溜たまるため、発散のための投資は惜おしんでいないとのことであった。特にリラックスをさせることには注意を払はらっていて、温泉にはカラオケ施設も併へい設せつされているとのこと。

　二年四組のクラス全員が、丘を迂う回かいするようにして歩く。道は全すべて舗ほ装そうされているので苦労はしない。

　到とう着ちやくする。ベンチがいくつかあるほかは、草地が広がっていた。

「よーし、じゃあちゃっちゃっとやっちまうぞー」

　さつきはキセルをくわえたまま、手元の書類をめくっていた。

「まずは……と。本日の第一組、二瀬と名な波ば斗とだな。名波斗のスタッフは軽野」

　レオンと健流が進み出る。凍紀はそれを確認してから、ゆっくりと所定の位置に着いた。

　周囲から少し離れたところで、別のグループも対戦の準備をしていた。残りは観戦で、どこを見ていてもいいことになっている。

　レオンと健流のところに見物人は少なかった。相手が凍紀だからだ。彼女が強い上に嫌きらわれているから、どうしてもこうなる。

　数少ない見物人の中に、多久美がいた。小さい声で「健けん闘とうを祈いのっていますわ」と言っていた。

　健流は、ありがとうの印に、軽くうなずく。

「よそ見とはたいした余よ裕ゆうだ」

　凍紀の声に、彼は慌あわてて向き直った。

　彼女は相変わらず皮肉っぽい笑えみをたたえている。

「レオン、賭かけに負ける準備はできたか」

「賭けをしたのは健流よ。あたしじゃないわ」

「お前が勝負に負けるのは当たり前だから、わざわざ訊かなかったんだ」

「その自信も今回限りよ。あたしの辞書に不可能はない！」

　指を突つきつける。そんなレオンの背後から、健流は囁ささやいた。

「いいのかよ、そんな偉えらそうなこと言って」

「……なんとかなるわよ。ていうか、なんとかする！」

　レオンは「フォースコール！　大陸軍グランド・アルメー！」と叫さけんだ。現われた魔ま方ほう陣じんがくるくる回り、小さな軍勢を生み出す。

　凍紀は手のひらを天に向けることはなく、大きな声を出すこともなく、ただ「フォースコール、プロイセン軍」と言った。

　魔方陣の上に、黒っぽい軍隊が出現する。

　健流は目を細めて、同時に現われたデジタル数字を読み取った。

「い、一万四千……」

　彼はくらくらした。対するレオンは八千で、特訓の成果が出たとはいえ、前とほとんど変わらない。

　レオンが正面を見たまま言う。

「どうしたのよ」

「すげーいるぞ」

「知ってるわよ。ＦＯＡのステータスはどう？」

「……やたら長いな」

　多久美の時よりも長さはありそうだった。参謀スタツフなしであれは相当すごい。

「あたしのステータスも増えてるでしょうね」

　健流は確認する。

「……どうかな」

「なにそれ」

「なんか前よりもちょっと短くなったような」

　レオンが振ふり返った。

「どうすんのよ!?」

「一応、多久美と戦ったときと、同じ配置をしてみた。これでなんとかしよう」

「なんとかなるんでしょうね。一番になるには、二瀬は絶対倒たおさなきゃなんないんだから！」

　それは彼にもよく分かっていた。

　凍紀は制服を肩かたに羽織ったままにしており、平然としていた。整列している軍勢は向かって右側に厚みがあるように感じられた。

「多久美と戦ったときと同じかな……」

「だったら都合がいいわよ」

　レオンが呟く。

　笛が鳴って、さつきが「おらー、はじめー！」と言った。

「大陸軍グランド・アルメー、進めー！」

　レオンの号令と共に、青い服の軍隊が前に進み出す。凍紀はなにも言わなかったが、その軍勢は整然と歩み出していた。

「健流、動きの確認任せるわよ。あたし軍勢の維い持じで手て一いつ杯ぱいになるから」

「倍近い数だぞ。支えられるか」

「分かってるわよ！」

　先頭同士が接せつ触しよく。たちまち火ぶたが切られた。

　多久美と対戦したときと違ちがい、どちらも鉄てつ砲ぽうを装備している。しきりと発はつ砲ぽうするために、破は裂れつ音がそこかしこで響いていた。

　耐たい久きゆう力がなくなるたびに、兵はデジタルドットが拡散するようにして消えていく。徐じよ々じよに多くの軍が戦いに加わっていった。

　大陸軍グランド・アルメーの右う翼よくが押されはじめた。直線だったのが徐々にへの字形に変形していく。

「健流、やられはじめたわよ！」

「まだ中央を前進させるなよ」

　久美子と戦ったときは、中央を空にしたのに乗じて攻せめ込み、勝利をもぎ取った。今回はどうか。

　レオンは汗あせを流している。精神力の消しよう耗もうが激しいためだ。一方の凍紀は涼すずしい顔をしており、さも面おも白しろそうに戦せん況きようを見つめている。

「健流！」

「まだだ！」

　右翼だけではなく、左翼も押されはじめた。兵数の差が露ろ骨こつに出てきたのだ。凍紀のデジタルの数字は、まだ一万三千もある。

　健流は目を擦こすった。まだ相手は余裕があるように見える。ここで攻こう勢せいに出ていいものかどうか。

（……どうすっか）

「健流！　あたし疲れんのよ」

「まだ……」

「早く！」

「ちょっと待……」

「ああもう、前進前進！」

　痺しびれを切らしたレオンが、大陸軍グランド・アルメーの中央に前進を司令する。隊列がへの字だったのが、急速に弓なりになってきた。

　健流が焦あせった。同時に、凍紀はにやりとした。

「もらった」

　大陸軍グランド・アルメーの中央に、プロイセン軍の大軍が出現した。しかも戦闘に加わっていない、まっさらの部隊である。これまでは一部の部隊だけを先行させて戦わせており、その交戦の陰かげになって隠かくれていたのだ。

　中央の戦いが大きくなる。というより、一方的にプロイセン軍が大陸軍グランド・アルメーを倒しはじめた。

「ぎゃー！」

　レオンの悲鳴がこだまする。数字が六千、五千、四千と急速に減じていく。

　戦列も右翼で押され、中央でも粉ふん砕さいされて分断されていた。かろうじて隊形を整えているのは左翼だが、そこもぐずぐずになりつつある。

　ついに右翼も消しよう滅めつし、プロイセン軍は総力を挙げて左翼に襲おそいかかった。反はん撃げきする兵力はどこにも残っていない。

「あああ……」

　空気の抜ぬけるようなレオンの声。デジタル数字の減少は止まらない。三千、二千、千。

「そこまで。第一組しゅーりょー」

　ぴーっ。さつきの吹ふいた笛が鳴り響ひびいた。

　がっくりとうなだれるレオン。

「負けた……」

「負けちまったな……」

　健流も言う。彼女は顔を伏ふせたまま言う。

「呑のん気きなこと言わない！　あんたの……！」

　そこまで言ってから、がっくり肩を落とす。

「……あんたのせい、だけでもないのよね……。結局戦ってるのはあたしなんだから……」

　殊しゆ勝しような台詞せりふに、健流の心に罪悪感が湧わいた。

「いや、俺のせいだよ。俺がちゃんと協力してＦＯＡを上げれば」

　突とつ然ぜん、レオンが顔を上げた。

「……そうよね、やっぱりあんたのせいよね！」

「おい!?」

「あたしだけじゃどうにもならないんだから、やっぱりあんたのせいよ！」

「なんだよその理り屈くつ！　二人で責任を分かち合おうって気はないのか！」

「責任はあたしが一であんたが九！」

「五分五分だろ！　むしろお前が六くらい！」

「女の子に責任追わせる気！　優やさしくしなさいよ！」

「フェミニズムはどうした！」

　そこに凍紀が、静かな声で割って入る。

「楽しそうなところに申し訳ないんだが」

「どこが楽しそうなんだよ」

「レオンだけじゃなくて軽野も私に負けたんだ。賭けは私の勝ちだ」

「そうだな」

「賭けの内容を思い出させてあげよう。なんでも私の言うことを聞くこと、だ」

「う……」

　言葉につまる健流。忘れていたわけではないのだが、こうやって言われると得体の知れない恐おそろしさに、心臓を鷲わしづかみにされた気分だった。

　彼の反応を見て、凍紀は満足げになる。

「なにをしてもらうかは、あとで言おう」

「……常識的なことだよな」

「どうだろう」

　凍紀はただ、薄うす笑わらいを浮うかべていた。



    

  
    
      　　第五章




　普ふ通つう対戦のあった日の放課後。二年四組。

「特訓するわよ！」

　ほとんどの生徒がいなくなった教室の中、健たけ流るは信じられない気持ちで、レオンに目をやった。

「……お前、元気だな」

　彼女は小さな胸を張っていた。

「落ち込んでられない！　さあ、やるわよ」

「俺はちょっとくたびれた」

「ちょっと、あんたもテンション上げなさいよ」

「こっちはなんでも言うこと聞かなきゃならねえんだから」

　授業中、ずっとそのことが頭にあったのだ。そのせいで教師がなにを言っているのか、ほとんど聞いていなかった。

「なにかやれって言われたの？」

「いいや」

　健流は首を振ふる。普通対戦で負けてから休み時間になるたびにビクビクしていたが、なにもなかった。時々凍とう紀きのことをうかがったが、彼女は目を向けようともしない。

「そこが逆に怪あやしいんだ。なにか企たくらんでいそうなんだよなあ」

「とりあえず忘れて、特訓するわよ。なんとしてでも次は勝つ」

「当分、二に瀬せとの対戦はないだろ」

「じゃあ誰だれが二瀬と対戦すんのよ」

「えっと次は……」

　教室のどこかに書いていないかと見回したが、その前に声がかかった。

「わたくしですわ」

　もちろん多た久く美みである。彼女は若じやつ干かん誇ほこらしげに言った。

「次の普通対戦、二瀬さんと戦うのはこのわたくしです」

　健流は彼女に目を向けながら言う。

「校内ベストテンの二人が激突か、これはなかなかの対戦になるんじゃないか」

「ええ、今までもいい勝負を繰くり広げてきました。勝ち星は二瀬さんが上ですが、次からはそうもいかなくなるでしょう」

「自信あるんだな」

「当然ですわ。だってわたくしにもスタッフができたのですから」

　多久美はうっとりした顔になる。

「軽かる野のさんがいらっしゃれば、二瀬さんに負けなくなります」

「そういや、俺って多久美とも組んでいたんだ」

「はい。レオンとの訓練、悔くやしい思いで眺ながめていましたのよ。次の試合まではわたくしとたっぷりできますわね。さあ、参りましょう」

　彼女は健流の手に腕うでを回して、引っ張っていこうとする。

　そこにレオンが割り込んだ。

「こら！　なに勝手なことをしてんの！」

「なんですの、スタッフがわたくしと特訓するのは当然のことですわ」

「健流を持っていかないで！」

「盗ぬすむわけではありません」

　そう言いながら、多久美は腕にしがみついてくる。しかも体重をかけ、胸のあたりを押しつけていた。

　引き剥はがすわけにはいかず、彼はとりあえず身をよじった。

「なあ多久美……」

「もっと抱だきついた方がよろしいですか？」

「いや……」

「わたくしの身体からだに興奮してしまうのは殿との方がたとして当然のこと。遠えん慮りよなさらなくてもよろしいですのよ。続きはもっと他ほかの場所でしますか？」

「なんでそんなエロいことすんのよ」

「はしたないことだと思うなんて、レオンは心が汚よごれていますのね」

「こら！」

　レオンは腕を振り回した。

「それどころじゃないんだから！　あの冷血吸きゆう血けつ鬼き女おんなが健流になにをするか、分かったもんじゃないのに！」

「冷血吸血鬼女とは新しい表現ですわ」

「きっと賭かけのことを利用して、なにかやってくるわよ！」

　それはもっともな指し摘てきだった。健流は賛同の印にうなずき、多久美もそれ以上茶化さなかった。

　凍紀の頭の回転は速く、性格は悪い。賭けを言い出したのも狙ねらったものだろうし、こちらの不利益になることを命じるつもりだろう。健流はそう考えていた。

　少しの間、彼は思考を巡めぐらせた。ぽつりと呟つぶやく。

「……俺と多久美を組ませないようにする、とか」

「あり得ますわ」

　多久美が同意する。

「わたくしは正直、二瀬さんとの対戦成績がよくありません。スタッフを得てはじめての戦いになるのです。次こそはと思っていますし、それは二瀬さんも同じでしょう」

「あー、やりそう。あいつ腹黒だもん」

　レオンもそう言って、彼女の説を支持していた。

「他人の足引っ張るの大好き」

「でも俺を外すなんてできんのかね」

　健流の疑問にレオンが答える。

「簡単よ。先生が認めなくたって、あんたに風か邪ぜひいたとか言わせればいいんだから」

「なるほどなあ……」

「そういうことは、早く阻そ止ししませんと」

　多久美がまた健流に寄り添そう。

「早くわたくしと健流さんで特訓してしまいましょう。今のうちにＦＯＡを上げておけば二瀬さんを恐れることもなくなりますわ」

「あー、今健流って言った！」

　レオンが噛かみつく。態度だけではなく、本当に噛みつきそうだった。

「言ってはいけませんの？」

「言うときはあたしの許可をもらって」

「レオンこそ、健流さんと話をするときは、わたくしの許可をもらっていただかないと」

「冗じよう談だんじゃないわよ！」

「そうだな。冗談じゃない」

　全員、ぎょっとして言葉の主に目をやった。

　少し離はなれた窓まど際ぎわ、机の上に座っていたのは凍紀であった。

　彼女は例によって皮肉っぽく笑っており、この騒そう動どうを楽しんでいるようにもうかがえた。

「むしろ許可は私に求めるべきだろう」

　口をへの字に曲げ、腰こしに手を当てながらレオンが言う。

「さっきからそこにいたの？」

「いいや。顔を出したら面おも白しろそうなことをしているから、見物していただけだ」

「趣しゆ味み悪いわよ」

「見せつけていたのかと思っていた。むしろ私へのお披ひ露ろ目めだろう。軽野を自由にしていいという」

「なんであんたなんかに」

「軽野に命令できる権利があるからなあ。フランス皇こう帝ていともあろうものが、約束をたがえたりはしないだろう？」

「プロイセン王はこんな意地悪いこと言わないわよ」

「王たるもの腹芸もできるようにならないとな」

　凍紀は机から下りた。

「さて。私は帰るとしよう」

「勝手に帰れば」

「軽野と一いつ緒しよに」

「だから勝手に……は!?」

　レオンは問い返していた。

「なんなの！」

「私と軽野が二人で帰宅するんだ。なにしろ寮りようが一緒だからなあ。帰り道が同じになるのも仕方がない」

「あんたそのために教室戻もどってきたの？」

「ほう。やはりバレてしまったか」

「分かるわよ！」

　にやにやしている相手に、レオンが大きな声を出す。凍紀はけろりとしていた。

「バレた以上、隠かくすこともないな。では軽野、帰ろうか。……ああ、私と彼の二人きりだ。レオンと董とうはお呼びじゃあないからな」

「そんなことさせないわよ！」

「私は彼に命令できるんだ。なあ、軽野、二人きりで帰りたいよな？」

　健流は目線でうながされた。

　逆らおうと思ったが、できそうにない。瞳ひとみに強制力があるのだ。賭かけに負けたことも大いに関係している。

　不承不承だったが、口を開いた。

「……俺と二瀬で帰るから、また明日あした」

「もう、健流！」

　凍紀が彼の手を取り、引っ張る。

「そういうわけだ」

「二瀬！　なに手なんか繋つないでんのよ！」

「レオンの言うとおりですわ、離しなさい」

「それは断る。君らをもっと悔しがらせたい」

　レオンと多久美は地じ団だん駄だを踏ふみそうだった。健流は逆らうこともできず、引きずられるようにして教室を出た。



　健流と凍紀は校舎から出て、寮への道を進む。

　彼女は二人きりになるや否いなや、さっさと手を離した。

「……手、繋がないのか？」

「レオンと董が見ていないから、やってもつまらない。それとも君は、もっと繋いでいたかったか？」

「……いや」

「素す直なおで結構」

　健流は自分の左手をじっと見た。彼女の手は細くて柔やわらかい。ほのかなぬくもりが残っていた。

「おや、そんなに私に未練があるか」

　彼は慌あわてて左手を身体の後ろに隠した。

「ば、馬ば鹿か、そんなことあるか」

「私は未練があるな」

「え……？」

「冗談だ」

　そう言ってから、彼女は付け加えた。

「本気にしてくれてもいいぞ」

　いつもの皮肉を浮うかべているので、冗談なのかどうか、判断がつかない。

　陽ひがだいぶ傾かたむいている。オレンジ色の光が凍紀を包み、ロングヘアーに反射してキラキラと輝かがやいていた。

　健流は目を細めた。

「……君は私に見とれているようだな」

「そんなことねえよ！　……綺き麗れいなのは認めるけどさ」

「もっと褒ほめた方が女が喜ぶとは思わないか？」

「褒めたって皮肉を返すだろ」

「まあ、君の言葉は心に響ひびかないなあ」

「なんかレオンにも同じようなことを言われたぞ」

「校内上位と校内最下位が言うんだ。心に刻んだ方がいい」

　褒めようが褒めまいが、皮肉だけは返ってくるようだった。

　河かわ越ごえ寮りようへの道を歩く。周囲に二人以外に人はおらず、かなり前方に一年生らしき集団がいるだけだった。

　凍紀はやや早足だった。

「早く戻らないか。天気が悪くなるかもしれない」

　健流は上空を仰あおぎ見た。

「雨が降りそうに見えないぞ」

「そういう時に限って、夕立が降るものだ」

　反対する理由もないので、彼は足並みを揃そろえた。

　凍紀は彼の顔を見ず、前方にだけ目を向けている。おかげで健流は、しばしば聞こえているのか確かく認にんしなければならなかった。

「……それで、二瀬は俺になにをさせるつもりだ？」

「一緒に歩かせている。幸せに思ってくれ」

「対戦のことだよ。次は多久美とだろ。てことは、俺を多久美のスタッフから外すんだろ」

「私がそんなことを言ったか？」

「言わなくたって分かるよ」

「だとしたら間ま違ちがっているなあ」

「絶対そうするって。勝率上がるんだから」

「確かに上がるかもしれない」

「じゃあやるだろ」

「損得だけで生きていると考えるのなら、君は勘かん違ちがいしている」

　健流は少し動どう揺ようした。今までの皮肉っぽくて厭えん世せい観かん漂ただよう口調とは、違うものを感じたからだ。寂さみしげとまではいかないが、柔らかさがあった。

「いや……でも二瀬はそういう人だって聞いたぞ」

「噂うわさだけで君は人を判断するのか」

「根こん拠きよのない噂なんてそうそうないだろ。だけど……確かに今は違うかもな」

「ほう」

　前方を見たまま、彼女は言った。

「どんな」

「秘密を持ってる女の子みたいだ」

「ミステリアスな女を目指したことはない」

「そうじゃなくて、高校生っぽいってことだよ」

　ここではじめて凍紀は、健流の方を見た。

「時々鋭するどいんだな」

「時々は余計だよ」

「あいつと同じだ」

「…………？」

　心の中に浮かんだ疑問は、凍紀の台詞せりふによって上書きされた。

「言われてみれば、君を董のスタッフから外すのは悪くない選せん択たくに思えてきた」

「本当にやるのかよ」

「いいや。その気になれない」

「そんなこと言って、直前で俺に風か邪ぜをひけとか言うんじゃないだろうな」

「裏表のない私を疑わないでくれ」

「……裏表どころか裏しかないってどうなんだよ」

「とても傷ついてしまった。泣いてもいいか」

「泣く気なんてないだろ」

「まあな」

　涙なみだどころか、声を詰つまらせるなどの感情の起き伏ふくすら感じられない。どれだけ神経太いんだと健流は呆あきれた。

「今のままじゃ俺と一緒に帰ってるだけだ。本当にこれだけなのかよ」

「もちろん。私は楽しくて楽しくて仕方がない」

「心の底から嬉うれしそうに言ってくれ」

「すまんな。嘘うそのつけない性しよう分ぶんなんだ」

　健流は欠片かけらも信じていない。もっとも、本音を言わないだろうとも思っていた。

「もうすぐ寮に着いちまうぞ」

「このままじゃ制服デートで終わりそうだなあ」

「デートなのか!?」

「口が滑すべった。絶世の美女と不ふ機き嫌げんそうな男子生徒が、たまたま並んで帰宅しているだけだ」

「自分で絶世の美女とか言うんだ。いい性格してるよ」

「私は性格もいいのか。完かん璧ぺきな女だな」

　皮肉でこの女に勝てる日は来なそうだと、健流は思った。

　河越寮に到とう着ちやく。この寮は玄げん関かんで靴くつを脱ぬがず、土つち埃ぼこりだけを落とす。

　健流はブラシマットの上で、つま先をとんとんやった。

「結局、なにもしないまま帰ったな」

「なにかしたかったのか。さすが男子だ。油断も隙すきもない」

「なんかすんのは二瀬の方！」

「呼び捨てとは亭てい主しゆ気取りだな」

「呼び捨てでいいって言ってただろ！」

　怒おこっても無む駄だなのは、彼女を見れば分かること。蛙かえるの面つらに水どころか、チタニウム合金に霧きりを吹ふいたレベルだ。

　二人は一階の廊ろう下かを歩き、自分たちの部屋の前まで行く。健流の部屋と凍紀の部屋は、隣となり同士だ。

　彼はこれで最後にするつもりで、扉とびらを開ける直前に訊きいた。

「結局なにをしたいんだよ」

「私にどんなことをして欲しかったんだ？」

「どうせ言っても聞かないんだろ」

「もちろん聞かない」

「…………」

「一応言ってみるのが、男としての礼れい儀ぎだろう」

　そんな礼儀を彼は聞いたこともなかったが、一応口に出してみた。

「俺を命令から解放してくれ」

「断る」

「やっぱり」

　彼はため息をついた。

「じゃあせめてなにをするのか言ってくれ。覚かく悟ごを決めるから」

「そのまま立っていてくれ」

「……？　一度部屋に帰ってカバンを置いてからじゃ駄だ目めか」

「駄目だ」

　変な命令だなと思いつつ。彼は直立する。

　凍紀はじっと健流を見つめる。相変わらずアイロニーに満ちた色をたたえているが、どこか懐なつかしいものを見るような目つき。

「…………？」

　いきなり、健流の目の前が揺ゆれた。

　凍紀が彼の腕うでの中にいる。両腕は健流の背中に回され、しっかりと掴つかまれていた。彼女は背せ丈たけが同じくらいだから、顔は首筋に埋うまっているようになっている。

　彼は抱だきしめられていた。

　細いがしっかりとした身体からだが押しつけられている。豊かな胸の感かん触しよくもあり、わずかな息づかいが髪かみにかかる。

　そこからはなにもない。彼女はただ、彼のことを抱だいていた。

　無限の時間が過ぎたかに思えた。

　ふいに、抱きつかれたときと同じように、凍紀は離はなれた。

　そして彼女は、自分の部屋の鍵かぎを開け、中に入った。彼とは目を合わさないまま。

「？…………？」

　健流は狐きつねにつままれたかのように、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。



　　　　○



　凍紀は部屋に入り、後ろ手で扉を閉めた。指で位置を探さぐり、鍵をかける。

　扉の向こうに彼はまだいるだろう。恐おそらく頭が真っ白なまま、ぽかんとしているはずだ。やりすぎた気もするが、もはや仕方がない。正直、自分の気持ちを抑おさえるのが難しかったのだ。

　ふうっと息を吐はく。

　バッグを椅い子すに引っかけ、ベッドに腰こしをかけた。横にはならない。

　それから枕まくら元もとにある、伏ふせられたままのフォトスタンドを立てた。

　これはいつも、部屋を出る前に伏せておく。そして部屋に一人でいるときのみ立てておく。他人にとってはあまり意味はないだろうが、彼女にとっては大事なことであった。

　フォトスタンドには一枚の写真が入れられている。写っているのは二人。一人は凍紀で、もう一人は男の子。

　凍紀の姿は今よりも若く、幼い。小学生か、中学校に上がりたてのようだった。

　彼女はしばらく眺ながめると、口を開いた。

「……君と似た男子と、今日も会った」

　少し笑って続ける。

「同じクラスだから当たり前なんだが、妙みようだな、こうして報告したくなってしまうんだ……。顔はそれほど似てない。でも、なんだろう、雰ふん囲い気きが君に近い。君が成長したら、きっと彼のようになる」

　写真から返事はない。もちろん凍紀にも分かっている。

「はじめて見たときは驚おどろいた。図書館で会ったときはわざとぶつかったくらいだ。反応も君にそっくり。すぐ申し訳なさそうにするんだ。私が悪いのにな……」

　小さく息を吸う。それから、大事な告白をするかのように、呟つぶやいた。

「さっき、二人で帰ってきた」

　半秒ほど言葉を切る。

「君と歩いたことを思い出した。なんだか楽しかったよ。私はこのとおり愚おろかな女だから、色っぽい話なんてできはしなかった。でも彼は、最後まで付き合ってくれた。優やさしい男だよ。私に優しさなんてまったく不要なのになあ」

　お人ひと好よしにもほどがあると、凍紀は呟いた。

　彼女はフォトスタンドを手に取った。じっと写真を見つめる。同じ事を、もう何度繰くり返したのか分からない。癖くせとか習慣以上の光景だった。

「君もそう思うだろう。でも……弟の君も、私には優しかったな」

　お姉ちゃんは嬉しかった。凍紀はそう言った。

　写真の男の子は、彼女の弟だった。年は一歳下。ほとんど変わらない。

　姉きよう弟だい仲なかはよかった。近所の人にも、あそこのお子さんはいつも一いつ緒しよにいると噂されていたくらいだ。同じ幼よう稚ち園えん。同じ小学校。そして同じ中学。一年の差があるだけで、同じ道を歩むのだと、彼女は信じていた。

　だが、その希望は儚はかなくも消え去った。ある出来事をきっかけに、もう二度と写真のように、二人が並ぶことはなくなったのだ。

　弟はすでに、この世にない。

　凍紀は頭かぶりを振ふった。

「私はずるい女だ」

　告解のように囁ささやく。

「賭かけを持ち出した。君──君と似た男が断らないと分かっていたからだ。そしてなんでも聞いてもらえるようにした。狙ねらいどおりだ。だけど、彼がそばにいてくれたところで、君自身じゃあない」

　両手でフォトスタンドを持った。

「なんとも馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだ。彼にとってもきっと迷めい惑わくだ。だけど、どうしても、君と重ねてしまう。心が引き寄せられるのを抑えられないんだ。いいことではないよな。でも……」

　あと少し、この幸せを噛かみしめさせてもらえないだろうか。凍紀はそう呟いていた。



    

  
    
      　　第六章




　時間は少し戻もどる。

　彼はしばらく廊下にたたずんでいた。ぼんやりした感覚を残したまま、自室に戻る。

　カバンを放ほうり投げると洗面台で顔を洗った。まだ抱きしめられた感触が残っている。身体の前面がぽかぽかしているかのようだった。

　なんであんなことをされたのか、まったく見当もつかなかった。なにしろ彼にはこのような経験がないので、必要以上に動どう揺ようしている。ついでに言えば、鼓こ動どうはかなり速かった。

　数回大きく深呼吸をする。途と中ちゆうでむせた。

「ありゃなんだ……」

　軽く呟く。ひょっとしたらなんらかの陰いん謀ぼうかもしれない。腹の黒さでは定評のある女子生徒だ。ものごとを有利に運ぶためにはどんなことでも利用しようとするだろう。

　問題は、陰謀と抱きしめることがイコールにならないことだ。どこかのタイミングで心変わりでもしたのだろうか。

　テレビを点つける。小型の液えき晶しようテレビが各部屋に一つ備えられていて、一いつ般ぱん的な学生寮りようとは桁けた違ちがいの贅ぜい沢たくさだった。

　ちょうど番組と番組の間で、天気予報をやっていた。お天気お姉さんが「しばらくは全国的に晴れですが、急なにわか雨に気をつけましょう」と解説している。凍とう紀きの予想は当たりと言えば当たりだ。

　もっとも彼はろくに聞いていなかった。抱きしめられたことを、まだ考え続けていた。

　理由がよく分からない、と思っていると、携けい帯たい電話が鳴った。知らない番号だ。

「はい？」

「健たけ流る!?　特訓するわよ！」

　どなたですかと問い直す必要もない。レオンだった。

「お前なんで俺の番号知ってんだ？　教えた覚えないぞ」

「ケータイ見て調べたのよ」

「勝手なことすんな！」

「勝利のためには必要な犠ぎ牲せいよ。池からちょっと離れたところに、でっかい辛夷こぶしの木があるでしょう。あそこまで来て」

「メシはどうすんだ。腹減った」

「食事前の特訓こそが効果的なのよ。孫そん子しが言ってた」

「それ本当か？」

「どうでもいいでしょ」

　謎なぞ理論を振りかざすと、レオンは一方的に電話を切った。

　反論の余地が欠片かけらもなかった。彼は脱ぬぎかけた制服のボタンを留めると、部屋から出た。

　辛夷の木は空き地にぽつんと立っているので、非常に目立つ。その下にレオンはいた。

「お前早いなあ」

「あんたが遅おそいのよ」

　レオンは憮ぶ然ぜんとしている。彼のことをじろじろ観察していた。

「……なんかおかしくない？」

「スタッフをいきなり呼び出しておいて、なんて言い草だ」

「どっかぎくしゃくしてるっていうか、なんか隠かくしてる？」

「ばっ、馬ば鹿か……」

「便秘？」

「女が便秘とか言うな！」

　彼は大きな声を出して当座をごまかした。

「さあ特訓するわよ」

「いつもそうだけど、有効な特訓方法はないのかよ」

「図書館の本とかに載のってない？」

「戦術を調べろとか、あとはやっぱりリバーサーとスタッフの関係強化だよな」

　続けて彼は言う。

「そう考えると、やっぱ多た久く美みと特訓した方がいい気が……」

「駄だ目めよ！　なんで!?」

「だって次は彼女が二に瀬せとやるんだろ」

「そうだけど……あたしは一番になるんだから！　あんたと一緒に！」

　レオンは両腕をばたばたさせながらも、言い切った。その迫はく力りよくに健流は少しだが圧おされた。

「……レオンって、なんで一番を目指してるんだ？」

「あんたはなんでよ」

「ずっと二番だったから」

「あたしは、なんかそうしなきゃいけなかったのよ」

　若じやつ干かん落ち着いた調子で、レオンは続けていた。

「両親はあまり上じよう昇しよう志向の持ち主じゃなかったんだけど、島の出身で、仕事探して都会に出てきたのね。だからあたし自身は田舎いなかのことしらないのよ。で、両親は訛なまりがきついもんだから、幼稚園とかの友達に笑われるわけ。頭来たんだけど、成績悪かったからぱっとしないの。そこで思ったわけ、こいつらを黙だまらせるにはとにかく一番になるしかないんだって。そうしたらある日、自分がリバーサーって分かって、新しん武ぶ高校から誘さそいが来た」

　なるほどねと彼は心の中でうなずいた。レオンの極きよく端たんなまでの上昇志向は、幼児体験に根ざしていたのだ。

「まあ他ほかにも理由はあるんだけど。ていうか、そっちの理由が大きい」

「倒たおす相手か？　多久美なら倒したよな。二瀬か？」

「違ちがうわよ」

「じゃあ誰だ」

「…………」

　彼女は返事をせず、話をずらした。

「でもあれね。都会の子供って田舎出身者の気持ち分かんないのね。あたしもなんか怒おこりっぽいとか言われたし」

「……ナポレオンはかんしゃく持ちだったって言うけど」

　健流は応こたえる。

「そういうとこも似てんな」

「転生前と似るところは少なくても、どこか影えい響きようあるのかもね。……だから、あたしは一番になるのよ！　不可能なんかない！　アルプス越こえる！」

　彼女は手でぐっと拳こぶしを作った。それからびしっと健流を指さす。

「あんたも、あたしのスタッフとして全力を尽つくすの！」

「そりゃいいが」

「気が抜ぬけてる！　本気見せて！」

「本気だ。俺だって一番になる！　だけど」

　彼はレオンの背後に目線をやっていた。

「だけどなによ」

「多久美が」

　レオンが振り返る。そこには多久美が腰こしに手を当て、剣けん呑のんな目で睨ねめ付けていた。

　彼女は視線の矛ほこ先さきをレオンに向けた。

「レオン、どうしてあなたは勝手に健流さんを連れ出すのです!?」

「あんたこそなんでここが分かったの!?」

「走って捜さがし回りましたわ！」

　よく見ると多久美の息は相当荒あらい。服もところどころ乱れていた。

　つかつかと健流の下もとに来る。

「さあ健流さん、特訓ならわたくしとしましょう」

「待ってよ！　あたしとの特訓が終わってない！」

「終わるもなにも、次に二瀬さんと対戦するのはわたくしですのよ？」

　注意する口調で多久美は言った。

「相手はフリードリヒ大王のリバーサー。スタッフなしで戦うのは無む謀ぼうですわ」

「そんなこと言わないで！　あたしもまだチャンスがあるんだから！」

「どこにチャンスがあるのです!?」

　多久美は健流の手を掴つかんだ。

「では健流さん、わたくしとの特訓ですわ。もう二人きりでじっくりおこないましょう。できればレオンに見せつけるように。いえもちろん、わたくしはそんなはしたない女ではございません。ですが健流さんがどうしてもとおっしゃるなら喜んで……いえ仕方なく」

　頬ほおを染めながらそう喋しやべる。さりげなく手の指を絡からめることまでしていた。

「だから駄目！」

　レオンが割って入る。

「あ、あたしとの特訓はまだ終わってないの」

「あら。どんな特訓をしていたのです？　わたくしにはただ話をしていたようにしか見えませんでしたわ」

「し、してたわよ。そりゃもうあんたが驚おどろくようなこと」

「なんですの」

「そ、それは……えーと」

　もごもごと口を動かすレオン。多久美は優位性を確信したのか、続けざまに言葉を浴びせる。

「どうなさったのです？　本当はなにもないのではありませんの？　特訓もしていないのですね」

「うう……。……け……」

「け？」

「結けつ婚こんしてくれって言われたの！」

　それほど大きな叫さけび声ではなかった。が、多久美は仰ぎよう天てんしていた。もちろん、健流も。

「なっ、なんですのそれは!?」

「おい、昨日の話じゃないか。ここで言うことないだろ！」

「本当なのですか!?」

　多久美が驚きよう愕がくの目のまま健流に詰つめ寄る。

「わたくしたちは高校生ですのよ!?　どうして突とつ然ぜん結婚などと……」

「いやクラスに結婚してる女の子がいて」

「健流さんとレオンは出会ったばかりではありませんか!?」

　実にもっともなことを彼女は口にしていた。

　健流は落ち着かせようと、手を上下に動かす。

「ほら、関係性を深める方法とか分かんなくてさ。なにか革新的なやり方はって考えて」

「それが結婚なのですか!?」

「言うだけならタダだし」

　健流のその台詞せりふに、多久美の激げつ昂こうが止まる。

「タダ？　ということは、本気ではありませんの？」

「そりゃあまあ」

「本気だから！」

　すかさずレオンが飛び込んでくる。物理的にも二人の間に入り込んだ。

「本気で言ってくれたの！　健流はあたしにはいつだって本気！」

「そうですか？　健流さんの言葉を聞く限り、とてもそうには……」

「本気も本気、超ちよう本気！　健流とあたしはそういう関係だから！」

　彼女は健流と多久美の手を強ごう引いんに離はなすと、自分が掴んだ。

「じゃあね多久美！　あたしたちは新居の手配があるから！」

　慌あわてたのは彼も同じで、小こ柄がらな少女に囁ささやいた。

（おい、結婚とか言うなって文句言っただろ）

（当たり前よ！　あんたなんかに言われたって嬉うれしくないもん！）

（だったら多久美に本当のことを……）

（い、いいのよ別に！）

　そして無理矢理、レオンは健流を引きずるようにして走り出す。

「こら、待ちなさい！」

「また今度ー！」

　多久美の台詞を振ふり切って、彼女は走って行った。



　しばらく二人は走った。小柄なレオンに健流を引っ張るのは無理があり、最後は彼が自分で走っていた。

　多久美は追ってこない。捜すのに疲ひ労ろうしたのと、もしかしたらあきれ果てたせいかもしれない。

　物もの陰かげに隠かくれてから二人して息を吐ついた。

「あー驚いた。多久美って油断も隙すきもないのね」

「向こうにしてみりゃ、レオンの方がそうだろうな」

　健流はじろっと視線を向けられる。

「あんたあたしのスタッフでしょう。あたしのフォローしなさいよ」

「多久美のスタッフでもあるんだ」

「今から無効よ」

「お前が決めるなよ。また決けつ闘とう対戦でもしたらどうだ」

「負けたらやだから、やらない」

　そして決心を固めるように言う。

「二瀬にも負けたくない」

「……お前はやる気だけはすげえよなあ」

「だからフランス皇こう帝ていになったのよ」

「前世はな。今は校内最下位」

「あんただって似たようなものよ！」

　そこは反論できない。参謀スタツフの中でレベルが高いとは、自分でも思っていなかった。

　彼は天を仰あおぎ見る。

「……ＦＯＡを高くしないとなあ」

「結局そこなのよね」

「でも二瀬と次に戦うのは多久美なんだぞ。今レオンと特訓するより、俺はスタッフとして手伝わなきゃなんない。そればっかりはあの娘この言うとおりだ」

「そりゃそうだけど……なんで多久美は『あの娘』なの？」

　むっとしながらレオンは言った。

「そこ気にするのか」

「だってあたしは『お前』じゃん」

「俺の中じゃ『お前』の方が親しげなんだけど」

「ほんと？」

「ああ……？」

　健流はきょとんとした。レオンは先ほどまでの不ふ機き嫌げんがなくなったのか、にこにこしている。

「よしよし、素す直なおでいいわよ健流」

「お前相手に素直になっても」

「やっぱ最低。ジャコバン派並みに最低」

　くわっと犬歯を剥むき出しにするレオン。健流はどうどうと抑おさえる仕草。

「そういや図書館ってまだやってるか？」

「夕食後も当分やってるわよ。勉強する人いるから。なにやんの」

「もしかしたら、歴史の中にフリードリヒ大王の弱点があるかもしれない」

「前にもやったでしょう、それにリバーサーと転生前って、共通してない点の方が多いんだけど」

「わらにもすがりたいんだ」

　メシ食ったら行ってこようと、健流は呟つぶやいていた。



　それから数日間、健流はレオンに振り回された。

　とにかく顔を合わせれば「特訓、特訓よ！」とやかましい。休み時間に言うのは仕方ないとしても、トイレにまでついてこようとするのは驚いた。

「さあ健流、凍紀の弱点は判明したんでしょうね」

「……よく分からない」

　教室前の廊ろう下かで、彼はそう白状した。

「なんでよ役立たず！　調べるって言ってたじゃない！」

「スタッフになんて言い草だ。フリードリヒ大王なら、父王と折り合いが悪かったらしいな」

「ああ、杖つえで殴なぐられていたとかでしょう。家庭内暴力ね」

「この父親すげえぞ。国民が自分の姿を見て逃にげ出したからって、『お前たちは余を好きになるのだ』って殴ったらしいからな。とんだコミュ障だ」

「じゃあ二瀬にも父親のことを持ち出せば、こっちの有利になるのかしらね」

「どうだろうな。やはり地道にＦＯＡを高める方が遠回りのようで近道……」

　そこまで言ってから、健流ははっとする。

「多久美と組むんだった」

「どうしてあたしじゃ駄だ目めなのよ！」

　レオンがむっとして言った。

「もう一度戦って二瀬を倒たおすわよ！」

「なんでそこまで二瀬にこだわるんだよ……」

「いいじゃない」

「だったら多久美と組んだあとでいいだろ」

「早く倒したいの！　二瀬は校内ランク三位でしょ、ランクの高いリバーサーを倒せば、早く順位が上がるんだから！」

「そこまでこだわるか？」

「一番になるのよ！」

「そりゃ俺だって一番になりたいけど……」

　温度差があった。一番になることへのこだわりは健流も同じだが、レオンの場合はもはや妄もう執しゆうである。異論反論を許さない勢いがあった。

「早く順位を上げて、どうするんだ？」

「順位を上げて……そ、そんなの決まってるじゃない」

　不意にごにょごにょした口調になるレオン。健流は訊き返す。

「決まってるからなんだって？」

「あいつが……」

「？」

「……なんでもいいじゃない！」

　びしっと指を突つきつける。

「あんた最低！　ギロチンにかけられた王党派より最低！　もう嫌きらい！　馬ば鹿かー!!」

　レオンは絶ぜつ叫きようすると、突とつ然ぜん駆かけ出す。

　止めるまもなく視界から消えた少女。健流は唖あ然ぜんとしたまま見送るしかなかった。
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　レオンは全力で走っていた。

　彼女は走るのはそれほど得意ではない。ただそれも時と場合により、脚きやく力りよく自体は人並み以上にあった。

　校舎を飛び出し裏庭を抜ぬけ、辛夷こぶしの木の下まで来てようやく止まる。

　ぜいぜい言いながら、木の幹に手をつく。

「うう……走りすぎた……」

　そのままずるずると、尻しり餅もちをついた。

「はあ……はあ……。なんであんなこと言っちゃったんだろ……」

　冷静に考えれば健流の疑問ももっともなことだ。とはいえそれを受け入れるほどレオンは素直になりきれなかった。

　ぶつぶつと、下を向いて呟く。

「だって健流が変なこと訊きくから……」

「訊いたからどうしたのです？」

　いきなり声をかけられ、レオンは驚おどろいて立ち上がった。

「たっ、多久美!?　なんでここにいんの!?」

「わたくしは最初からいました。レオンがあとから来たのです」

　幹の反対側から多久美が姿を現わした。

「どうかしたのですか？」

「う……な、なんでもないわよ」

「健流さんのことですのね」

「独り言聞かないでよ」

「推測しますが、健流さんにレオンのことを根ね掘ほり葉掘り訊かれて、つい怒ど鳴なってしまったとかそのあたりではありませんの？」

「……なんでそう勘かんがいいのよ」

　ふっと笑って髪かみを風になびかせる多久美。

「わたくしは校内順位七位ですから」

「あたしに負けたくせに……」

　多久美は「細かいことは気になさらないで」と言いながら隣となりに座った。

「それで、健流さんにレオンのことは話したのですか？」

「……話してない」

「おや」

「だって、スタッフに全部話す必要ないもん」

「それも理り屈くつですわね」

　多久美は少し考える仕草。

「でも話した方がいいことは多いと思いますわ」

「どこがよ」

「ＦＯＡは関係性を強化することによって高まります。心の中をさらけ出す関係というのは、かなり有効だと思います」

「うー……それはそうなんだけど」

　レオンは頭を抱かかえる。

「でもなんか、心の中に……」

「踏ふみ込まれるようで嫌いや、なのですね」

　多久美が言う。レオンはその言葉を聞き、顔を背そむけた。

「そうは言ってないわよ」

「わたくしはレオンと何度も決けつ闘とう対戦をしましたから、胸の内は理解してます。あなたが騒さわがしいのは、心の中を見られるのが嫌だから。騒ぐことによって相手の気をそらしたいからですわ。すぐ怒おこるのもごまかすため。やっぱり気をそらしたいからですわね」

「ちが……」

「違ちがいます？」

　レオンは押し黙だまった。

　彼女の騒がしい性格は、幼よう稚ち園えんから小学生にかけて形成されていた。からかわれたくなければ、黙るか相手よりも騒ぐしかない。レオンは後者を選び、新武高校でも「六ポンド砲ほうよりやかましい」と言われるようになった。

　真意は別にある。胸のうちを探さぐられたくなかったのだ。心に持っている秘密を見られたくなくて、騒ぎ、怒る。彼女はずっとそうしてきた。健流にも同じように接していた。

　だがそれが、関係性を深めるための邪じや魔まになることもある。

　ぽつりと、レオンは言った。

「だってあたし個人のことだもん。健流に言ったって……」

「あの人とのことを、まだ引きずっているのですね」

「子供のころの話だから……」

　多久美は静かに言った。

「いっそ話してみたらどうです？　健流さんに？」

「だ、駄目よ。馬鹿にされちゃう」

「健流さんはそんなことをなさる男性ではありませんわ」

「でも……」

「仕方ありませんわね」

　彼女はいったん言葉を切ると、言い含ふくめるように言葉を発する。

「わたくしと対戦順を交こう換かんしてもよろしいですわ」

「……へ？」

「次の対戦は二瀬さんですが、わたくしの番をお譲ゆずりします。先生に掛かけあえば認められるでしょう」

「ほんと!?」

　レオンは思わず立ち上がる。

「ほんとに順番譲ってくれる!?」

「嘘うそは申しません。ただし、健流さんに胸の内をお話しするのが条件です」

「う……」

「どうなさいます？」

「分かった。分かったわよ」

　レオンは、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるような決心をしていた。

「健流に話すわ」

「それでよろしいのです」

　多久美がにこりとする。

「健闘をお祈いのりします」

「……ありがと」

　レオンはにこっとした。

「でも、あんたなんでこんなに優やさしいの？」

　首を傾かしげる。素そ朴ぼくな疑問だったが、多久美は見るからに狼狽うろたえていた。

　いきなり身体からだを遠ざけて手を振ふった。

「わ、わたくしはいつも優しいですわ。そ、それに……レオンが一番親しいですから……」

「あー、あんたぼっちだもんねえ。一番話しているのはあたしかあ。友達っぽいことをしたかったと」

「ぼっちとか言わないでもらえます!?　栄光ある孤こ立りつを選んでいるのです！」

「あんたの前世イギリス人じゃなくて、後ご漢かんの人間じゃん」

「名めい誉よあるおこないなのです！」

「名誉が聞いて呆あきれるわよ！」

「なんですって!?」

　二人はしばらくの間、他ほかに誰だれもいない辛夷の木の下で、言い争いをしていた。
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「健流」

　声をかけられ、健流は振り返る。ちょうど校舎から出るところだった。

　校舎の扉とびらにレオンがいた。

「あの、は、話があるの」

「いいよ」

　二人は場所を移し、一日中陽ひが差さない、用具置き場の陰かげに移動した。

　ここはあちこちから目め隠かくしされるようになっていて、やってくる生徒も教職員もほとんどいない。二人きりになるにはもってこいだった。

　健流は彼女と向かい合う。

「なんだ？」

「ええと、あ、あたしの話、するわね」

　レオンはすっと息を吸った。

「どうして一番になりたいかってことよね。幼稚園の頃の話はしたと思うんだけど、続きがあるの。同じ幼稚園に友達がいたの」

「友達？　そりゃま、いてもおかしくないだろ」

「イギリス人の娘こがいて、その娘と一番仲がよかったの。その娘もやっぱり『一番になる』ってのが口くち癖ぐせで、二人で子供なりに色々やって、協力してたのよ。それこそ玉入れとかお遊ゆう戯ぎも協力してね。でも、小学校に上がったときに喧けん嘩かしちゃって……」

　彼女は思い出しつつも、辛つらそうな顔をしていた。

「今思えばどうでもいいようなことなんだけど、もう子供にとっては天地がひっくり返るくらいの大喧嘩。互たがいに顔は馬ば鹿かにするし服は馬鹿にするし、両親のことを罵ののしるし、なんであんなに悪口が出るんだろうって感じで……。そこから一気に疎そ遠えんになっちゃって、あの娘こは転校しちゃった」

　ふう、とレオンは息を吐つく。

「それが新武高校に転校したら、いたのよ、あの娘が！　もうびっくりしてびっくりして。でも話しかけられないの。近づこうとするだけでためらっちゃって。あの娘も避さけてる気がするし。あたしのこと、気づいていると思うんだけど……」

　顔を上げる。健流を正面から見た。

「だから、あたしはここで一番になろうって考えたの。あの娘は成績よくて負けず嫌ぎらいだから、あたしが一番になれば絶対気にすると思う。あたしと会ってくれると思うのよ。だから一番になりたいの。一番になって、あのときの話をしたい。今度こそ誤解ないように……」

「…………」

　健流は彼女の話を、黙って聞いていた。振り絞しぼるような台詞せりふを、全すべて受け止めていた。

　レオンが顔を赤くする。

「へ、変でしょ。馬鹿げてるでしょ。こんな理由で一番になりたいなんて……。でもこれがあたしの本心なの。レオンの本心。だから一番になんなきゃいけないのよ！　笑われると思うけど……。笑っても、別にいいし……」

「じゃあ笑うか」

「え!?」

「笑わねえよ」

　健流は真顔で返事をする。

「え……？」

「別に笑わない。幼稚園の頃の話だっていいじゃねえか。今までずっと思っていたなんて、むしろ立派だ。そりゃ確かに一番にならないとな」

「う、嬉うれしがらせなくたっていいわよ」

「そうじゃない。俺にだって似たような話はあるよ。幼稚園の出来事って、わりと引きずるもんだ」

　健流はゆっくりと彼女に言った。

「よく分かった、俺もお前を誤解していたみたいだ。……いや、誤解はしてなかったかも」

「どっちよ……」

「どっちでもいい。俺たちに必要なのは未来だ。一いつ緒しよに一番を目指そう！」

「……うん！　あたしたちは一番になるのよ！」



    

  
    
      　レオンは顔を明るくして、返事をする。

　二人は手を出して、力強くハイタッチをした。

　彼女はその後、多久美が順番を譲ってくれたことを話した。健流は「多久美は気が利きいてるな」と感心した。

「だったらＦＯＡを強くしないとな。レオン、フォースコールをやってみてくれ」

「いいわよ」

　レオンは軍勢を呼び出す。健流は軍勢そのものではなく、同時に現われたデジタルの数値に注目した。

「…………」

　目を丸くしている健流に、レオンが怪け訝げんな顔をした。

「どうしたの？」

「増えてるぞ」

「なんで？」

「関係性が深まったんだ……」

「えーっと、つまりさっきのあれで関係が……ってこと？」

「そうだろうな」

　健流は兵力数を見ながら呟つぶやいた。

「てことは結けつ婚こんとか言えば、もっと増えるんじゃ……」

「え！　……やめてよ、それはあの、恥はずかしいから、今度で……。どうしてもっていうならいいけど……」

　上うわ目め遣づかいで喋しやべっているが、彼は聞いていない。デジタル数字とその下にあるステータスバーを見ているうちに、ある考えが芽生えつつあったのだ。

「なあ、ひょっとしたらこれって、ステータスの上じよう昇しようも割り振れるんじゃないかな」

「なんで聞いてないのよ」

「ちょっと試したいことがあるんだ」

　レオンはむっとしていたが、健流の説明を聞くうちに、みるみる表情が晴れていった。



　　　　○



　そして普ふ通つう対戦当日。

　凍紀の対戦相手が変へん更こうになり、レオンと健流の組になったことは驚おどろきで迎むかえられた。校内三指に入る女子生徒が相手である。普通はむしろ対戦するのを避ける相手だ。好んで戦おうというのだから、びっくりされて当然だった。

　幾いく人にんかの生徒は、凍紀と多久美の対戦が観戦できないことに文句を言っていた。実力者同士の戦いは見ているだけでも参考になる。これに関しては健流も申し訳ないと思うしかない。

　当日の天気は晴れ。ただし雲もあった。

「よーし、じゃあ今日も対戦だぞー」

　ホームルーム直後にさつきが宣言したとき、ちょっとしたざわめきが教室に走った。

　しばらくざわざわしたあと、手が一本上がる。

「なんだ、班はん仲ちゆう」

「あたしたち、レオンと二瀬さんの対戦を見物していーですか？」

「お前らも対戦だろうが。確かリオスのとこと」

「でもレオンがもう一度挑いどむなんて、見てみたいですから」

「あのなあ……」

「わたしも！」

「わたしもー！」

　幾本も手が上がり、収拾がつかなくなる。クラスのほぼ全員が観戦を望んでいた。多久美との戦いを見たがった生徒たちも、なんだかんだで希望していた。

　さつきが出席簿ぼで教きよう卓たくをばんばん叩たたく。

「分かった分かった。じゃあ見たいやつは自由に見物しろ。最初は二瀬と名な波ば斗との対戦だけにするから、他はその後だ」

　歓かん声せいが上がり、二年四組の生徒たちは我先に教室から出て行った。

　今日の対戦場所は図書館横にあるフィールドトラックである。ひな壇だん状になったコンクリートベンチがあるため、いい席を確保したいのだ。

　健流とレオンは最後に教室から出た。

「緊きん張ちようしてるか？」

　健流が声をかけると、彼女は首を振ふった。

「してないわ。あんたは」

「少しだけ」

「あたしを信じなさいよ。前世はフランス皇こう帝ていよ」

「最後は島流しだろ」

「ここじゃ島はないから安心よ」

　二人並んで外を歩く。フィールドトラックに到とう着ちやくすると、観客席はクラスメートで鈴すずなりだった。一番中央の見やすいところには、多久美が座っている。

　凍紀は中央に立って、腕うで組ぐみをしていた。まるであたりを睥へい睨げいしているようにも感じられる。

「やっとのご到着か。男連れだと時間がかかるものなのだな」

「あんたを倒たおす方法を話していたら、楽しくなっちゃって時間がたつのを忘れたのよ」

　レオンが言い返す。

「負かしてやるんだから！」

「意い気き込ごみは認めよう。ところで、せっかくの対戦だ。賭かけをしようじゃないか」

「は!?　また!?」

「わざわざ対戦順まで変更したんだから、当然受けてくれるんだろうなあ」

「……い、いいわよ」

「よし」

　凍紀はにやりとする。

「レオンが勝ったら、私はあいつとの戦いに協力しよう」

「…………」

「あいつとの戦いに助力は惜おしまない。いい条件だろう？」

　健流は緊張する。恐おそらく、レオンが一番を目指す理由となった女の子のことだ。凍紀も知っているのだ。

　観客席の、聞いていた生徒たちはぽかんとしている。ただ多久美だけは、表情を硬かたくしていた。

　そしてレオンも、顔をこわばらせていた。

「……いいわよ。約束を破らないでよね」

「ああ」

「二瀬が勝ったらどうすんの」

「軽かる野のをもらう」

　この台詞には、レオンと健流は同時に飛び上がった。

「え？」

「スタッフなんて軽いものじゃあない」

　凍紀がにやりとする。

「軽野には永久に、私のところにいてもらう。なんでも言うことを聞くなんてのは、条件としてちょっと甘かった。私のために一生側そばにいてもらおう」

「い、一生!?」

　健流の言葉に彼女はだめ押しした。

「そうだ。私は軽野が欲ほしい」

　今度は観客席を巻き込んでの騒さわぎとなった。

　対戦での賭け自体は珍めずらしくないが、ささやかなものを賭けるか、こっそりおこなうものなのだ。なのに大勢の前で堂々と公言したのである。

　しかも「軽野が欲しい」である。聞きようによっては愛の告白だ。皮肉屋で一いつ匹ぴき狼おおかみの凍紀が男を欲しがるなんて、仰ぎよう天てんしない方がどうかしていた。

　ざわめきがどんどん大きくなる。収まりそうにない。中にはメールで他クラスに報告している生徒までいた。

「先生！」

　観客席から多久美が叫さけんだ。

「せめて静まらせてください！」

「あー……あたしもあいつを縛しばりつけときゃよかったなあ。男なんて綱つなで引っ張らないと、どんどん遠ざかっていくんだよなあ」

「先生！」

「分かったよ。おらー、お前ら。静かにしないと校内ランクを二十ずつ落とすぞ！」

　ぴたりと騒ぎが止とまる。行ぎよう儀ぎ良く元の席に着席した。

　さつきはキセルを口から離はなして言った。

「賭けは奨しよう励れいしてないが、こんな大勢の聞いてるところではじめちゃ、引っ込みつかないぞ」

　彼女は凍紀とレオンを交こう互ごに見る。どっちも反論はない。賭けを受けた印であった。

「ま、いいか……おい、軽野。軽野！」

　実は健流は、途と中ちゆうから騒そう動どうに加わらず、フィールドを観察していた。

　起き伏ふくはなく軍が隠かくれるような障害物もない。サッカーフィールドのように平らだ。こういうところでは、よほどのミスが相手にない限り、純じゆん粋すいな数で決着がつく。あるいはトリッキーな手段を使うか。

「軽野！」

「あ……はい。賭けなら承しよう諾だくです」

「お前の人生かかるぞ」

「勝ちゃいいんですよね」

　聞いた凍紀がふふと笑う。

「たいした自信だ。ますます私に尽つくして欲しくなった」

「それはやだな」

「いずれそうも言ってられなくなる」

　健流は空を見上げる。日差しが強い。だが遠方に、雲の塊かたまりが見えていた。風はやや強い。

　さつきが書類を丸めたものを頭の上で回していた。

「よーし、どっちもいるな。準備はいいか？」

「いつでも」

「もちろん」

　レオンと凍紀が応こたえる。

　さつきはストップウォッチを片手に持ち、笛をくわえた。緊きん張ちよう感が高まり、観客席まで静まりかえる。

　ぴーっ。天高く鳴り響ひびく笛の音。

「はじめー！」

　号令と同時に少女二人は手のひらを上に向けた。

「フォースコール！　大陸軍グランド・アルメー！」

「フォースコール。プロイセン軍」

　二人の前方にきらめきが発生し、二重の円が出現する。そこには複雑な文様が描えがかれ、ゆっくりと回転している。

　そして金と銀の輝かがやきが放たれ、ミニチュアの軍勢が現われた。

　青い服の大陸軍グランド・アルメーと黒っぽいプロイセン軍。共に対たい峙じし、筒つつ先さきを相手に向けている。

　ナポレオンの大陸軍グランド・アルメーは一八〇〇年代初期で、フリードリヒ大王のプロイセン軍は一七五〇年から六〇年にかけての軍隊だ。実際ならテクノロジーの差はあるが、ここではフラットだ。ＦＯＡ以外に差は出ない。

　だからこそ、ＦＯＡの上下は問題となるのだ。勝敗に直結するのである。

　凍紀の軍勢は一万四千。相変わらずの大軍である。一方のレオンは。

「ほう……」

　皮肉っぽい目が興味深げになる。レオンの上に現われた数字は一万であった。

「短期間でよくここまて伸のびたものだ」

　レオンがどうだとばかりに胸を張る。

「あたしだってやるときはやるのよ！」

　実は数字の下にはステータスが現われているが、見えているのは健流だけ。当然レオンは見えない分も込みで威い張ばっている。

「覚かく悟ごしなさい、二瀬！」

「無む駄だな努力の典型的見本だな」

　彼女は腕組みをしたまま命じた。

「ではその努力を粉ふん砕さいしてやるか。プロイセン軍、前進」

　号令の下もと、隊列を組んだ兵士が粛しゆく々しゆくと前進をはじめる。

「来たわよ、健流」

「俺の言うとおりに配置しただろうな」

「したわよ」

「じゃあ行こう」

　レオンはぴょんと飛び上がった。

「大陸軍グランド・アルメー、進め！」

　青い服の集団は迎むかえ撃うつように進みはじめた。

　まずは小こ競ぜり合いがはじまり、次に大きな音に変わっていく。実際の戦場なら鼓こ笛てき隊たいの音と大隊長の号令も加わるだろうが、そこまで再現はされていない。それでも土つち煙けむりを上げてぶつかっていく。

　早くもレオンの額には汗あせが浮うかんでいた。もちろん凍紀は涼すずしい表情だ。

「レオン、面めん倒どうだからもう降こう伏ふくするのはどうだ。私は寛かん大だいだぞ。一生馬ば鹿かにするだけですませよう」

「しないわよ！」

　プロイセン軍は右う翼よく、健流とレオンから見て左翼の兵が先行していた。

　レオンはふふんと笑う。

「斜しや行こう戦術なんて古くさい手段ね！」

　これは健流の入れ知ぢ恵えによるものだ。なるべく挑ちよう発はつしろと言い含ふくめたのである。

「古いかどうか、体験するといい」

　凍紀は眉まゆも動かさず、さらなる攻こう撃げきを指示している。

　大陸軍グランド・アルメーはじりじりと押され出した。

　斜行戦術とは、七年戦争でフリードリヒ大王が多用した戦法である。軍をまっすぐ進ませると見せかけて斜ななめに横切り、敵軍の側面に回り込んで粉砕する。当時は軍隊を正確に移動させることが難しく、一度戦せん端たんを開いたら右に左に動き回るのは不可能に近かったが、フリードリヒ大王は絶え間ない訓練と規律によって可能にした。

　その成果はロスバッハの戦いとロイテンの戦いで花開いた。新武高校ではどうか。

　凍紀の軍勢は、左側にスライドするかのように機動していた。しかも戦うことと移動を同時にこなしている。健流はため息を漏もらした。

「よく一人であんなことできんな。普ふ通つうは押すか引くかくらいだろう」

「なに感心してんのよ！　こっちは攻撃されてんの！」

　レオンが叫ぶ。プロイセン軍の圧力たるや強きよう烈れつで、押し込まれる一方であった。

「もうちょっと頑がん張ばれよ」

「あんた戦わないからって、本当に人ごとね！」

「俺だってちゃんと参加してる」

　凍紀は大陸軍グランド・アルメーとプロイセン軍の動きをじっくりと見ていた。タイミングが命である。早すぎても遅おそすぎても駄だ目め。

　空をちらりと眺ながめる。雲の量が増えてきた。心なしか暗くなりつつある。

　レオンのＦＯＡの数字が減少していく。すでに九千台前半に落ちていた。

「レオン、降伏するか？」

「これくらいでしないわよ！」

　彼女は右手をばたばたさせる。

「それ、後退！」

　左翼の大陸軍グランド・アルメーが少しずつ下がっていく。

「ただの後退じゃ駄目だぞレオン」

　健流が指示する。少女は何度も「分かってる」とうなずいた。

　兵をただ後ろに下げるだけではなく、秩ちつ序じよだったまま下げなければならない。ここがうまくいかないと、崩ほう壊かいして全軍に波は及きゆうする。

　兵士の動き自体は参謀スタツフにはできず、転生者リバーサーがおこなうことになっていた。そして転生者リバーサーが誤解しないように適切な言葉で助言するのも、参謀スタツフの役割である。

　現在のところ、それはうまく機能していた。前回戦ったような戸と惑まどいも先走りもない。うまく進んでいる。

　だからといって、このまま好転すると言えないのが辛つらいところだ。

　凍紀がなにごとか呟つぶやく。プロイセン軍の圧力が強まった。予備部隊まで戦せん闘とう参加してきたらしい。

　そして機動が速くなる。右翼がぐんと伸び、大陸軍グランド・アルメー左翼を粉砕しながら包囲しようとしていた。

　レオンの数字が一気に七千台まで減少する。眼前の兵が瞬しゆん時じに消失し、彼女は悲鳴を上げた。

「もうちょい後退！」

「そうはいかない」

　凍紀が言い、プロイセン軍はさらなる攻勢を強めた。下がる部隊にむしろ食くらいつき、秩序だった後退を壊走に変えようというのだ。

　レオンがまた悲鳴。逃にげ損そこなった部隊がごっそり消え失うせた。これが引き金となり、左翼から崩くずれ出す。

　これは明らかに崩壊の兆きざしだった。

「健流!?」

「まだだ」

「健流！　もうもたないわよ！」

　その言葉に間ま違ちがいはない。凍紀の軍勢は強大な攻撃力を見せ、大陸軍グランド・アルメーを片かた端はしから蹴け散ちらしていく。

　上空を雲が覆おおっていた。天気が急速に悪化している。このままでは雷らい雨うが発生しそうだ。まるで自分たちの状じよう況きよう悪化を象しよう徴ちようしているかのよう。

　レオンが叫さけぶ。

「健流、もういいでしょ！」

「まだ……」

　健流は目を細め、額から流れる汗をぬぐう。いつの間にか汗をかいていたらしい。やはり緊きん張ちようしているのだ。張りつめた精神が視界を狭せばめ、胸の鼓こ動どうを速くする。

　戦いはクライマックスを迎えようとしていた。どこで合図をする。そのタイミングはいつだ。いや、そもそも間に合うのか。機会を逃のがしたのではないか。

　乾かわいた唇くちびるを何度も舐なめた。彼は自分の判断力に身を委ゆだねる。もうちょい、もうちょい。

「健流！」

「……いまだ！」

　レオンの背中を叩たたいた。

「えい、全軍前進！」

　大陸軍グランド・アルメーが一いつ斉せいに動き出す。集中攻撃を浴びている左翼はそのままだが、中央と右翼が前に動き出した。

　凍紀はせせら笑った。

「今さら遅い。お前のところの左翼はそろそろおしまいだ」

「そうもいかないわよ！」

　大陸軍グランド・アルメーは左翼を素す早ばやく撤てつ収しゆうさせると、急速に右方向へと動き出した。

　凍紀が「だから移動力は私の方が上」と言いかけて口をつぐむ。観客たちもざわめきだした。

　大陸軍グランド・アルメーの機動が明らかにプロイセン軍を上回っているのだ。捕ほ捉そくされる前に右へ右へと動き、プロイセン軍の左翼へ回り込もうとする。

「く……」

　凍紀が歯を噛かみ鳴らす。滅めつ多たに見ない光景。

「ＦＯＡを強くしたんだ」

　健流が言った。

「ステータスの移動力だけ上じよう昇しようさせた。軍隊はスピードだよ。動くだけなら、二瀬のプロイセン軍よりも速いぜ」

「姑こ息そくな真ま似ねを……」

「対戦では役にたつさ！」

　戦争は基本的に数の勝負だが、唯ゆい一いつ数に対たい抗こうできるものは機動力である。軍の機動で上回れば、十分に戦えるのだ。

　そしてナポレオンの大陸軍グランド・アルメーというのは、その恐おそるべき機動力によって名を轟とどろかせたのだ。

　レオンの軍勢を攻撃し続けているせいで、凍紀の軍勢は伸びきっている。兵の密度は薄うすく、どこかを集中して攻せめられると崩れることもあった。

「まだだ」

　凍紀はむしろ大陸軍グランド・アルメー左翼への攻撃を強めようとする。逃げられる前に終わらせるつもりだ。

「そうはいかないわよ！」

　レオンはさらに軍勢を右へ走らせる。

　互たがいの軍勢は相手の後ろに食らいつこうと、その場で旋せん回かいしていた。後ろをやられた軍は弱い。ドッグファイトのように、噛みついた方が勝者となる。

　そして大陸軍グランド・アルメーはスピードでプロイセン軍を上回った。

　ついにプロイセン軍は、大陸軍グランド・アルメーに尻尾しつぽを捕とらえられた。大陸軍グランド・アルメーは敵を打ち倒たおし、そのまま突つき崩していく。

「ちっ」

　凍紀は舌打ちすると、食いつかれた軍勢はそのままに、先せん端たんの部分を展開させて「くの字」形にして対抗しようとした。

「もらったわよ！」

「もらった！」

　健流とレオンは好機が向こうから飛び込んできたのを、同時に悟さとった。大陸軍グランド・アルメーは一気に隊列を整えると先端から包み込むように圧力を加える。プロイセン軍のお株かぶを奪うばう機動戦術であった。

　観客席がどよめく。レオンの軍が逆転しつつあるのだ。凍紀のデジタルの数字は急速に減少しており、すでに六千を切ろうとしている。レオンの方も六千だが、勢いが違う。

「二瀬、降こう伏ふくしなさい！」

　レオンが歓かん喜きと共に叫ぶ。

「今なら恥はじをかかずにすむわよ！」

「すると思うか」

　凍紀は劣れつ勢せいに立たされた今も、平静さを失わない。だが、言葉の端はし々ばしに、悔くやしさが滲にじみ出ている。

「わたしはここからでも逆転する……なぜなら、軽野をもらうからだ！」

「健流は渡わたさないんだから！」

　大陸軍グランド・アルメーの全力攻撃。プロイセン軍を崩壊に導こうとする。だが凍紀は最後の逆ぎやく襲しゆうに出ようとする。次の瞬間。

　轟ごう音おんが全員の耳を打った。

　空が光り、一筋の雷らい光こうが地に落ちた。見物している生徒たちの何人かは、耳を塞ふさいでしゃがみ込む。

「落らく雷らい……？」

　健流は呟く。慌あわててプロイセン軍を確かく認にん。動きが止まっていた。

「レオン、いけ！」

「分かった！」

　大陸軍グランド・アルメーはついにプロイセン軍の粉ふん砕さいに成功した。デジタル数字がゼロになる。

「やっ……やったー！」

　レオンが力ちから一いつ杯ぱいジャンプをした。

「勝った、勝ったわよ！　校内三位に勝った！」

　そしてその勢いのまま、健流に抱だきつく。

「あんたのおかげよ！　ありがとう！」

「レオンもよくやったぞ。このやりかたはな」

「左でひきつけ右で攻こう勢せいに出る。フリートラントの戦い！」

「正解。最後はもうめちゃくちゃだったけどな。でも勝ったぞ」

「……フリートラントの戦いって、どことどこだっけ」

　健流はがくっとなった。手で拳こぶしを作って、レオンのこめかみをぐりぐりやる。

「ナポレオンのフランス軍対プロイセンの救援に向かったロシア軍の戦いだ！　勉強したんじゃないのか！」

「名前くらいしか知らないもん！」

　彼女は痛い痛いと悲鳴を上げていた。

　ぴーっ。さつきの笛の音がする。担任教師は何度も吹ふき、手で「引き上げろ」の合図をしていた。

「雷かみなりだ。夕立が来るぞ！　校舎に帰るからなー！」

　すでに見物していた生徒たちは、我先に戻もどりはじめている。多久美だけはこちらに向かっていた。

「レオンと健流さん」

「見た見た!?　あたしたち勝ったわよ！」

　レオンは褒ほめろと言わんばかりの口調だ。

「お見事でした。ですが」

「なによ、ケチつける気？」

「いえ、二瀬さんが」

　レオンと健流は二人とも疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。しかし疑問もすぐに解消される。

　多久美がフィールドの一点を指し示す。そこには凍紀が倒れていた。



　　　　○



　凍紀はどうやら落雷のショックで倒れていたようで、保健室に運ばれた。

　保健室と言ってもただベッドが並んでいる部屋ではない。内部には個室があり、医師が常じよう駐ちゆうして手術すらおこなえる。こういうところにも予算が投じられているのだ。

　診しん察さつによると凍紀はただ気絶しているだけで、身体からだに別状はないとのこと。直接雷を受けたわけではないのだから、雷らい鳴めいが苦手なのだろう。健流は彼女が天気を気にして足を速めていたことを思い出した。

　もちろん気絶というアクシデントでも、勝利はレオンのものだ。天候や地形によるアクシデントは運としてそのまま受け入れるのがルールである。

　健流はレオンと多久美を連れ、見み舞まいに行った。

　女医は個室に彼らを案内しながら、「お見舞いに来たのはあなたたちがはじめてね」と言った。

「なんか寂さびしい話だな」

　健流は持ってきた花束を抱かかえながら言う。レオンが応じた。

「二瀬は友達いないし嫌きらわれているからしょうがないわ」

「お前は？」

「あたしは……友達いるわよ、多分。あんたとか」

「俺たち友達同士だっけ？」

「殴なぐるわよ!?　ぼっちなのは多久美の方！」

「栄光ある孤こ立りつを目指すわたくしを巻き込まないでくださいます!?」

　健流は個室の戸を開けた。

　白い、清潔なベッドに凍紀は寝ねかされていた。チューブなどで繋つながれているわけではないから、ただ寝かされているだけであろう。事実、念のために検査しただけで明日あしたには退院できるとのこと。

　寝ているのか、三人が入っても彼女は目を開けない。ただ、口が小さく動いていた。

「……私を……」

　怪け訝げんに思って健流がベッドに近づく。

「私を……許してくれ……」

　寝言のようだが、切せつ羽ぱ詰つまったものを感じる。あるいは慟どう哭こくのような。

　健流はよく聞こうと耳を近づける。同時に凍紀が目を開けた。

　彼女は横を向いた。

「死神の訪問か」

「違う！　俺が死神に見えるか？」

「道理で死神にしては迫はく力りよくに欠けると思った」

　凍紀は身体を起こした。健流が慌てる。

「横になってろよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ……君は優やさしいのだな」

　その言葉に、どこか親愛の情が混じっていることに、三人は気づいていない。

　彼女は髪かみをかき上げた。

「私はなにか口走ってなかったか？」

「そういえば、許してくれとか」

「ふむ。君の悪口を言うつもりだったのだが、うまくいかないものだ」

「言わないでくれ。でもなにを許すんだ？」

　この疑問は、多久美が答えた。

「弟のことですわね」

　凍紀が彼女見た。

「よく分かったな」

「知ってる人は知っておりますわ」

「……ま、昔の話だ。忘れてくれ」

　と、彼女は言った。多久美も過去を掘ほり返すつもりはないらしく、それ以上言おうとしなかった。

　レオンは健流の前に出るようにして、ベッドに近寄る。

「それより、賭かけはあたしの勝ちよね」

「そうだな」

「協力してもらうわよ。あいつを倒すのに」

「レオンの復ふく讐しゆうに付き合うのも、なんだか面めん倒どうだなあ」

「負けたでしょう！」

「怪け我が人にんに無理をさせるのか？」

「本当はぴんぴんしてるくせに！」

　凍紀はレオンが暴れそうになるのを手で制する。

「分かった分かった。確かに私ならあそこに出入りが自由だ。レオンのためにできるだけのことはしよう。これでいいか？」

「いいわよ。最初から素す直なおになればいいのに」

「私はいつだって素直だ」

「どの口がそんなこと言ってんの？」

「素直ついでに私の要望だ」

　凍紀は視線をレオンから健流に移した。

「軽野、改めて頼たのもう。私のスタッフになってくれ」

「え……」

「やはり全すべて一人でやるのは限界がある。スタッフが欲ほしくなった。君が一番いい」

「今でも校内で三番じゃないか」

「君と一いつ緒しよなら楽々トップを狙ねらえるだろうな」

　彼女の口調は真しん剣けんだった。いつの間にか健流の手を握にぎっている。

「君みたいな男が私には必要だ」

「駄だ目めよ！」

「駄目ですわ！」

　レオンと多久美が叫さけんだ。

「賭かけに負けたのに図ずう々ずうしいのよ！」

「健流さんはわたくしのスタッフで手て一いつ杯ぱいなのです！」

「多久美もどさくさまぎれに余計なこと言うな！」

　レオンは隣となりを見て釘くぎを刺さし、また凍紀に向き直る。

「敗者に情けは無用なのよ」

「おや。なんでも私の言うことを聞いてもらうというのがあるはずだ」

「だから負けたんだからなしよ」

「その前の対戦のだ」

「え……」

「私の勝利で軽野はなんでも言うことを聞いてくれることになっていた。あれはまだ有効だぞ？」

　レオンは顔を青くし、ついで赤くして大声を出す。

「一緒に帰ったじゃない！」

「あれくらいで終わるものか」

　凍紀は当然のように言い放つ。そして茫ぼう然ぜんとしている健流に言った。

「君も承しよう諾だくしてくれるだろうな」

「……俺に拒きよ否ひ権はないんだよな」

「当然」

　ならばやることは一つだ。彼は心の中で決心して、言った。

「三人で、俺と一番を目指そう！」

「……だから、誰だれかに決めなさいよ！」

　レオンは病室の壁かべを吹ふき飛ばさんばかりに、健流に怒ど鳴なっていた。



    

  
    
      　　エピローグ




　レオンが見事な勝利を収めた翌々日。

　新しん武ぶ高校敷しき地ち内の一角には、高い塔とうがあった。周囲の自然や建物とは違ちがい、どこか威い圧あつ的で周囲を掌しよう中ちゆうに収めているかの印象がある。

　壁へき面めんに時計や液えき晶しよう掲けい示じ板ばんが設置されているわけでもない。いわば「支配するため」の塔なのだ。

　この塔は「ワーテルロー・タワー」という。新武高校生徒会の所有物である。中に入るにはＩＣチップ付の生徒手帳に、独自のデータを記き憶おくさせなければならない。そしてそれは、校内ランクで五番以内に入っているか、生徒会役員だけに許された特権なのだ。

　生徒会役員になるのは非常に成績が良くなければならない。すなわち、新武高校の生徒会とは成績上位者と同義語であった。

　そのワーテルロー・タワーの最上階。

　だだっ広い室内に黒こく檀たん製の大きな机が一つ、窓側に設置されている。窓は一面ガラス張りで、非常に眺ちよう望ぼうが良かった。

　革かわ張ばりの椅い子すには女子生徒が座っている。斜ななめ後ろに、男子生徒が召めし使つかいのように控ひかえていた。

　女子生徒の髪は金きん髪ぱつで、肌はだが非常に白かった。アジア系ではなくコーカソイド系の顔立ちだ。額を出していないのでどこか幼さを残しているが、それもまた魅み力りよくの一つだ。制服には二年生の徽き章しようをつけていた。

　彼女はずっと、ノートパソコンを操作していた。

　このパソコンは生徒会役員全員に支給されている備品で、学校のサーバに自由に接続できた。生徒会の特権の一つだ。

　液えき晶しよう画面には転生者リバーサーの校内成績が映し出されていた。

　順位と名前が反転して光っている。彼女は下の方までスクロールした。

　三八九位で止める。そこには名な波ば斗と・Ｎ・レオンの名が。

「ふん……」

　少女は鼻を鳴らす。

「三位に勝ったからこの順位ね。やるじゃない」

　彼女は椅子の上であぐらをかき、くるくる回転させる。

「でも所しよ詮せんは落ちこぼれ。このあたりが関の山よ」

　回転する椅子の上で「ほほほ」と笑った。

「レオンなんて島生まれの成り上がり。新武高校で勝てるだけの運も実力もない存在だわ。あんなやつが一番なんて、笑しよう止しも笑止、片腹が痛すぎて入院しなきゃならないわ！　ほほほほほほ……げふっ、げふっ」

　笑いながらむせ、彼女は叫んだ。

「ちょっと、この椅子止めなさいよ！　目が回ってきたわ！」

　控えていた男子生徒がすかさず止める。革張りの椅子は音もなく静止した。

「ふにゃ……」

「大丈夫ですか？」

「だ……大丈夫に決まってるじゃない！　こう見えてもわたしは新武高校でもっとも優すぐれたリバーサーよ！　……うえっぷ」

　彼女は吐はき気を抑おさえようと、ふらふらになりながら椅子から下りた。

　男子生徒がさりげなく手を伸のばし、身体からだを支える。この男は長身の優やさ男おとこでありながら、片手で少女を支えるだけの膂りよ力りよくがあった。顔もまるで少女マンガで「理想の男子」と称しようされるような美男子だ。

「どうぞ僕に寄りかかってください」

「ありがと……」

　彼女は男子生徒に体重を預け、寄りかかる。しばらくすると元に戻もどった。

「ま、まあ、なにが言いたいかというと、レオンはわたしがいる限り一番にはなれないの。そうよね、孔こう明めい！」

「おっしゃるとおりです」

　孔明と呼ばれた男子は、深々と頭を下げる。

「校内一位の実力者、アーシェ様にかなうリバーサーはどこにもおりません」

「当然よ。分かってるじゃない」

　ふふんとアーシェは自じ慢まんげになる。先ほどまでの目を回していた姿は、忘れきったかのようだった。

「孔明」

「はい」

「わたしが負けるところ、想像つく？」

「いいえ」

　彼は首を振ふる。

「アーシェ様が一番でございますから」

「そういうこと。レオンがなにを言おうとわたしの前には無力。万が一にでもわたしに挑いどんでくるようだったら、全力で叩たたき潰つぶしてやるわ！」

　アーシェは両手を握りしめ、窓を向いて上に突つき出した。

「このアーシェ・ウェルズリーが生徒会長である限り、レオンに可能って言葉は存在しないのよ！」

　ナポレオンの天敵、ウェリントン公こう爵しやくアーサー・ウェルズリーの転生者リバーサー、アーシェ・ウェルズリーは高らかにそう言い放つのであった。



    

  
    
      
　　あとがき




　実は、というほどのものでもないのですが、小学生の頃から歴史が大好きでして。

　はじめて歴史を面白がったのがいつかは覚えていないのですが、気付いたら日本や世界の歴史にどっぷりとはまっていました。小学生向けの学習本で、源みなもとの頼朝よりともやら織お田だ信のぶ長ながやらの伝記を熱心に読みつつ、つたない想像力で当時について思いを馳はせていたものです。

　小さい頃は歴史の中でも登場人物中心に追っていたのですが、次第に年代ごとに歴史を調べていくようになりました。その方が時代の流れがよく分かるためだったのですが、やはり読んでいて面白いのは「××という人がその時代でなにをしていたか」だったりします。人間の歴史なのですから人間が面白いのは当たり前とはいえ、どうしてこんなに個性的な人ばかり生み出したのだろうと感嘆しきりです。歴史書に載るような人間は、変人度合いも含めて最高です。



　で、ナポレオン・ボナパルトです。某ボクシング漫画にフランス代表ナポレオンというキャラクターがいて、「すげーな、ナポレオンって拳こぶしでヨーロッパを制覇したんだ」などとよく分からない勘違いをしていた私も、高校生になると「国王を打倒したはずなのにまた王制はじめた人」くらいには認識するようになりました。片かた田舎いなかから出てきて皇帝になって、また片田舎で死ぬなんてなかなかドラマティック。転戦した地名をたどるだけでヨーロッパ各国を覚えてしまうほどです。

　そしてナポレオンだけではなく、彼を取り巻く人間も個性派揃ぞろいであることに気付きました。轡くつわを並べて戦った将しよう帥すいだけではなく、他国の将も個性の塊かたまりです。そうなると、「学校のような閉鎖空間で一緒にしてやろう」という欲望がむくむく現われてくるわけでして。

　そうなると同時代のキャラクターだけじゃつまらない。世界各地、色んな時代から引っ張ってこようとなってきます。ナポレオン時代だけではなく、七年戦争、三十年戦争、三国時代の中国、唐とうの時代などなど。メジャーどころからマニアックまで取りそろえました。本当なら東南アジア諸国や中東の武将も入れたかったほどです。ごちゃごちゃであればあるほどオーケー。ごった煮最高。資料を引っ張り出して各国の武将をピックアップする作業は大変でしたが、とても楽しいひとときでもありました。

　本作に登場するキャラクターたちは歴史上とはかけ離れた性格ですが、中にはライトノベルを超こえた突とつ拍ぴよう子しのない行動をする人もいます。というか、そんな人ばかりです。これを読んで興味を持った方は、ぜひとも伝記や歴史書を手にとってください。学校の勉強にも繋つながっていくのではないかと思います。



　当作品は本来、別タイトルで出版するはずだったものですが、紆う余よ曲きよく折せつの末このような形となりました。尽力していただいた皆様には深く御礼を申し上げます。ありがとうございました。



二〇一二年　八月十六日

築つき地じ俊とし彦ひこ



    

  
    
      司し令れい官かんレオンの覇は道どう



築つき地じ俊とし彦ひこ
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